
授業科目名 Active English I

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 1

冨田 緑・佐藤 悦子・薮井 恵美子・西脇 都・麻畠 徳子・工藤 律子・樫本 英之・佐久間 涼子・大
石 容子

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目では、基礎レベルの英語の4技能（読む・書く・聞く・話す）に関する総合的な能力を身につけることを目的とします。基礎レベルとは、限られた語彙を用いて自分
の身近な話題についてコミュニケーションをとることができるレベルを指します。各授業では、Reallyenglishというオンライン学習用教材を用いて、タブレットによるe-
Learningを実施します。また、学習内容についての理解度を測るため、授業内では英会話練習や英文聴解・読解も行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 英会話能力、英語読解・聴解能力、英作文能力 自信を持って英語でコミュニケーションをとるこ
とができる。足りない語彙力は、言い方を変える
ことによって補うことができる。英語で与えられ
た情報について、おおむね大意を理解することが
出来る。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 各授業内でのペアワーク、グループワークを通じ
て、英語で自分のことを説明し理解してもらうこ
とができる。同様に、相手の説明も理解できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業貢献度

30

授業内でのペアワーク、グループワークや、与えられた授業内課題に取り組む姿勢について、熱
意、協調性、独創性を基準に判断し、評価の30％とします。

：

％

課題達成度

40

Reallyenglishのオンライン学習課題について、その取り組みの進捗と提出内容から課題達成度を測
り、評価の40％とします。

：

％

毎回の小テスト

20

毎回、授業の冒頭に実施する既習範囲に基づいた小テストについて、その結果の平均点を換算して
評価の20％とします。

：

％

定期試験

10

試験期間中に既習単元に基づいた実力テストを実施し、その結果を換算して評価の10％とします。：

％

使用教科書

特に指定しない
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100001

参考文献等

Reallyenglish,「Practical English Starter」コース,「Practical English 7」コース

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 ガイダンス、Lesson 1. How many emails do you write?
（Listeningレッスン）

第1回で学習した単語・表現を復習し、第2回から
始まる小テストに備えます。次の単元 に出てくる
分からない単語を調べて、内容を予習しておきま
す。【授業外課題レッスン名】I'm a doctor

2時間

・授業の進め方や評価方法について確認します。
・タブレットの操作方法、オンライン学習の進め方を学び
ます。
・日常生活についての聴解問題に取り組みます。

第２回 Lesson 2. At the mall（Readingレッスン） 第2回で学習した単語・表現を復習し、小テストに
備えます。次の単元 に出てくる分からない単語を
調べて、内容を予習しておきます。【授業外課題
レッスン名】Let's meet at the mall

2時間

・日常生活に関する語彙を拡充します。
・Lesson 2のコンテンツに基づいて読解練習をします。
・英語能力レベルチェックテストを実施します。

第３回 Lesson 3. There's a nice jacket in the
store（Grammarレッスン）

第3回で学習した単語・表現を復習し、小テストに
備えます。次の単元に出てくる分からない単語を
調べて、内容を予習しておきます。【授業外課題
レッスン名】I like shopping

2時間

・ショッピングに関する語彙を拡充します。
・Lesson 3のコンテンツに基づいて文法学習をします。

第４回 Lesson 4. What do you have for breakfast?（Reading
レッスン）

第４回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】When do you go to the gym?

2時間

・日常の食生活に関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 4のコンテンツに基づいて読解練習をします。

第５回 Lesson 5. What do you usually eat?（Listeningレッス
ン）

第５回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】Let's order takeout

2時間

・食生活に関する語彙を拡充します。
・Lesson 5のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第６回 Lesson 6. How do you get to work?（Listeningレッス
ン）

第1～6回 で学習した単語・表現を復習し、Review
Quizに備えます。次の単元 に出てくる分からない
単語を調べて、内容を予習しておきます。【授業
外課題レッスン名】Public transportation

2時間

・通勤手段に関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 6のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第７回 【小括】Lesson 1～6 振り返り、単語テスト、Can-do
チェック

自分の学習成果を振り返り、今後の学習目標を定
めます。次の単元に出てくる分からない単語を調
べて、内容を予習しておきます。

2時間

・Lesson1～6の学習範囲を振り返ります。
・学習の理解度を測るReview Quizと単語テストを実施しま
す。
・これまでの学習成果を自己評価するCan-doチェックをし
ます。

第８回 Lesson 7. I couldn't speak French when I was a
child（Grammarレッスン）

第８回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】It was very hot and sunny

2時間

・可能性を表現する助動詞を拡充します。
・Lesson 7のコンテンツに基づいて文法学習をします。

第９回 Lesson 8.This is the office（Listeningレッスン） 第９回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】How many people work here?

2時間

・職場に関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 8のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第10回 Lesson 9. This is my phone（Readingレッスン） 第10回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】I liked my old phone

2時間

・所有品に関する語彙を拡充します。
・Lesson 9のコンテンツに基づいて読解練習をします。

第11回 Lesson 10. I go sightseeing in the city（Readingレッ
スン）

第11回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】I didn't play basketball

2時間
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・観光に関する語彙を拡充します。
・Lesson 10のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第12回 Lesson 11. Where are you going to go on vacation?
（Grammarレッスン）

第12回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】I play soccer every week

2時間

・予定を表現する語彙を拡充します。
・Lesson 11のコンテンツに基づいて文法学習をします。

第13回 Lesson 12.We went camping last year（Listeningレッス
ン）

第13回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。【授業外課
題レッスン名】What did you do on the weekend?

2時間

・余暇に関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 12のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第14回 【総括】これまでの学習内容のまとめ、単語テスト 第1~14回で学習した単語・表現を復習し、最終試
験に備えます。【授業外課題レッスン名】My
birthday's in June

2時間

・Lesson1～12の学習内容を振り返ります。
・語彙力の伸張を測る単語テストを実施します。
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授業科目名 Active English Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 1

冨田 緑・佐藤 悦子・薮井 恵美子・西脇 都・麻畠 徳子・工藤 律子・樫本 英之・佐久間 涼子・大
石 容子

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目では標準レベルの英語の4技能（読む・書く・聞く・話す）に関する総合的な能力を身につけることを目的とします。標準レベルとは、英文法の知識に基づいて自分
の身近な話題について正確に表現できるレベルを指します。各授業では、Reallyenglishというオンライン学習用教材を用いて、タブレットによるe-Learningを実施しま
す。また、学習内容についての理解度を測るため、授業内では英文法の確認や英文聴解・読解も行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 英文法力、英語読解・聴解能力、英作文能力 英文法を正しく運用し、正確に自己表現すること
が出来る。英語で与えられた情報について、細部
の情報を理解することが出来る。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 各授業内でのペアワーク、グループワークを通じ
て、英語で自分のことを説明し理解してもらうこ
とができる。同様に、相手の説明も理解できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業貢献度

30

授業内でのペアワーク、グループワークや、与えられた授業内課題に取り組む姿勢について、熱
意、協調性、独創性を基準に判断し、評価の30％とします。

：

％

課題達成度

30

Reallyenglishのオンライン学習課題について、その取り組みの進捗と提出内容から課題達成度を測
り、評価の30％とします。

：

％

毎回の小テスト

20

毎回、授業の冒頭に実施する既習範囲に基づいた小テストについて、その結果の平均点を換算して
評価の20％とします。

：

％

定期試験

10

試験期間中に既習単元に基づいた実力テストを実施し、その結果を換算して評価の10％とします。：

％

スピーキングテスト

10

第2回、第3回の授業内で、課題スピーチの暗唱テストを行い、課題に取り組む姿勢について、熱
意、正確さ、流暢さを基準に判断し、評価の10％とします。

：

％

使用教科書
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

Reallyenglish,「Practical English 7」コース

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 ガイダンス、Lesson 1. A typical day （Listening レッ
スン）

課題スピーチの音源を繰り返し聞いて暗唱テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・授業の進め方や評価方法について確認します。
・課題スピーチの解説、暗唱練習を実施します。
・Lesson 1のコンテンツに基づいて、日常生活についての
聴解問題に取り組みます。

第２回 Lesson 2. Everyday Activities （Grammarレッスン） 第2回で学習した単語・表現を復習し、小テストに
備えます。次の単元 に出てくる分からない単語を
調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・日常生活に関する語彙を拡充します。
・Lesson 2のコンテンツに基づいて、日常生活についての
文法問題に取り組みます。
・課題スピーチの暗唱練習を実施します。

第３回 Lesson 3. A Bad Day（Readingレッスン） 第3回で学習した単語・表現を復習し、小テストに
備えます。次の単元に出てくる分からない単語を
調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・社交生活に関する語彙を拡充します。
・Lesson 3のコンテンツについて、日常生活についての読
解問題に取り組みます。
・課題スピーチの暗唱練習を実施します。

第４回 Lesson 4. At the Supermarket（Listeningレッスン） 第４回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・日常生活に関する語彙を拡充します。
・Lesson 4のコンテンツに基づいて聴解練習をします。
・課題スピーチの暗唱試験を実施します。

第５回 Lesson 5. Everyday Questions（Grammarレッスン） 第５回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・ショッピングに関する語彙を拡充します。
・Lesson 5のコンテンツに基づいて文法練習をします。

第６回 Lesson 6. Good Food（Readingレッスン） 第2～6回 で学習した単語・表現を復習し、Review
Quizに備えます。次の単元 に出てくる分からない
単語を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・問いかけ文に関する語彙を拡充します。
・Lesson 6のコンテンツに基づいて5W2Hの疑問文について
文法知識を整理します。

第７回 【小括】Lesson 1～5 振り返り、単語テスト 第７回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・Lesson1～5の学習範囲を振り返り、Review Quizと単語テ
ストを実施します。
・日常生活に関する語彙を更に拡充します。

第８回 Lesson 7. Where things are（Grammarレッスン） 第８回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・日常生活に関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 7のコンテンツに基づいて前置詞について文法知
識を整理します。

第９回 Lesson8. The weekly shopping trip（Listeningレッス
ン）

第９回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・ショッピングに関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 8のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第10回 Lesson 9. Getting around（Readingレッスン） 第10回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・移動手段に関する語彙を拡充します。
・Lesson 9のコンテンツに基づいて読解練習をします。

第11回 Lesson 10. Making excuses（Grammarレッスン） 第11回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間
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・謝罪に関する語彙を拡充します。
・Lesson 10のコンテンツに基づいて接続詞について文法知
識を整理します。

第12回 Lesson 11. Using transportation（Listeningレッスン） 第12回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・交通手段に関する語彙を更に拡充します。
・Lesson 12のコンテンツに基づいて聴解練習をします。

第13回 Lesson 12. Hotel reservations （Listening レッスン） 第13回で学習した単語・表現を復習し、小テスト
に備えます。次の単元 に出てくる分からない単語
を調べて、内容を予習しておきます。

2時間

・旅行に関する語彙を拡充します。
・Lesson 12のコンテンツに基づいて過去時制について文法
知識を整理します。

第14回 【総括】Lesson 1~13の学習内容まとめ、単語テスト 第1~14回で学習した単語・表現を復習し、最終試
験に備えます。

2時間

・これまでの学習内容を振り返り、自分が伸ばせた能力に
ついて自己採点します。
・語彙数の伸張を測る単語テストを実施します。
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授業科目名 Active English Ⅲ

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2 1

工藤 律子

演習

該当する

幼・小・中・高において、グラマー指導やコミュニケーションで必要な英語の指導を２０年行ってきた。また、カリキュ
ラムの作成も担当し、１２年間一貫の教育にも携わった。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目では、応用レベルの英語の4技能（読む・書く・聞く・話す）に関する総合的な能力を身につけることを目的とします。応用レベルとは、アクティブのⅠやⅡで学ん
だ基本的なことを活かして、積極的な英語話者を養成します。各授業では、Reallyenglishというオンライン学習用教材を用いて、タブレットによるe-Learningを実施しま
す。また、学習内容についての理解度を測るため、授業内では英会話練習や英文聴解・読解も行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 英会話能力、英語読解・聴解能力、英作文能力 自分の考えを伝えるだけでなく、その意見に対し
て理由を添えることができる。英語で与えられた
情報に対し、簡単な英語で要約することができ
る。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 各授業内でのペアワーク、グループワークを通じ
て、ジェスチャーなどの非言語を用いながら、英
語でのやりとりができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業貢献度

20

授業内でのペアワーク、グループワークや、与えられた授業内課題に取り組む姿勢について、熱
意、協調性、独創性を基準に判断し、評価の20％とします。

：

％

課題達成度

30

Reallyenglishのオンライン学習課題について、その取り組みの進捗と提出内容から課題達成度を測
り、評価の30％とします。

：

％

小テスト

20

授業の冒頭に実施する既習範囲に基づいた小テストについて、その結果の平均点を換算して評価の
20％とします。

：

％

定期試験

30

試験期間中に既習単元に基づいた実力テストを実施し、その結果を換算して評価の30％とします。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

Reallyenglish,「Practical English 7」コース

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回２時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後・授業前

場所： 授業の場所

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 目標を設定しよう・Tell me about you L1オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復習 2時間

現在の英語力を認識し、到達したいレベルを設定し、しっ
かりと計画を立てよう。初対面の人に対する質問をしよう
。扱う文法事項（以下Gと表記）:時制

第2回 A bad day・TOEIC　テストにチャレンジしよう L２オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

社交と対人関係のテーマを通して、良い関係を構築するた
めの会話を学ぶ。リーディングを通して情報を読み取る。
英語能力レベルチェックテストを実施する。TOEICテストの
結果を見て、振り返りを行う。

第3回 Enjoying yourself L３オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

余暇と娯楽・心から楽しめるものを英語で表現し、ペアで
質疑応答を行う。リーディングを通して情報を読み取る。

第4回 Expressions about personal possessions L4オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復習 2時間

誰のものかを表す表現を学び、クイズをペアで考え出し合
う。G:所有格。

第5回 Cooking and food L５オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復習 2時間

料理の素材を学び、レシピを英語で発表する。G:不定冠詞
・There を用いた表現

第6回 Good food L6オンライン教材・語彙表現の復習 2時間

おいしい（栄養ある）食事について考える。・リーディン
グを通して情報を読み取る。

第7回 TOEIC Test にチャレンジしよう・Arrange meeting L７オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復習 2時間

会議（クラブ等のミーティングを含む）の日程調整につい
て考え、実際にクラスでの仮想会議の日程調整を行う。・
リーディングを通して情報を読み取る。
TOEICテストの結果を見て、振り返りを行う。

第8回 Where I work L８オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復習 2時間

自分の職場（就職したい会社を想定）についてペアでやり
取りを行う。G:不定冠詞・名詞句

第9回 Twins L９オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復習 2時間

２つのものを比べる表現を学び、違いについて表現する。G
:比較・形容詞・副詞

第10回 A good place to live L１０オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復
習

2時間

自分にとって住み心地の良い町についてスピーチする。住
み心地の良い町の条件に付いて議論する。G:最上級・形容
詞・副詞

第11回 Where is it? L１１オンライン教材・語彙・表現・グラマーの復
習

2時間

道案内の表現を学び、ペアワークでショートスキットを行
う。G：場所・位置にまつわる前置詞

第12回 Good feelings L１２オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

ビジネスにおける成功をテーマに、好ましい感情の伝え方
を学ぶ。・リーディングを通して情報を読み取る。

第13回 Good friends L13オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

社交と対人関係をテーマに、家族と友人との関係について
考える。・リーディングを通して情報を読み取る。

第14回 A smart criminal L14オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

社会と政治をテーマに、ルール（学校・身の回り・家庭・
社会）について考える。・リーディングを通して情報を読
み取る。
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授業科目名 Active English Ⅳ

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2 1

工藤 律子

演習

該当する

幼・小・中・高において、グラマー指導やコミュニケーションで必要な英語の指導を２０年行ってきました。また、カリ
キュラムの作成や１２年間一貫教育の内容にも携わってきました。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目では、発展レベルの英語の4技能（読む・書く・聞く・話す）に関する総合的な能力を身につけることを目的とします。発展レベルとは、英語でのやりとりを行うだ
けでなく、英語でのスピーチやプレゼンテーションができるレベルを指します。各授業では、Reallyenglishというオンライン学習用教材を用いて、タブレットによるe-
Learningを実施します。また、学習内容についての理解度を測るため、授業内では英会話練習や英文聴解・読解も行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 英会話力、英語読解・聴解能力、英作文能力 様々な媒体の英語の情報を理解し、理解したこと
を相手に伝える（話す・書く）ことができる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 教員と学生相互にインターネットを介してコミュ
ニケーションとオーラルコミュニケーションの両
方により主体的に英語を使用する意思疎通の活動
を行う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業貢献度

20

授業内でのペアワーク、グループワークや、与えられた授業内課題に取り組む姿勢について、熱
意、協調性、独創性を基準に判断し、評価の20％とします。

：

％

課題達成度

30

Reallyenglishのオンライン学習課題について、その取り組みの進捗と提出内容から課題達成度を測
り、評価の30％とします。

：

％

小テスト

20

授業の冒頭に実施する既習範囲に基づいた小テストについて、その結果の平均点を換算して評価の
20％とします。

：

％

定期試験

30

試験期間中に既習単元に基づいた実力テストを実施し、その結果を換算して評価の30％とします。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

Reallyenglish,「Practical English 7」コース

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回２時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前・授業後

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 目標を設定しよう/ Ways to spend your free time・
TOEICテストにチャレンジしよう

L1のオンライン教材・語彙・表現・グラマーの復
習

2時間

現在の英語力を認識し、到達したいレベルを設定し、しっ
かりと計画を立てよう。
自由時間をどのように過ごしているかをペアワークで行う
。TOEICテストの結果を見て、振り返りを行う。扱う文法事
項（以下Gと表記）:動詞・動名詞

第2回 Directing someone around town L２のオンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

道案内の表現を学び、ショートスキットを行う。

第3回 Healthy habits L３のオンライン教材・語彙・表現・グラマーの復
習

2時間

日常生活を振り返り、健康的な日常をするには何をすれば
よいかを考え、ペアでアドバイスを行う。G:単純現在・頻
度を表す副詞

第4回 Eating at a restaurant L４のオンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

レストランを予約し、注文するまでの一連の流れをペアワ
ークで行い発表する。

第5回 At the airport L５のオンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

空港で見かけるサインが表すことを理解し、出国手続きや
入国手続きのやりとりをペアで行う。・リーディングを通
して情報を読み取る。

第6回 Enjoying the weekend L６のオンライン教材・語彙・表現・の復習 2時間

週末の予定を発表し、疑問詞を用いて質疑応答を行う。

第7回 TOEIC Test にチャレンジしよう・Planning to go out L７のオンライン教材・語彙・表現・グラマーの復
習

2時間

週末や長期休暇や放課後などの予定を書きだし、発表を行
う。発表に対し、質疑応答を行う。
TOEICテストの結果を見て、振り返りを行う。

第8回 A disastrous holiday L８のオンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

過去の休日を振り返り、一番印象深い出来事について発表
する。G:過去時制

第9回 Directing someone around the office L９のオンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

建物（会社・ショッピングセンターなど）の中の道案内を
学び、ペアでショートスキットを行う。

第10回 Getting to your hotel L１０のオンライン教材・語彙・表現・グラマーの
復習

2時間

ホテルまでの行き方についてペアでショートスキットを行
う。

第11回 Layout an office L１１オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

オフィスのレイアウトを学び、最適な自分の部屋のレイア
ウトを考え発表する。G:場所・位置を表す前置詞

第12回 Ordering a meal in a restaurant L１２オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

レストランでの注文の仕方を学び、実際にある店を基にペ
アでショートスキットを行う。

第13回 Looks and appearance L１３オンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

人の描写の表現を学び、互いにクイズを出し合う。・リー
ディングを通して情報を読み取る。

第14回 Parts of the body L１４のオンライン教材・語彙・表現の復習 2時間

身体の部位を学び、医療現場や学校で自分の健康状態を伝
える。
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授業科目名 海外語学演習（韓国語）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期・後期1 2

金 素辰

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は、海外語学留学・短期交換留学のため韓国の大学に向かう学生を対象に、留学生活をスムーズに開始し、現地に適応して有意義な留学生活を過ごすことができ
るように、事前に様々な情報や言語、文化などを学ぶ授業です。韓国について、言語・文化・マナー・歴史・地形や気候など多様な観点から学び、現地での留学生活が円
滑かつ充実にできるように進めていきます。また留学生活での不安がなくなるように、受講生個々の意見を聞きながら積極的にサポートしていきます。なお本科目は、現
地での語学留学(7回分・17日)を含め、事前(6回)・事後(1回)、合計14回の授業で2単位を修得するものです。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 言語をはじめ、異文化理解のための知識を養
い、判断力・思考力を高めていく。

円滑な留学のための基礎知識を身につけ、海外語
学研修を完遂することができる。

汎用的な力

1．DP7.完遂 主体性をもって自身の目標を立て、現地の文化体
験、韓国語の学習体験等を実行し、海外語学研修
を完遂することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

1．授業内活動

40

基礎的な韓国語に関する課題、留学生活や異文化の理解に関する課題や発表を、正確さ・データの
適切さ・完成度などにより評価する。

：

％

2．プレゼンテーション

40

留学生活に関するプレゼンテーションを、表現の正確さ、データの適切さ、伝達力、PPTの完成度な
どにより評価する。

：

％

3．事後レポート

20

14回目の発表内容をレポートにまとめ、提出する。それを韓国語表現の正確さ、文の構成力、内容
の完成度などにより評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『できる韓国語　初級』（DEKIRU出版、2010）
『韓国-ことばと文化』延恩株 (論創社、2021)

100038

- 11 -



履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修時間が必要となる（事前授業・事後授業・語学研修・授業外学修の合計時間）。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後またはメールで対応します。
Ｅメール：haianksj@naver.com
学籍番号と氏名は必ず入れること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 【海外留学についての学習】 1．留学についての学習内容をまとめ、チェックリ
ストを作成する。2.学んだ韓国語を復習する。

4時間

1．海外留学の目的、意義、注意点などについて考える。
2．個人ごとに韓国留学についての動機、意味などについて
話しながら目的を明確にしていく。
3．簡単な自己紹介などを通じて韓国語の実力を確認する。

第2回 【韓国語の基礎的な語学力の確認・会話文例の学習】 1．学んだ韓国語の復習と不明なところをチェック
する。2．課題のプリントを完成する。

4時間

1．簡単な韓国語での質疑応答により、語学力を確認する。
2．プリントに沿って、単語や文型を暗誦できるよう練習す
る。

第3回 【韓国語の会話文例の学習と韓国語での自己紹介】 1．学んだ韓国語の復習と自己紹介文の暗記をす
る。2．課題のプリントを完成する。

4時間

1．前回の単語や文型、課題を確認する。
2．プリントに沿って、会話文例などを学び、文章を中心に
暗誦できるよう練習する。
3．自己紹介文を作成し、暗記する。

第4回 【韓国語の会話文例の学習と韓国についての全般的な理
解】

1．学んだ韓国語と韓国についての内容を復習す
る。2．課題レポート(韓国の歴史・ソウルの名所)
を作成する。

4時間

1．前回の単語や文型、課題を確認する。
2．プリントに沿って、会話文例などを学び、文章を中心に
暗誦できるよう練習する。
3．韓国についての全般的な知識(地形・環境・気候・行政
区域など)を学習する。

第5回 【韓国の歴史・名所についての学習】 1．授業中の質問・疑問点をまとめ、復習する。
2．課題レポート(韓国の文化)を作成する。

4時間

1．資料をもとに韓国の歴史・ソウルの名所について学び、
理解する。
2、授業内容や課題レポートを参考にし、質問・疑問点など
を積極的に出しながら、異文化への理解を図る。

第6回 【韓国の生活習慣・文化についての学習】 1．今まで学んだ留学に関する知識をまとめ、現地
の留学に備える。2．自己紹介を完璧に練習する。

4時間

1．資料をもとに韓国の生活習慣や文化の特徴について学び
、理解する。
2. 授業内容や課題レポートを参考にし、日本との共通点、
異なる点などを積極的に話し合いながら、異文化への理解
を深める。

第7回 【海外語学留学の実施(17日間)】 現地で学んだことの復習をする。 4時間

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

第8回 【海外語学留学実施(17日間)】 現地で学んだことの復習をする。 4時間

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

韓国西江大学にて韓国語を学びます。

第14回 【語学留学で習得した成果のまとめ】 発表内容をまとめ、レポートを作成する。 4時間

1．語学留学を終えたあと、留学生活で学んだこと、得たこ
と、体験したことなどについてプレゼンテーションする。
異文化理解の観点から自身の認識や行動の変化などについ
てもまとめる。
2．学生同士でお互いの様々な体験や感じたことなどについ
て話し合いながら留学の意義や目的について評価してみる
。
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授業科目名 韓国語Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1・2 1

金 素辰

講義科目：教科書の順番に沿って、正確に理解し身につけるよう反復しながら進めていきます。最初は韓国語の文字であ
る「ハングル」の修得に重点をおき、次第にテキストに沿って発音の練習、単語、文型、本文を学習します。なお個人や
ペア活動を通じて習った表現をスピーキング練習し、学習効果を高めます。更に映像などの資料を通じて学習内容を確認
しながらリスニング練習し、レベルアップしていきます。毎回内容を補充するプリントを配布し、学習内容の定着を強化
します。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可」

授業概要

本授業は韓国語を全く知らない学習者が基礎からしっかり学び、韓国の生活や文化を理解しながら基本的な日常会話ができることを目標としています。文字である「ハン
グル」や発音の修得からはじめ、基本文型や文法を学びながら「スピーキング、リスニング、リーディング、ライティング」の領域をバランスよく学習していきます。特
に映像など様々な資料を用いて、初心者が韓国語を身近に感じ、より楽しく身につけることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 韓国語に関する知識(文字・語彙・文法・文型) 韓国語の文字・語彙・文法・文型などの知識を修
得すると同時に、言語と文化的背景への理解がで
きる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 韓国語の表現技能(話す・聞く・読む・書く) 韓国語の表現技能(話す・聞く・読む・書く)を学
び、実践的な場で適切なコミュニケーションがで
きる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 韓国語を通じて異文化を理解し、違いと多様性を
認め合い、互いを尊重するコミュニケーション能
力が修得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

1. 定期試験(筆記)

30

前期の学習内容(韓国語に関する知識である文字・語彙・文型・文法など)の理解度・修得度を基準
に評価します。

：

％

2. 授業内小テスト(筆記)

30

確認のテストを3回行い、学習内容の理解度・修得度を基準に評価します。：

％

3. 授業内ワーク

20

授業でアクティブラーニング活動(単元の内容を中心とした書きや問答、読み、発表、ペアワークの
会話、ゲーム型学習など)を行います。その結果の理解度・参加度・応用度などを基準に評価しま
す。

：

％

4.課題物

20

学習内容の定着のための課題を出します。提出の可否と内容の完成度を基準に評価します。：

％
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使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

New 西江韓国語(SogangKore
an)1A[日本語版]

西江(sogang)大学韓国語教育院 西江(sogang)大学国際文化
教育院出版部

・・ 年・ 2022

参考文献等

・『標準韓国語文法辞典』韓国国立国語院、アルク出版社、2012
・『どんどん身につく韓国語 語彙(単語)マスター編(日本語版)』オ・スンウン、多楽院、2014
・『New 西江韓国語(SogangKorean) 1A　Workbook』西江(sogang)大学韓国語教育院、西江(sogang)大学国際文化教育院出版部、2022

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は入門の段階であるだけに、文字を丁寧に書くこと、発音を正確にすること、対話練習に積極的に参加することに心がけてください。又本科目は1単位の科目である
ため、平均すると毎回1時間以上の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習
をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後またはメールで対応します。
Ｅメール：haianksj@naver.com
学籍番号と氏名は必ず入れること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 【韓国語(ハングル)の紹介】、【ハングル第1課】(1)「母
音1」と「挨拶表現」

1.復習：「母音1」と単語を発音しながら書き、覚
える(プリント)。『挨拶表現』を読みながら覚え
る。2.予習：次回の「子音1」(P16-17)を発音しな
がら書いてみる。

1時間

①韓国語(ハングル)の紹介ーハングルの起源や構造を理解
していく。
②基本母音６個と単語を学ぶ。
③挨拶表現－初めて会った時の挨拶や日常会話の中の基本
的な挨拶について学ぶ。

第2回 【ハングル第1課】(2)「子音1」と「自己紹介の表現」 1.復習：「子音1」と単語を発音しながら書き、覚
える(プリント)。『自己紹介表現』を読みながら
覚える。2.予習：次回の「母音2」(P18)を発音し
ながら書いてみる。

1時間

①子音４個と単語を学ぶ。母音と子音の組み合わせを学ぶ
。
②自己紹介表現－初対面での挨拶や自己紹介でよく使われ
る文型を学び、実際に使えるように練習していく。

第3回 【ハングル第2課】(1)「母音2」と「疑問表現1」 1.復習：「母音2」と単語を発音しながら書き、覚
える(プリント)。『疑問表現1』を読みながら覚え
る。2.予習：次回の「子音2」・「パッチム1」
(P18-19)を発音しながら書いてみる。

1時間

①二重母音5個と単語を学ぶ。
②事物について聞く「何ですか」の韓国語文型を学び、実
際に使えるように練習していく。
③名前のハングル表記について学び、自分と友達の名前を
ハングルで書き、読めるようにする。

第4回 【ハングル第2課】(2)「子音2」・「パッチム1」と「疑問
表現2」

1.復習：「子音2」・「パッチム1」と単語を発音
しながら書き、覚える(プリント)。『疑問表現2』
を読みながら覚える。2.予習：次回の「母音3」
(P20)を発音しながら書いてみる。

1時間

①子音5個・パッチム4個と単語を学ぶ。
②場所について聞く「どこですか」の韓国語文型を学び、
実際の場面で使えるように練習していく。

第5回 【ハングル第3課】(1)「母音3」と「存在表現1」 1.復習：「母音3」と単語を発音しながら書き、覚
える(プリント)。『存在表現1』を読みながら覚え
る。2.予習：次回の「子音3」・「パッチム2」
(P20-21)を発音しながら書いてみる。

1時間

①二重母音5個と単語を学ぶ。
②存在の有無を表す表現として「－がいますか・いません
か」「－がありますか・ありませんか」の韓国語文型を学
び、実際の場面で使えるように練習していく。

第6回 【ハングル第3課】(2)「子音3」・「パッチム2」と「存在
表現2」

1.復習：「子音3」・「パッチム2」と単語を発音
しながら書き、覚える(プリント)。『存在表現2』
を読みながら覚える。2.予習：次回の「母音4」
(P22)を発音しながら書いてみる。

1時間

①子音(激音)5個・パッチム5個と単語を学ぶ。
②存在する場所や位置を聞く「どこにいますか・あります
か」などの韓国語文型を学び、実際の場面で使えるように
練習していく。

第7回 【ハングル第4課】(1)「母音4」と「漢数詞(電話番号)」 1.復習：「母音4」と単語を発音しながら書き、覚
える(プリント)。『漢数詞』を読みながら覚え
る。2.予習：次回の「子音4」(P22-23)を発音しな
がら書いてみる。

1時間

①二重母音5個と単語を学ぶ。
②漢数詞の韓国語表記や読みを覚え、韓国語で電話番号が
言えるように練習していく。

第8回 【ハングル第4課】(2)「子音4」・「パッチム3」と「固有
数詞(単位)」

1.復習：「子音4」・「パッチム3」と単語を発音
しながら書き、覚える(プリント)。『固有数詞』
を読みながら覚える。

1時間
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①子音(濃音)5個・パッチム10個と単語を学ぶ。
②固有数詞の韓国語表記や読みを覚え、韓国語でものが数
えるように練習していく。

第9回 【ハングルの総復習】、【韓国語と日本語の比較】 1.復習：ハングルが完全に自分のものになるよう
に繰り返して覚える(プリント)。2.予習：次回の
単語や会話を読んでくる(P26-27)。

1時間

①母音21個、子音19個、総40個で構成されているハングル
文字を全体的に復習し、完全に身につけるようにする。
②韓国語と日本語の共通点や差を比較しながらまとめ、今
後文型や文法を学んでいく上でのベースを構築しておく。

第10回 【準備1課】『お会いできてうれしいです』 1.復習：自己紹介の文型(p25-27)、語彙(国名・職
業名、p29)を読み書きしながら覚える。2.予習：
次回の単語や会話を読んでくる(P34-35)。

1時間

①[文法]－基本語尾「－です」、疑問詞「何、どの」、主
題助詞「-は」に当る韓国語を学ぶ。
②[会話1]－初対面の場で相手の名前と国籍を尋ねたり、自
分の名前と国籍を答えたりする場面での会話を練習する。
　[会話2]－初対面の場で相手の職業を尋ねたり、自分の職
業を答えたりする場面での会話を練習する。

第11回 【準備2課】 『これは何ですか』 1.復習：疑問表現(p31-35)、語彙(事物、p37)を読
み書きしながら覚える。2.予習：次回の単語や会
話を読んでくる(P42-43)。

1時間

①[文法]－指示代名詞「これ/それ/あれ」、疑問詞「誰」
、所有格助詞「－の」に当る韓国語について学ぶ。
②[会話1]－ものの名前を尋ねたり答えたりする場面での会
話を練習する。
　[会話2]－ものの所有者について尋ねたり答えたりする場
面での会話を練習する。

第12回 【準備３課】 『コーヒーください』 1.復習：存在表現(p40-43)、語彙(固有数詞、飲料
p45)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や会話を読んでくる(P50-51)。

1時間

①[文法]－存在を表す「あります・ありません」文型、固
有数詞「ひとつ、ふたつ...」、単位名詞「名、個、瓶、冊
など」について学ぶ。
②[会話1]－物の有無を聞いて注文する場面での会話を練習
する。
　[会話2]－物の有無やその数量を聞いて注文する場面での
会話を練習する。

第13回 【準備４課】 『どこにありますか』 1.復習：存在する場所を言う表現(p49-51)、語彙
(場所名p53)を読み書きしながら覚える。準備1～4
までの文型をまとめる(プリント)。

1時間

①[文法]－主格助詞「－が」、[場所＋にあります・います
]文型、場所につく助詞[－に]、疑問詞「どこ」について学
ぶ。
②[会話1]－人がいる場所を尋ねたり答えたりする場面での
会話を練習する。
　[会話2]－ある場所の位置を尋ねたり答えたりする場面で
の会話を練習する。

第14回 【韓国文化とのふれあい】、【前期内容のまとめ】 1.復習：前期に学習した語彙、文法、文型などを
まとめて整理する(プリント)。

1時間

①前期に学習した語彙、文法、文型などを確認する。
②韓国の文化とのふれあいを通じて異文化を理解し、分か
ち合う楽しさを味わいながら、互いを尊重するグローバル
的なマインドの重要性について考えてみる。
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授業科目名 韓国語Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 1

金 素辰

講義科目：基礎的な文法事項・構文・語彙の修得に努めつつ、基本的な言語運用能力の育成のために会話の練習に励んで
いきます。教科書の順番に沿って進めながら、個人やペア活動を通じて習った表現をスピーキング練習し、学習効果を高
めます。更に映像などの資料を通じて学習内容を確認しながらリスニング練習し、レベルアップしていきます。毎回内容
を補充するプリントを配布し、学習内容の定着を強化します。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可」

授業概要

本授業は「ハングル」や基本文法を学んだ学習者を対象に基本文型や文法をレベルアップし、日常的な韓国語コミュニケーション能力を向上することを目標としていま
す。「スピーキング、リスニング、リーディング、ライティング」をバランスよく学習しつつ、実際に接する場面を重点的に取り上げ、自然で生きた韓国語を楽しく身に
つけていくことを目指します。又学習者の活動を増やし、知っている言語ではなく実際に使える言語に発展させていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 韓国語に関する知識(語彙・文法・文型) 韓国語に関する知識である語彙・文法・文型を修
得し、基本的な日常会話ができる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 韓国語の表現技能(話す・聞く・読む・書く) 韓国語の表現技能(話す・聞く・読む・書く)を身
につけ、実践的な場で適切なコミュニケーション
ができる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 韓国語を通じて異文化を理解し、違いと多様性を
認め合い、互いを尊重するコミュニケーション能
力が修得できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

1. 定期試験(筆記)

30

後期の学習内容(韓国語に関する知識である語彙・文型・文法など)の理解度・修得度を基準に評価
します。

：

％

2. 授業内小テスト(筆記)

30

確認のテストを3回行い、学習内容の理解度・修得度を基準に評価します。：

％

3. 授業内ワーク

20

授業でアクティブラーニング活動(単元の内容を中心とした書きや問答、読み、発表、ペアワークの
会話、ゲーム型学習など)を行います。その結果の理解度・参加度・応用度などを基準に評価しま
す。

：

％

4. 課題物

20

学習内容の定着のための課題を出します。提出の可否と内容の完成度を基準に評価します。：

％

使用教科書
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指定する

著者 タイトル 出版年出版社

New 西江韓国語(SogangKore
an)1A[日本語版]

西江(sogang)大学韓国語教育院 西江大学国際文化教育院出
版部

・・ 年・ 2022

参考文献等

・『標準韓国語文法辞典』韓国国立国語院、アルク出版社、2012
・『どんどん身につく韓国語 語彙(単語)マスター編(日本語版)』オ・スンウン、多楽院、2014
・『New 西江韓国語(SogangKorean)1A Workbook』西江(sogang)大学韓国語教育院、西江(sogang)大学国際文化教育院出版部、2022

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は入門の段階であるだけに、文字を丁寧に書くこと、発音を正確にすること、対話練習に積極的に参加することに心がけてください。又本科目は1単位の科目である
ため、平均すると毎回1時間以上の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習
をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後またはメールで対応します。
Ｅメール：haianksj@naver.com
学籍番号と氏名は必ず入れること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 【第1課 『電話番号が何番ですか』】(1)「文法」と「会
話1・2」

1.復習：文型や本文(p56-59)、語彙(漢数詞p69)を
読み書きしながら覚える。2.予習：次回の単語や
本文を読んでくる(P62-63)。

1時間

①[文法]－漢数詞、電話番号の読み書き方、日付(年月日)
、疑問詞「何番、いつ、いくら」に当る韓国語について学
ぶ。
②[会話1]－電話番号を尋ねたり答えたりする場面での会話
を練習する。
　[会話2]－誕生日を尋ねたり答えたり、祝ったりする場面
での会話を練習する。

第2回 【第1課『電話番号が何番ですか』】(2)「会話3」と
「リーディング(読解)」

1.復習：文型や本文(p62-63),語彙(読解関連p69)
をを読み書きしながら覚える。2.予習：次回の単
語や本文を読んでくる(P67-69)。

1時間

①[会話3]－ものの値段を聞いて買い物する場面での会話を
練習する。
②[リーディング]－「家の電話番号が705-7189です」:電話
番号を含んだ自己紹介文を読み、内容を理解する。

第3回 【第1課『電話番号が何番ですか』】(3)「リスニング(聴
解)」,「第1課のまとめ」

1.復習：文型や本文(スクリプト)、語彙(聴解関連
p69)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や本文を読んでくる(P76-77)。

1時間

①[リスニング]－「5月26日が私の誕生日です」:電話をし
、電話番号や誕生日を尋ねる会話を聞いて内容を理解する
。
②第1課の文法や文型をまとめて整理する。

第4回 【第2課『どこに行きますか』】(1)「文法1・2」と「会話
1・2」

1.復習：文型や本文(p72-73、76-77)、語彙(時間
関連p87)を読み書きしながら覚える。2.予習：次
回の単語や本文を読んでくる(P74-75、78)。

1時間

①[文法1、2]－固有数詞：時間「時、分」,疑問詞「何時」
,「場所+に行く」に当る韓国語について学ぶ。
②[会話1]－午前・午後の日程を尋ねたり答えたりする場面
での会話を練習する。
　[会話2]－「場所+に行く」の文型を用いて行先を尋ねた
り答えたりする場面での会話を練習する。

第5回 【第2課『どこに行きますか』】(2)「文法3・4」と「会話
3」,「リーディング(読解)」

1.復習：文型や本文(p81)、語彙(読解関連p87)を
読み書きしながら覚える。2.予習：次回の単語や
本文を読んでくる(P85-86)。

1時間

①[文法3，4]－現在平叙形語尾「－ます形1」,「時間+に」
に当る韓国語について学ぶ。
②[会話3]－一日の日程を尋ねたり答えたりする場面での会
話を練習する。
③[リーディング]－「ソウルは朝7時です」:「時間+に～す
る」が含まれた日程文を読み、内容を理解する。

第6回 【第2課『どこに行きますか』】(3) 「リスニング(聴
解)」,「第2課のまとめ」

1.復習：文型や本文(スクリプト)、語彙(聴解関連
p87)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や本文を読んでくる(P94-95)。

1時間

①[リスニング]－「1時に時間がありますか」:電話で約束
を決める会話を聞いて内容を理解する。
②第2課の文法や文型をまとめて整理する。

第7回 【第3課『劇場で映画を見ます』】(1) 「文法1・2」と
「会話1・2」

1.復習：文型や本文(p90-91、94-95)、語彙(動詞
p92)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や本文を読んでくる(P93、96)。

1時間

①[文法1，2]－目的格助詞「－を」,現在平叙形語尾「－ま
す形2」,「何しますか」に当る韓国語について学ぶ。
②[会話1]－「週末に何しますか」:週末の計画(予定)を尋
ねたり答えたりする場面での会話を練習していく。
　[会話2]－「映画を見ます」:一日の計画(予定)を尋ねた
り答えたりする場面での会話を練習していく。

第8回 【第3課『劇場で映画を見ます』】(2)「文法3」と「会話
3」

1.復習：文型や本文(p93、96)、語彙(行動、曜日
p105)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や本文を読んでくる(P99-100)。

1時間
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①[文法3]－行動が行われる場所を表す助詞「－で」,「場
所+－ます形」,「曜日」に当る韓国語について学ぶ。
②[会話3]－「体育館で運動します」:曜日別の計画(予定)
を尋ねたり答えたりする場面での会話を練習する。

第9回 【第3課『劇場で映画を見ます』】(3)「リーディング(読
解)」

1.復習：文型や本文(p99)、語彙(読解関連p105)を
読み書きしながら覚える。2.予習：次回の単語や
本文を読んでくる(P103-104)。

1時間

①[リーディング]－「学校でテコンドを習います」:「場所
+で～する」が含まれた曜日別の日程文を読み、内容を理解
する。
②[作文]－曜日別の計画(予定)を書く。

第10回 【第3課『劇場で映画を見ます』】(4)「リスニング(聴
解)」,「第3課のまとめ」

1.復習：文型や本文(スクリプト)、語彙(聴解関連
p105)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や本文を読んでくる(P112-113)。

1時間

①[リスニング]－「私も映画が好きです」：映画を見に行
く約束を決める会話を聞いて内容を理解する。
②第3課の文法や文型をまとめて整理する。

第11回 【第4課『昨日学校に行きませんでした』】(1)「文法1・
3・4」と「会話1・3」

1.復習：文型や本文(p108、110-112、114)、語彙
(時間関連、行動p123)を読み書きしながら覚え
る。2.予習：次回の単語や本文を読んでくる
(P117-118)。

1時間

①[文法1，3，4]－過去平叙形語尾「－ました」,時間関連
用語,助詞「－も」に当る韓国語について学ぶ。
②[会話1]－「3日前に買いました」:過去形を用いて、買い
物をしたことを話す場面での会話を練習する。
　[会話3]－「料理もしました」:過去形を用いて、昨日し
たことについて話す場面での会話を練習する。

第12回 【第4課『昨日学校に行きませんでした』】(2)「文法2」
と「会話2」,「リーディング(読解)」

1.復習：文型や本文(p113、117)、語彙(読解関連
p105)を読み書きしながら覚える。2.予習：次回の
単語や本文を読んでくる(P121-122)。

1時間

①[文法2]－動詞や形容詞の否定形「－しない、－くない」
について学ぶ。
②[会話2]－「学校に行きませんでした」：否定過去形を用
いてできなかったことやその理由を話す場面での会話を練
習する。
③[リーディング]－「パーティーが11時に終わりました」:
パーティーでの行動や状況が書かれている文を読み、内容
を理解する。

第13回 【第4課『学校に行きませんでした』】(3)「リスニング
(聴解)」

1.復習：文型や本文(スクリプト)、語彙(聴解関連
p105)を読み書きしながら覚える。第1～4課までの
文型をまとめる(プリント)。

1時間

①[リスニング]－「なぜ約束の場所に来ませんでしたか」
：約束したのに会えなかった状況で、その理由を尋ねたり
答えたりする会話を聞いて内容を理解する。
②第4課の文法や文型をまとめて整理する。

第14回 【韓国文化とのふれあい】,【後期内容のまとめ】 後期に学習した語彙、文法、文型などをまとめて
整理する(プリント)

1時間

①後期に学習した語彙、文法、文型などを確認する。
②韓国の文化とのふれあいを通じて異文化を理解し、分か
ち合う楽しさを味わいながら、互いを尊重するグローバル
的なマインドの重要性について考えてみる。

100040

- 18 -



授業科目名 中国語Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1・2 1

和泉 ひとみ

講義科目授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

初めて中国語を学ぶ学生を対象として、基礎的な中国語の運用能力の養成を目的とします。今学期は中国語の音声、初歩的な文法を習得することに重点をおき、簡単な文
章が読め、日常生活に必要な最低限の表現を覚えることを目標にします。テキストには練習問題がたくさん設けてありますので、それをこなせば簡単な中国語ができるよ
うになります。授業は文法の解説、例文の日本語訳、練習問題を使った作文の練習、本文の解釈、音声の練習という順に行い、単元が終わるごとに必ず小テストを実施し
ます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 中国語の発音記号のルールを知る。会話に必要
な文法のルールを知る。

中国語の発音記号が正確に読め、日常的に使うあ
いさつ表現や、動詞や形容詞を使った簡単な表現
が言えたり書けたりする。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 中国語で自己紹介ができる。中国語で簡単な意思
表示ができる。中国語圏の人に場所や時間、交通
手段などを教えてあげられる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

50

中国語の発音記号が覚えられているか、基本的な文法を理解し日本語に訳したり中国語で書いたり
できるか、よく使う単語や表現が覚えられているか、簡単な中国語を聴いて中国語で書いたり、日
本語に訳したりできるか。

：

％

小テスト

20

学習した単元の単語や表現が覚えられているか。：

％

課題

30

テキストに載っている例文を日本語に訳せるか、練習問題ができているか。本文の発音練習をして
正確に言えるようになったか。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Love！上海 ー初級中国語ー楊凱栄／張麗群 朝日出版社・・ 年・ 2015
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参考文献等

東京外国語大学　中国語モジュール　http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/zh/

weblio中国語辞典　https://cjjc.weblio.jp

コトバンク　小学館　中日辞典　https://kotobank.jp/dictionary/cj03

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業中に行う課題や小テストは全て学期末の成績の一部となるので、休まずに出席して下さい。
言語を覚えるのに才能は関係ありません。時間をかけて勉強すれば必ずだれでも習得できますので、自分の将来の武器にできるよう頑張りましょう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

場所： メール

備考・注意事項： メールアドレス：izumi-h@g.osaka-seikei.ac.jp

課題や小テストの用紙に質問事項を書いてもらってもかまいません。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス　発音編　発音一 電子機器に音声をダウンロードし、聴きながら発
音記号と音声を覚えましょう

1時間

声調、単母音

第2回 発音編　発音二 電子機器に音声をダウンロードし、聴きながら発
音記号と音声を覚えましょう。録音データを作成
しましょう。

1時間

複合母音

第3回 発音編　発音三 電子機器に音声をダウンロードし、聴きながら発
音記号と音声を覚えましょう

1時間

子音、無気音と有気音、そり舌音

第4回 発音編　発音四 録音データを作成しましょう。 1時間

鼻母音、中国語の音節構造、声調の変化、半三声、否定副
詞”不”の変調、一の変調、r化の発音、声調の組み合わせ
パターン

第5回 第１課　浦東空港にて 文法を復習し、本文の日本語訳を作成しましょ
う。

1時間

１．人称代名詞
２．動詞述語文
３．イエスノー疑問文
４．名前の言い方

第6回 第２課　タクシーに乗って 発音練習をして音読データを作成しましょう。 1時間

１．場所をいう指示詞
２．疑問詞疑問文
３．名詞＋“的”＋名詞
４．副詞“也”

第7回 第３課　ホテルでお茶を 文法を復習し、本文の日本語訳を作成しましょ
う。

1時間

１．所在を表す動詞“在”
２．指示詞「これ」「あれ」
３．数詞（1ー10）、量詞
４．語気助詞

第8回 第４課　私の家族 発音練習をして音読データを作成しましょう。 1時間

１．“的”の省略（親族関係・所属関係）
２．所有・存在を表す動詞“有”
３．否定を表す“没有”
４．接続詞“和”

第9回 中国語ドラマの中の中国語1 ドラマに出てきた表現を覚えましょう。 1時間

上海版『花より団子』の中国語を聴いてみましょう。

第10回 第５課　趣味は映画です 文法を復習し、本文の日本語訳を作成しましょ
う。

1時間

１．副詞“不”
２．～するのが好きだ
３．推量を表す助詞“”
４．副詞“都”

第11回 第６課　大学の図書館へ 発音練習をして音読データを作成しましょう。 1時間

１．願望を表す助動詞“想”
２．連動文①
３．動詞の重ね型
４．形容詞述語文

第12回 中国語ドラマの中の中国語2 ドラマに出てきた表現を覚えましょう。 1時間

上海版『花より団子』の中国語を聴いてみましょう。

第13回 第７課　放課後 文法を復習し、本文の日本語訳を作成しましょ
う。

1時間

１．数詞（10以上）、時刻、曜日
２．名詞述語文
３．正反疑問文
４．勧誘・意志を表す助詞
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第14回 総合復習 発音練習をして音読データを作成しましょう。学
期中に学習した文法を復習しましょう。

1時間

期末試験の前に本学期中に出てきた文法を復習します。

100041
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授業科目名 中国語Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1・2 1

和泉 ひとみ

講義科目授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

中国語を少し学んだことがある学生を対象として、基礎的な中国語の運用能力の養成を目的とします。今学期は中国語の音声、初歩的な文法を習得することに加えて様々
な表現を学習し、日常生活でありがちな場面で適切な表現を使えるようになることを目標にします。テキストには練習問題がたくさん設けてありますので、それをこなせ
ば簡単な中国語ができるようになります。授業は文法の解説、例文の日本語訳、練習問題を使った作文の練習、本文の解釈、音声の練習という順に行い、単元が終わるご
とに必ず小テストを実施します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 中国語の発音記号のルールを知る。会話に必要
な文法のルールを知る。

中国語の発音記号が正確に読め、日常的に使うあ
いさつ表現や、動詞や形容詞を使った簡単な表現
が言えたり書けたりする。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 中国語で自己紹介ができる。中国語で簡単な意思
表示ができる。中国語圏の人に場所や時間、交通
手段などを教えてあげられる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」とします。（就職活動などのため欠席した際には欠席届等の必要書類の提出により配慮します）

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

50

中国語の発音記号が覚えられているか、基本的な文法を理解し日本語に訳したり中国語で書いたり
できるか、よく使う単語や表現が覚えられているか、簡単な中国語を聴いて中国語で書いたり、日
本語に訳したりできるか。

：

％

小テスト

20

学習した単元の単語や表現が覚えられているか。：

％

課題

30

テキストに載っている例文を日本語に訳せるか、練習問題ができているか。学習した単元の表現を
使い自ら会話文を作成し、発表できたか。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

LOVE！上海ー初級中国語ー楊凱栄 /張麗群 朝日出版社・・ 年・ 2015

100042
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100042

参考文献等

東京外国語大学　中国語モジュール　http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/zh/

weblio中国語辞典　https://cjjc.weblio.jp

コトバンク　小学館　中日辞典　https://kotobank.jp/dictionary/cj03

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業中に行う課題や小テストは全て学期末の成績の一部となるので、休まずに出席して下さい。
言語を覚えるのに才能は関係ありません。時間をかけて勉強すれば必ずだれでも習得できますので、自分の将来の武器にできるよう頑張りましょう。

なお、就職活動により公欠の場合は、欠席届等の必要書類を提出の上、課題を提出して下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

場所： メール

備考・注意事項： メールアドレス：izumi-h@g.osaka-seikei.ac.jp

課題や小テストの用紙に質問事項を書いてもらってもかまいません。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 文法と発音の復習 復習ワークシートを完成させる 1時間

「中国語Ⅰ」で学習した内容の復習

第2回 第８課　上海の交通 文法を復習して本文の日本語訳を作成しましょう 1時間

１．時点
２．完了を表す助詞“了”
３．前置詞“在”
４．経験を表す助詞

第3回 第８課　上海の交通　９課　地下鉄駅付近にて 本文の音読データを作成しましょう 1時間

　第8課　本文の日本語訳、発音練習

　第9課
１．連動文②
２．選択疑問文
３．副詞①
４．形容詞の連体修飾

第4回 第9課　中国語ドラマの中の中国語1 本文の音読データを作成しましょう、ドラマの表
現を覚えましょう。

1時間

第9課　　本文の日本語訳、発音練習
上海版『花より団子』の中の中国語を聴いてみましょう。

第5回 第10課　上海の“小吃” 文法を復習して本文の日本語訳を作成しましょ
う。

1時間

１．主題文
２．助動詞“会”
３．動詞の連体修飾

第6回 第10課　上海の“小吃”　第11課　ちょっとおなかが空い
た

文法を復習して本文の日本語訳を作成しましょ
う。本文の音読データを作成しましょう

1時間

第10課　　本文の日本語訳、発音練習

第11課
１．副詞“有点儿”
２．変化・新しい事態の発生を表す助詞“了”
３．距離・時間の隔たりを表す前置詞
４．“挺～的”

第7回 第11課　ちょっとおなかが空いた　ドラマの中の中国語2 ドラマの表現を覚えましょう。 1時間

第11課　　本文の日本語訳、発音練習

上海版『花より団子』の中の中国語を聴いてみましょう。

第8回 第12課　突然の雨 文法を復習して本文の日本語訳を作成しましょう 1時間

１．方位詞
２．存現文
３．動詞＋“一下”
４．比較を表す前置詞“比”

第9回 第12課　突然の雨　第13課　上海料理を食べる 本文の音読データを作成しましょう 1時間

第12課　本文の日本語訳、発音練習

第13課
１．値段の言い方
２．“太～了”
３．“一点儿”
４．副詞“再”

第10回 第13課　上海料理を食べる　ドラマの中の中国語3 ドラマの表現を覚えましょう。 1時間

第13課　本文の日本語訳、発音練習

上海版『花より団子』の中の中国語を聴いてみましょう。

第11回 第14課　おなかいっぱいです 文法を復習して本文の日本語訳を作成しましょう 1時間

１．結果補語
２．時間幅
３．副詞“才”
４．副詞“就”
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第12回 第14課　おなかいっぱいです　ドラマの中の中国語4 本文の音読データを作成しましょう 1時間

第14課　本文の日本語訳、発音練習

上海版『花より団子』の中の中国語を聴いてみましょう。

第13回 ドラマの中の中国語5 ドラマの表現を覚えましょう。 1時間

上海版『花より団子』の中の中国語を聴いてみましょう。

第14回 総合復習 復習をして試験に備えましょう 1時間

期末テストに備えて、本学期に学んだ文法を復習しましょ
う。

100042
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授業科目名 基礎日本語Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 1

鍛冶 致

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

日本語の発音（拍、アクセント、母音の無声化）を中心に学習する。また、演習形式も取り入れて日本語能力試験N1合格を目指す。N1合格に必要なのは聴解力と読解力だ
が、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少ないので本講義では読解力の養成に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、思考力、「一般知識」、
文字・語彙・文法の知識の獲得だが、本講義では思考力（筆者の意図や主張を丁寧に正確に把握し、筋道を立てて選択肢を吟味する力）の獲得を重視する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 身近な話題について書かれた平易な文章を読ん
で、その主旨を理解することができる。

日本語能力試験N1において80点を獲得することを
目指す。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 自己の学習過程を第三者的な視点から客観的に評
価し、それに基づいて次の課題を積極的に自らに
課し、主体的かつ自律的に学習を深めていくこと
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テストの自己採点

25

正確に採点できているか、誰が見ても分かりやすく採点してあるか、間違いが直してあるか等の観
点から5回×5点／回＝25点満点で評価する。

：

％

自習ノート

25

毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用しているか、自己の目標や興味に合わせ自主
的に課題を設定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点満点で評価する。

：

％

毎回の授業への取り組み状況

40

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授業態度を独自のルーブリックを基に総合的
に評価する。

：

％

試験（レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約した上で、そのうち最も興味を持ったテーマ
を一つ設定して調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600字）。独創性5点＋形式5点＝
合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

100043
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参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次
回の授業に向けて予習をすること。授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション：日本語の力を伸ばす方法とは A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：格助詞（対象）。

2時間

みなさんは日本語学校や専門学校でこれまでどのように日
本語を勉強してきましたか。今学期はN1を受験しますか。
受ける人は何点を目指しますか。受けない人はいつ受けま
すか。この機会に自分の学習方法を見直し、前期の学習計
画を立ててみましょう。

第2回 親子間の識別能力について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：格助詞（状況）。

2時間

赤ちゃんには自分の母親を識別する能力があります。母親
にも自分の赤ちゃんを識別する能力があります。では父親
には……。今回は親子間の識別能力について書かれた文章
をみんなで読み進めることを通じて読解力の向上を図りま
す。

第3回 上達の法則について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：並列助詞。

2時間

スポーツ等の世界では、自分より下のランクの人からも何
かを学び取ることができるかどうかが上級者と中級者の境
目であるといわれています。いったいなぜでしょうか。今
回は上達の法則について書かれた文章をみんなで読み進め
ることを通じて読解力の向上を図ります。

第4回 新聞購読の国際比較について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：時間を表す表現（アスペク
ト）。

2時間

日刊の新聞が日本ほど購読されている国は世界にほとんど
ありません。いったいなぜでしょうか。今回は新聞購読の
国際比較について書かれた文章をみんなで読み進めること
を通じて読解力の向上を図ります。

第5回 人間の感覚について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：立場を表す表現（間接的な影
響を表す表現）。

2時間

人間には五感があるといわれています。視覚、味覚、触覚
……あとの2つがいえますか。いずれにせよ、それらの五感
は大きく2つに分類できるそうです。今回は人間の感覚につ
いて書かれた文章をみんなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

第6回 新しい世界との出会い方について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：自動詞と他動詞。

2時間

新しい世界と出会うために若者は旅立ちます。みなさんも
そうして日本に来たのではないでしょうか。でもどうです
か。新しい世界と出会うことができましたか。今回は新し
い世界との出会い方について書かれた文章をみんなで読み
進めることを通じて読解力の向上を図ります。

第7回 ロボットについて書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：可能と難易の表現。

2時間

溶接ロボットをテレビで見たことがある人は少なくないと
思います。では清掃ロボットは見たことがありますか。今
回はロボットについて書かれた文章をみんなで読み進める
ことを通じて読解力の向上を図ります。

第8回 案内状について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：比較の表現。

2時間
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みなさんは日本語で書かれた案内状を見たことがあります
か。参加資格、申込方法等の情報をそこから素早く読み取
ることが出来ますか。今回は案内状について書かれた文章
をみんなで読み進めることを通じて読解力の向上を図りま
す。

第9回 動物の人口論について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：話し手の気持ちを表す表現
（義務・勧め・許可・禁止など）。

2時間

シマウマを食べるライオンはシマウマにとって敵です。で
もそんなライオンがシマウマの絶滅を防いでいるといった
らみなさんは信じてくれますか。今回は動物の人口論につ
いて書かれた文章をみんなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

第10回 日本語の特殊拍（長音・促音・撥音）について 長音・促音・撥音がどのように発音・表記される
のか、復習しておこう。

2時間

英語（えいご）の「い」とエジプトの「エ」の発音が同じ
だって知ってましたか。また「切って下さい」と「来て下
さい」をきちんと区別して発音できますか。「女子」と「
上司」の区別はどうでしょう。今回は日本語の特殊拍とそ
の表記について学びます。
日本での（パーティーなどを含めた）会食における会話と
、そこでのマナーについて学びます。

第11回 アクセントについて アクセントの3つの型、アクセント核について、復
習しておこう。

2時間

「亀を飼う」と「甕を買う」の発音の違い、説明できます
か。「切って下さい」と「切手下さい」の違いについては
どうですか。実は「歯が生える」と「葉が生える」の違い
も日本語話者ならほとんどの場合聞き分けることができま
す。今回はアクセントについて学びます。

第12回 母音の無声化について 母音の無声化が起こる条件について、復習してお
こう。

2時間

口（くち）の「く」と組（くみ）の「く」は発音が異なり
ます。「すみませんです」の最初の「す」と最後の「す」
も実は発音が異なります。では、どのようなの条件のとき
にこうした違いが生じるのか、説明できますか。今回は母
音の無声化について学びます。

第13回 熟語における促音化について 熟語における促音化の原則について、復習してお
こう。

2時間

学習の「学」と学校の「学」は発音が異なります。一位の
「一」と一致の「一」も発音が異なります。では、どのよ
うなの条件のときにこうした違いが生じるのか、説明でき
ますか。今回は熟語における促音化について学びます。

第14回 会話：日本語・日本文化への疑問４―「社会」に関して 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読

2時間

各自が日本語・日本の文化について疑問に思ったり、よく
分からないことを持ち寄り、口頭発表の形式で自分の意見
や考えを述べる練習をします。
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授業科目名 基礎日本語Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 1

鍛冶 致

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

日本語の表記（ひらがな、カタカナ、漢字、ローマ字、算用数字、記号）を中心に学習する。また、演習形式も取り入れて日本語能力試験N1合格を目指す。N1合格に必要
なのは聴解力と読解力だが、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少ないので本講義では読解力の養成に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、
思考力、「一般知識」、文字・語彙・文法の知識の獲得だが、本講義では思考力（筆者の意図や主張を丁寧に正確に把握し、筋道を立てて選択肢を吟味する力）の獲得を
重視する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 身近な話題について書かれた平易な文章を読ん
で、その主旨を理解することができる。

日本語能力試験N1において90点を獲得することを
目指す。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 自己の学習過程を第三者的な視点から客観的に評
価し、それに基づいて次の課題を積極的に自らに
課し、主体的かつ自律的に学習を深めていくこと
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テストの自己採点

25

正確に採点できているか、誰が見ても分かりやすく採点してあるか、間違いが直してあるか等の観
点から5回×5点／回＝25点満点で評価する。

：

％

自習ノート

25

毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用しているか、自己の目標や興味に合わせ自主
的に課題を設定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点満点で評価する。

：

％

毎回の授業への取り組み状況

40

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授業態度を独自のルーブリックを基に総合的
に評価する。

：

％

試験（レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約した上で、そのうち最も興味を持ったテーマ
を一つ設定して調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600字）。独創性5点＋形式5点＝
合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

100044
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参考文献等

『新完全マスター文法　日本語能力試験N１』（友松悦子・福島佐知・中村かおり著、スリーエーネットワーク、2011）
『新完全マスター読解　日本語能力試験N１』（福岡理恵子・清水知子・初鹿野阿れ・中村則子・田代ひとみ著、スリーエーネットワーク、2011）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次
回の授業に向けて予習をすること。授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション：日本語の力を伸ばす方法とは A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：否定と疑問の表現。

2時間

夏休み中は何をしましたか。日本語を勉強しましたか。ど
のくらい勉強しましたか。どのような教材で勉強しました
か。この機会に自分の学習方法を見直し、後期の学習計画
を立ててみましょう。

第2回 害虫の駆除方法について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：とりたて（主題、対比）。

2時間

農業を営む人々にとって作物に被害をおよぼす害虫は大き
な悩みです。害虫駆除の方法には、殺してしまう、寄せ付
けないの他にもう一つとても有効な方法があります。今回
は害虫の駆除方法について書かれた文章をみんなで読み進
めることを通じて読解力の向上を図ります。

第3回 インターネットについて書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：とりたて（評価）。

2時間

インターネットが普及して異なる価値観をもつ人どうしが
交流する機会が増えましたが、そのことによるトラブルも
増えています。今回はインターネットについて書かれた文
章をみんなで読み進めることを通じて読解力の向上を図り
ます。

第4回 科学と技術の違いについて書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：複文（条件）。

2時間

よく一口に「科学技術」といいますが、科学と技術に実は
大きな違いがあることを知ってますか。今回は科学と技術
の違いについて書かれた文章をみんなで読み進めることを
通じて読解力の向上を図ります。

第5回 思い込みの恐ろしさについて書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：複文（逆接・対比）。

2時間

見たいと思っているものは見えるけど、見たくないと思っ
ていることは見えない――そんな経験、ありませんか。科
学者も同じです。今回は思い込みの恐ろしさについて書か
れた文章をみんなで読み進めることを通じて読解力の向上
を図ります。

第6回 イベント参加者募集について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：複文（時間）。

2時間

みなさんは学内のイベントに参加したことがありますか。
募集案内を見て、参加方法、参加費用、集合場所等の情報
を素早く読み取ることができますか。今回はイベント参加
者募集について書かれた文章をみんなで読み進めることを
通じて読解力の向上を図ります。

第7回 専門書と啓蒙書の違いについて書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：待遇表現。

2時間

良い専門書であり良い啓蒙書でもある――そのような本を
読んだ経験はありますか。そもそも、そのような本を書け
る人なんているのでしょうか。今回は専門書と啓蒙書の違
いについて書かれた文章をみんなで読み進めることを通じ
て読解力の向上を図ります。

第8回 社会人について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：省略（名詞句の省略・助詞の
省略）。

2時間
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「社会人」というのはどういう人たちのことをいうのでし
ょう。働いている人のことですか。では無職の老人や無職
の資産家は社会人ではないのでしょうか。今回は社会人に
ついて書かれた文章をみんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。

第9回 個人と国家について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回の授業で
（あるいはそれ以外の機会に）学んだ語彙や表現
や文法事項をまとめてください。その際、必ず辞
書や参考書を活用すること。毎週4ページ以上書く
こと。キーワード：名詞・代名詞。

2時間

「個」と「私」はそれぞれ「公」とどのように結びついて
いるのでしょうか。また、どう結びつくべきなのでしょう
か。今回は個人と国家について書かれた文章をみんなで読
み進めることを通じて読解力の向上を図ります。

第10回 呉音と漢音について 呉音と漢音について、具体的な事例を集め、分類
してみよう。

2時間

日本語の漢字は読み方がたくさんあって面倒だと思ったこ
とはありませんか。例えば「正直」と「正解」の「正」は
読み方が異なります。「人間」と「人物」の「人」も読み
方が異なります。なぜ異なるのでしょうか。どのような法
則があるのでしょうか。今回は呉音と漢音について学びま
す。

第11回 唐宋音と慣用音について 唐宋音と慣用音について、具体的な事例を集め、
分類してみよう。

2時間

漢字の音読みには呉音と漢音の他に唐宋音と慣用音があり
ます。唐宋音の例としては「南京豆」の「京」や「椅子」
の「子」があります。慣用の例としては「成立」の「立」
や「洗濯」の「洗」があります。今回は唐宋音と慣用音に
ついて学びます。

第12回 日本語のローマ字表記とキーボード入力について 「デュ」「ヂ」「ツォ」「ティ」の入力方法につ
いて、考えてみよう。

2時間

キーボードで「デュアルディスプレイをセットアップする
」と入力することができるでしょうか。やってみると意外
と難しいものです。手も足も出ないという人もいると思い
ます。でもこれが打てないと就職したとき絶対困ります。
今回は日本語のローマ字表記とキーボード入力について学
びます。

第13回 書き間違えやすい文字について 書き間違いやすいひらがな、カタカナ、漢字、
ローマ字、算用数字、記号にはどのようなものが
あるか、リストアップしてみよう。

2時間

みなさんは「ゆ」「ふ」「ん」「が」などの平仮名が正し
く書けますか。「角」「収」「写」などの漢字はどうです
か。「ン」と「ソ」、「ツ」と「シ」、「ワ」と「ク」、
「9」と「g」、「1」と「7」、「b」と「6」の書き分けは
……。今回は書き間違えやすい文字について学びます。

第14回 日本語の表記のまとめ 漢字の様々な読み方、日本語のローマ字表記、書
き間違いやすい文字について、復習しておこう。

2時間

これまで4回にわたり学習してきた漢字、仮名、ローマ字、
算用数字、記号の読み方や書き方（入力方法を含む）につ
いて復習します。「こんな文章ですら打てないのか」「あ
なたの字は読めない」といわれないよう、しっかり取り組
みマスターするようにしましょう。
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授業科目名 健康スポーツ科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期１ 2

塩田 桃子

講義・演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

・健康を維持するための３本柱である「運動」「栄養」「休養」のうち、特に「運動」「身体活動」が各々の身体へ与える影響を、エクササイズやレクリエーションス
ポーツの実践を通じて習得する。

・運動の適応や運動による影響を理論的に習得するため、レクチャーも交えながら展開する。
　（例：レクチャー30分、実技50分、振り返り・まとめ10分、その他準備片付け等10分）

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 健康維持増進に関する正しい知識の習得 運動と健康の関連について理解し、健康維持増進
に向けて実践できる力を養う。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 健康に関する知識の習得と、各々の取り組むべき
日常生活での課題を発見する。

2．DP6.行動・実践 各自の健康維持増進に向けて、それぞれの課題か
ら改善策を考え遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・その他(以下に概要を記述)

授業の取り組み状況の評価として、授業中の意欲的な態度、行動、および毎授業後提出のレポートを含める。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験（レポート）

50

与えられたテーマに対し、順序立てて明確に述べられているかを確認する。（例：個人の意見が述
べられており、適切なボリュームで誤字脱字がないこと等）

：

％

受講状況

10

各回授業への出席状況：

％

授業への取組状況

40

①授業態度（服装、マナー、私語、授業の妨げとなるような行為など）
②各自の課題やタスク及び解決方法などが明確にレビューシートに述べられているか
③各回のテーマに対する理解、積極的参加

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

大修館書店編集部編．観るまえに読む大修館スポーツルール2020．大修館書店．2020
高松薫．大量トレーニング論．大修館書店．2019

100045
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高松薫．大量トレーニング論．大修館書店．2019
杉原雄策．入門スポーツ科学―スポーツライフをエンジョイするために．NAP．2011

履修上の注意・備考・メッセージ

【持参物】
①運動のできる服装（ジャージ、トレーニングウエアに属するもの）
②タオル
③飲料
④筆記用具

【注意点】
・安全性などの観点から、運動のできる服装、シューズ以外での参加は認めない。準備ができていない場合は見学とする。
・体調不良や怪我など、やむを得ない事情により実技参加が困難な場合、見学等が必要な場合は授業前に申し出ること。

【その他】
・施設スペースの状況、履修人数により、開催場所や内容が変更となるため、都度連絡を行う。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 質問は授業後、およびメールにて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス（実技含む） ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・授業出席に関する注意点などを初回ガイダンスにて説明
するため、履修者は必ず出席すること。
・ガイダンス後、残り時間に応じて簡単な実技、エクササ
イズ（ストレッチetc）を行う。
・初回に関しては運動用に定められたジャージでなくても
構わない。スウェットパンツなど、伸縮性のある素材で、
動きに制限のないものを着用すること。
・体育館用のシューズを準備すること。

第2回 身体運動の基礎理論１（身体のエネルギー）、実技 ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・レクチャー（身体のエネルギーについて）
・全身を使ったエクササイズ（ストレッチングなど）
・ワークレビュー

第3回 身体運動の基礎理論２（筋肉の構造・種類）、実技 ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・レクチャー（筋肉の構造・種類）
・全身を使ったエクササイズ（自重負荷を用いた筋力トレ
ーニングなど）
・ワークレビュー

第4回 レクリエーションスポーツ１　ボールを使用した身体活動
（基礎）

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・練習、チーム分け、対戦
・ワークレビュー
※実施種目は人数、スペース等により決定

第5回 レクリエーションスポーツ２　ボールを使用した身体活動
（発展）

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・練習、チーム分け、対戦
・ワークレビュー
※実施種目は人数、スペース等により決定

第6回 身体運動の基礎理論３（呼吸）、実技 ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・レクチャー（呼吸）
・各自の体力レベルの理解（持久力測定）
・ワークレビュー

第7回 身体運動の基礎理論４（循環）、実技 ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・レクチャー（循環）
・各自の体力レベルの理解（瞬発力、敏捷性などの測定）
・ワークレビュー

第8回 レクリエーションスポーツ３　フライングディスクを利用
した身体活動（基礎）

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・練習、チーム分け、対戦
・ワークレビュー
※実施種目は人数、スペース等により決定

第9回 レクリエーションスポーツ４　フライングディスクを利用
した身体活動（応用）

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・練習、チーム分け、対戦
・ワークレビュー
※実施種目は人数、スペース等により決定

第10回 身体運動の基礎理論５（運動と内分泌）、実技 ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間
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・レクチャー（内分泌）
・各自の体力レベルの理解（パフォーマンス測定1）
・ワークレビュー

第11回 身体運動の基礎理論６（運動強度と糖質、脂質の利用）、
実技

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・レクチャー（循環）
・各自の体力レベルの理解（パフォーマンス測定2）
・ワークレビュー

第12回 レクリエーションスポーツ５　縄やフープ、ラケットなど
の道具を使用した種目（基礎）

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・練習、チーム分け、対戦
・ワークレビュー
※実施種目は人数、スペース等により決定

第13回 レクリエーションスポーツ６　縄やフープ、ラケットなど
の道具を使用した種目（応用）

・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・練習、チーム分け、対戦
・ワークレビュー
※実施種目は人数、スペース等により決定

第14回 身体運動の基礎理論７（各運動中の代謝量）、実技 ・実技で使用した身体部位など、疲労回復にむけ
てストレッチなど、各自積極的に行う。・ワーク
レビューの作成

1時間

・レクチャー（各運動中の代謝量）
・代謝を考慮した身体活動
・ワークレビュー
・振り返り、まとめ

100045
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授業科目名 体育講義

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 1

塩田 桃子・坂口 尚希・権野 めぐみ

講義

該当する

・教育機関にて関連教科指導
・保育現場にて幼児体育指導

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

（1）人とスポーツとの関わりについてスポーツの起源や歴史等から紐解きながらスポーツの魅力について考える。また、人間がよりよく生きていくためのスポーツのあり
方・関わり方や正しい運動の方法について科学的な視点で考え、実践するための教養を身につける。
（2）現代の健康課題や運動と健康との関わりについてさまざまな視点から考え、自ら健康な生活を創り出すことができる基礎を養う。
（3）スポーツ・運動時における安全に関する知識を身につけ、スポーツの事故やケガ等の予防や対応の方法がわかる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 運動に関する基礎知識と実践力 正しい運動の方法がわかり実践することができ
る。

2．DP1.幅広い教養やスキル スポーツ・運動時における安全の基礎知識 安全に関する知識を理解し、スポーツ・運動時の
事故やケガ等の予防や対応の方法がわかる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 現代の健康課題の理解と課題解決のための新しい
知見の探索できる。

2．DP6.行動・実践 健康な体づくりのための運動を実践することがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)としする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への意欲・態度

10

授業に主体的、積極的に参加（意見を発表する・他者の意見を聞く・メモを取る等）している。グ
ループの活動において積極的に参加し、主体的に学んでいる。

：

％

授業内課題・振り返りシート

20

授業内容を踏まえた課題を遂行する。毎回の授業時の振り返りシートを記入し提出する。：

％

ポスター・発表

30

学びをまとめたポスターの制作および発表の機会がある。：

％

小テスト・期末テスト

40

授業内における小テストや総括として期末テストを実施する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社
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イラスト　健康増進科学概
論ー第２版ー運動・栄養・
休養

（代表）今村　裕行 東京教学社・・ 年・ 2021

参考文献等

Newton別冊『睡眠の教科書』．ニュートンプレス．2019
出村愼一（監修）．健康・スポーツ科学講義第2版．杏林書店．2011

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回１時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 初回授業にて担当教員が指示をする。（第8研究室に体育専任教員が在中）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 授業ガイダンス（授業概要・評価等）・体育とは何か シラバスの熟読。これまでの学校体育の振り返
り。

1時間

本授業の目標・内容・評価等について理解する。
これまでの学校体育を振り返り、体育で何を学んできたの
かを振り返り、到達度を確認する。

第2回 健康とは－健康の捉え方・現代社会がかかえる健康の課題 現代的な健康課題について調べる。 1時間

運動・生活習慣・睡眠・食事等に関する現代の健康課題か
ら、健康な体づくりについて考える。自分自身にできる生
活改善課題を明らかにする。

第3回 健康のための睡眠 健康と睡眠との関わりについて調べる。 1時間

健康と睡眠との関わりを理解し、健康な体づくりについて
考える。自身の睡眠に関する現状を把握し、課題を明らか
にする。また、よりよい睡眠について理解し、自分自身が
できることについて具体的に学ぶ。

第4回 健康のための栄養 健康と食事との関わりについて調べる。 1時間

健康と栄養との関わりを理解し、健康な体づくりについて
考える。自身の食習慣に関する現状を把握し、課題を明ら
かにする。また、よりよい食生活について理解し、自分自
身ができることについて具体的に学ぶ。

第5回 健康のための運動 健康と運動との関わりについて調べる。 1時間

健康と運動との関わりを理解し、健康な体づくりについて
考える。自身の運動実施に関する現状を把握し、課題を明
らかにする。また、必要な運動基準について理解し、自分
自身ができることについて具体的に学ぶ。

第6回 健康づくりのまとめ①－健康づくりのポスター制作 これまでの学びを「健康づくりポスター」として
まとめる。

1時間

健康のための睡眠・栄養・運動の授業を振り返り、ポスタ
ー制作を行う。

第7回 健康づくりのまとめ②－健康づくりのポスター発表 健康づくりポスターを使ってプレゼンテーション
の練習をしておく。

1時間

健康づくりのポスターを使ってプレゼンテーションを行う
。

第8回 前半の振り返りと小テスト これまでの授業レジュメやテキストを読んで振り
返りを行う。

1時間

前半の学習内容を振り返り、理解度を確認するための小テ
ストを実施する。また、見通しをもって学習を進めていく
ことができるように、今後の学習計画について把握する。

第9回 運動・スポーツの実際①－トレーニングの効果 テキスト「健康運動の実際」の部分を読み、ト
レーニングの種類や効果について調べておく。

1時間

スポーツにおけるトレーニングの種類や効果について理解
し、目的に応じた運動方法について考える。

第10回 運動・スポーツの実際②－安全に運動を行うために テキスト「スポーツと健康」の部分を読み、安全
に運動を行うための方法について調べておく。

1時間

トレーニングの原理原則について理解する。また、熱中症
やさまざまな環境下における運動への配慮およびスポーツ
現場でのけがと応急処置について知る。

第11回 ストレスと運動 テキスト「精神的ストレスと運動」の部分を読
み、ストレスと運動との関係について学習してお
く。

1時間

ストレスとは何かについて理解し、ストレスとスポーツと
の関係について考える。

第12回 スポーツの魅力の探求①－スポーツのこれからの在り方 興味のあるスポーツを見つけて歴史やルール等に
ついて調べる。

1時間

学校教育で学んできたスポーツだけでなく、シーズンスポ
ーツや野外スポーツ、ニュースポーツ等さまざまなスポー
ツについて調べ、自身のスポーツとの関わり方を見つめ、
各年代に適した運動、生涯スポーツの必要性を探る。

第13回 スポーツの魅力の探求②－スポーツの価値 これからのスポーツの関わり方について考え、自
分に合ったスポーツとの関わりをまとめる。

1時間
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スポーツの価値とは何かを問いながら、自分自身とスポー
ツとの関わり方について考え、生涯スポーツやワーク・ス
ポーツ・ライフバランスについてまとめ、発表する。

第14回 健康と運動・スポーツ・授業のまとめ これまでの授業を振り返り、本授業で学びえたこ
とをまとめておく。

1時間

健康と運動との関わりについて、第１回～第１３回の授業
を振り返る。半年間の学びの「まとめ」を行う。
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授業科目名 体育実技

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 1

塩田 桃子・坂口 尚希・権野 めぐみ

実技

該当する

・教育機関にて関連教科指導
・保育現場にて幼児体育指導

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

近年「運動不足」「体力の低下」「身体活動量の低下」が各年代の生活習慣病の原因であると、多くの研究で明らかにされ、改善が求められています。また幼児教育の観
点からは、「運動が嫌い」・「スポーツが苦手」な幼児が増加しており、幼児教育の現場で、保育者、指導者として運動を指導するだけではなく、楽しさを伝える指導
力、共有する保育実践力が重要となります。体育実技では健康な体づくりと共に、運動やスポーツの楽しさを体感し、仲間と協力すること、コミュニケーションを図るこ
とを体験しながら、子ども達に楽しさを伝える基礎を学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 球技など一般的なスポーツだけではなく、
ニュースポーツも行うことで、新しいスポーツ
に親しむ。さらにルールを理解し、学んだ知識
を活かすために汎用的な技能や実践能力を磨
く。

保育者、指導者を目指す学生として、自身の体力
の維持増進を図ると同時に、様々な運動の特性を
知り、運動技能の向上、保育実践力、指導力の向
上を図ることができる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 運動に真剣に取り組む体験から、身体を動かす
ことの喜び、運動の楽しさ、仲間と協力する素
晴らしさを理解する。

運動の必要性、重要性を理解し、楽しさの体験、
仲間との協力を図ることから、将来の指導力に役
立てることができる。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 健康や体力の維持増進、技術上達等を各学生が体
験する。

2．DP8.意思疎通 様々な種目を通してコミュニケーション能力を育
てることができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 実技を通して考える力、協力する力を育み、安全
管理の必要性を理解する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とする。指定ジャージ、体育館
シューズ着用にて、授業を受講すること。長い髪は束ねること。スマートフォンは各自鞄の中に入れ、マナーモードなどに設定し、音が鳴らない
ようにすること。授業の集合時にポケット等に入れて、持ち込まないこと。実技授業形態の妨害になるような行動はとらないよう、各自が自覚を
して受講すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業の参加意欲・態度

20

各回授業へ積極的に参加しているか。受講の服装（指定ジャージ、体育館シューズ着用、安全面へ
の配慮）、授業態度（受講マナー、スマートフォンの使用や集合時に集まらないなどは減点。

：

％

ルールの理解度･スキルの向上およびグループ協力姿勢

20

各授業の種目の魅力を理解、ルール把握し、全体、グループで協力して練習、ゲームに取り組む姿
勢があるか。注意しても改善しない場合や危険行為を行う場合は減点。

：

％

課題提出（ポートフォリオ）

20

毎回の授業での学びを記録する。：

％

期末レポート 授業での学びや気づきをまとめる。運動の楽しさと共に、幼児教育では、運動を指導するだけでは
なく、楽しさを伝える指導力が重要であることを理解し、具体的な指導方法を考える。

：
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期末レポート

40

授業での学びや気づきをまとめる。運動の楽しさと共に、幼児教育では、運動を指導するだけでは
なく、楽しさを伝える指導力が重要であることを理解し、具体的な指導方法を考える。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

大修館書店編集部編・観るまえに読む大修館スポーツルール２０２０・大修館書店・2020

履修上の注意・備考・メッセージ

「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後

場所： 授業実施体育館

備考・注意事項： 授業終了後に質問するようにして下さい。（第8研究室に体育実技の専任教員が在中）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス（授業概要と目的）・レクリエーション 「レクリエーション」の意味を理解しておくこ
と。

1時間

授業の進め方や成績評価の方法、受講マナーについてガイ
ダンスを行う。また、近年において何故運動が重要視され
ているのか、さらに、子ども達になぜ運動が必要なのかと
いった「体育実技」として、運動をする必要性を理解する
。
授業のはじめにストレッチング等の準備運動を行い、その
重要性を理解する。スポーツ種目を始める前に、指導者と
受講者、受講者同士の緊張を解す（アイスブレーキング）
活動を取り入れることが望ましく、スムーズな展開に繋が
ることを理解する。様々なアイスブレーキングに取り入れ
られるあそびやゲームを体験し、仲間と共に取り組む楽し
さ、協力する大切さを学ぶ。

第2回 体力・運動能力テスト 体力テストの計測方法、種目等を調べておく。 1時間

現在の体力・運動実施状況について把握する。また、これ
から必要な体力・運動能力について考え、これからのスポ
ーツとの関わり方について考える。

第3回 ドッジボール 「ドッジボール」のルールを理解しておくこと。 1時間

転がしドッジボール、王様ドッジボールなど様々な形式の
ドッジボールを楽しみながら、ボールを投げる動作や周囲
を見渡す力を養う。また、ルールを守る態度やチームで運
動を行う楽しさを実感する。

第4回 ポートボール 「ポートボール」のルールを理解しておくこと。 1時間

ルールの概略を説明し、理解を促す。バスケットボールに
繋がる種目であり、既存のスポーツのルールを工夫するこ
とで、子ども達にも実践可能な運動になることを伝える。
バスケットボールとの違いや、使用するボールによっても
違いが出ることを体験し、保育実践力向上につなげる。講
義の後半からは班対抗のゲームを行う。試合前に各班で戦
略の構築時間を設け、プレイ中動きの意識や協調性・主体
性を養う。

第5回 バスケットボール 「バスケットボール」のルールを理解しておくこ
と

1時間

ルールの概略を説明し、理解を促す。また、ボールコント
ロール、ハンドリング技術の向上を目的にパス・ドリブル
・リバウンドなどの基礎的な動き、レイアップシュート・
ジャンプシュート、セットシュートなどを練習する。講義
の後半からは班対抗のゲームを行う。試合前に各班で戦略
の構築時間を設け、プレイ中動きの意識や協調性・主体性
を養う。

第6回 ソフトバレーボール 「ソフトバレーボール」のルールを理解しておく
こと。

1時間

ルールの概略を説明し、理解を促す。基本的にはバレーボ
ールのルールで、柔らかい大きめのスフトバレーボールを
使用することで、腕が痛い、ボールが怖いということがな
く、取り組むことが出来る。バレーボールの基本技術の向
上を目的にオーバーハンドパス・アンダーハンドパス・ス
パイク・サーブなどの動きを練習する。講義の後半からは
班対抗のゲームを行う。試合前に各班で戦略の構築時間を
設け、プレイ中動きの意識や協調性・主体性を養う。

第7回 バレーボール 「バレーボール」のルールを理解しておくこと。 1時間

バレーボールのルールを理解し、バレーボールに必要な基
本的な技術を習得する。

第8回 バドミントン 「バドミントン」のルールを理解しておくこと。 1時間

バドミントンのルールを理解し、バドミントンに必要な基
本的な技術を習得する。

第9回 ニュースポーツ①－ボールを使ったスポーツ（基礎） 「ボールを使ったニュースポーツ」の種目を調べ
ておくこと。

1時間
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ボールを使ったニュースポーツのルールを理解し、基礎技
術を獲得する。

第10回 ニュースポーツ②－ボールを使ったスポーツ（応用） 「ボールを使ったニュースポーツ」のルールを理
解しておく。

1時間

ボールを使ったニュースポーツのルールを理解した上で、
スポーツ実施の運営力を身に付ける。

第11回 ニュースポーツ③－物を操作するスポーツ（基礎） 「物を操作するニュースポーツ」の種目を調べて
おくこと。

1時間

物を操作するニュースポーツのルールを理解し、基礎技術
を獲得する。

第12回 ニュースポーツ④－物を操作するスポーツ（応用） 「物を操作するニュースポーツ」のルールを理解
しておく。

1時間

物を操作するニュースポーツのルールを理解した上で、ス
ポーツ実施の運営力を身に付ける。

第13回 ニュースポーツ⑤－まとめ 「ニュースポーツ」の魅力について、これまでの
学び振り返り、まとめておくこと。

1時間

さまざまなニュースポーツからの学びを踏まえて、スポー
ツの魅力についてまとめる。

第14回 レクリエーションーリクエスト種目・まとめ 授業を振り返り、これまでの内容についてまとめ
ておくこと

1時間

13回までの学びのまとめ。様々なアイスブレーキングがあ
ることを復習し、授業で実施した種目の中から、再度実施
したい種目を選択し、取り組む。仲間と共に取り組む楽し
さ、協力する大切さを改めて学び、自身が学び得た事、今
後に活かすことができる内容について振り返る。今後の指
導法、保育実践力向上につなげる。
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授業科目名 暮らしと環境

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

張野 宏也

講義が約80分、質問に対するコメントおよびディスカッション約20分の時間配分を原則とするが、各回の内容により若
干、時間配分が異なることもある。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本授業では、①身近なところから世界的に生じている環境問題を理解することで、自分の専門と環境との関わり合いを導き出すとともに、②現在の環境を将来も持続させ
ていく方法を議論して、自分の考えを構築できるようになることを目指します。このような訓練を繰り返すことで、現在多くの環境に関する情報がマスメディアで報じら
れていますが、それらの情報を正確に把握し、自分はそれに対してどのような意見や行動を起こせばよいのかを判断し、周辺や次世代を担う人々に自信をもって伝えるこ
とができるようになることが目的です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 現在の環境問題に対する正確な知識を習得する
と同時に現在生じている環境問題についての考
え方を学ぶ。

環境問題に関する情報を得た時、その内容を正し
く理解して、それに対して自分はどうすれば良い
のかを判断できる知識を養う。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 環境問題の現状に対する知識に基づき、今後の暮
らしの中で生じる環境問題を予測することができ
るようになり、それが重大な問題とならないよう
事前に生活スタイルを改善することができるよう
になる。

2．DP6.行動・実践 環境に関する基礎知識を習得することができるた
め、就職した際にもその知識を生かし、環境改善
に関する行動を行うことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

30

毎回考え方を問う小テストを行い、その点数で評価する。：

％

質問

20

毎回の授業において１つ以上の質問の記入を求め、その有無について評価する。：

％

期末試験

50

講義内容が身についているか、さらに質問に対して自分の意見をしっかりと述べているかを評価す
る。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

環境科学入門　第二版　地
球と人類の未来のために

川合真一郎、張野宏也、山本義和 化学同人・・ 年・ 2018

参考文献等

水川薫子、高田秀重著、環境化学汚染、丸善出版株式会社
その他、必要と思われた文献等は授業中に随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、必ず質問をみつけだすこと。さらに、次回の授業に向けてテキストの該当する章を熟読
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「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、必ず質問をみつけだすこと。さらに、次回の授業に向けてテキストの該当する章を熟読
すること。また、小テストで問われている部分はかならず見直し、それらに関連することについての知識も習得すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１限の休憩時間

場所： 345教室

備考・注意事項： 連絡を取りたい場合は、Eメールで（アドレス：harino@g.osaka-seikei.ac.jp）に送信してください。Eメールのタイトルには、
かならず大阪成蹊短期大学、学籍番号、氏名を必ず記入してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 環境科学とは 授業前にテキストの第一章を熟読する。また、授
業終了後テストで間違ったところについて、テキ
ストや講義内容を再度確認し、正解をみつける。

4時間

環境科学とは何を取扱う学問なのか、どうして環境問題が
生じてきたのかを概説します。また、4大公害（第一、第二
水俣病、四日市ぜんそく、イタイイタイ病）に焦点を当て
て紹介するとともに、現在もそれらの問題が完全に解決し
ていないことを知るとともに、それに対する対処方法につ
いて考えます。

第2回 身の回りでおこっている生態系の異常について見てみよ
う。

授業前にテキストの第二章を熟読する。また、授
業終了後テストで間違ったところについて、テキ
ストや講義内容を再度確認し、正解をみつける。

4時間

環境を考えるとき、生態系は非常に重要な要素を占めます
。現在、世界各国で起こっている問題や、身の回りで現実
に起こっている生態系の異変（外来種問題、希少種の保護
等）を中心として詳細に概説します。

第3回 地球の温暖化について詳しく知ろう。 授業前にテキストの第4章の大気汚染の部分を熟読
する。また、授業終了後テストで間違ったところ
について、テキストや講義内容を再度確認し、正
解をみつける。

4時間

地球温暖化はなぜ生じているのか、それによりどのような
影響を地球全体におよぼしているかについて概説します。
そして、今後世界中の人々がこれまでの生活をするとどれ
くらいの速度で地球の気温が上昇するか、それを少しでも
遅くするにはどのようなことをすればよいかを考えます。

第4回 地球温暖化以外の大気汚染にはどのようなものがあるだろ
うか？

授業前にテキストの第4章の地球温暖化以外の部分
を熟読する。また、授業終了後テストで間違った
ところについて、テキストや講義内容を再度確認
し、正解をみつける。

4時間

地球温暖化以外にも酸性雨、オゾン層破壊、光化学スモッ
グなどの地球規模での汚染やアスベスト問題等の局地的な
規模の汚染などさまざまな大気汚染があることをその原因
や影響について学びます。さらに、大気汚染から身を守る
にはどのようなことに気をつければよいかを考えます。

第5回 池、川、海の汚れは改善されたのでしょうか？ 授業前にテキストの第5章の水質汚染の部分を熟読
する。また、授業終了後テストで間違ったところ
について、テキストや講義内容を再度確認し、正
解をみつける。

4時間

1970年の高度経済成長期はひじょうに池、川、海が汚れて
いたのですが、現在はかなり改善されました。なぜ、改善
されたのかを池、川、海の汚れの原因のメカニズムから説
明します。さらに、現在どのような問題がこれらの水域に
残されているかについても考えます。

第6回 農薬について考えてみましょう！ 授業前にテキストの第7章の農薬の部分を熟読す
る。また、授業終了後テストで間違ったところに
ついて、テキストや講義内容を再度確認し、正解
をみつける。

4時間

農薬は農作物を作るのに必要不可欠のものです。過去から
現在までどのような農薬が使用され、生物への影響を含め
どのような環境汚染を引き起こしてきたのかを説明します
。さらに現在はどのような農薬がどのようにして効率よく
使用されているか説明するとともに、安全性についても考
えます。

第7回 身の回りに使用されている化学物質について考えてみま
しょう！

授業前にテキストの第7章の農薬以外の部分を熟読
する。また、授業終了後テストで間違ったところ
について、テキストや講義内容を再度確認し、正
解をみつける。

4時間

さまざまな化学物質が身の回りの至るところに使用されて
います。これらが環境中に流出し、生物や人間生活に悪影
響を及ぼしています。どのような影響を及ぼすのか、また
、それを防ぐにはどのようにすればよいのかを考えます。

第8回 放射性物質による汚染とは？ 授業前にテキストの第8章の部分を熟読する。ま
た、授業終了後テストで間違ったところについ
て、テキストや講義内容を再度確認し、正解をみ
つける。

4時間

震災、つなみのみならず原発事故による放射性物質による
汚染が東北地方の復興を遅らせています。放射性物質とは
どのようなものなのかについて理解するとともに原発問題
が生じた経緯を説明します。さらに、原発事故が現在にも
残す問題点について考えます。

第9回 汚染物質の毒性および代謝について？ 授業前にテキストの第9章の部分を熟読する。ま
た、授業終了後テストで間違ったところについ
て、テキストや講義内容を再度確認し、正解をみ
つける。

4時間

化学物質の生態系への毒性の発現は物質により異なります
。それらについて詳しく説明します。また、汚染物質が体
内に入った時、どのような形になって排出されるのでしょ
うか。これは金属と有機物によって異なります。その排出
のメカニズムについて化学的な観点から学びます。
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第10回 内分泌かく乱物質とはなにでしょうか？ 授業前にテキストの第10章の部分を熟読する。ま
た、授業終了後テストで間違ったところについ
て、テキストや講義内容を再度確認し、正解をみ
つける。

4時間

聞きなれない言葉かもしれませんが、内分泌かく乱物質と
呼ばれる化学物質があります。内分泌かく乱物質とは環境
汚染物質でありながら、生体内で生成するホルモンと同様
の作用がある物質です。それらの物質は具体的にどのよう
なものであるか、また生態系に対してどのような影響を及
ぼしているのかについて、深く学びます。

第11回 アセスメント手法の重要性について 授業前にテキストの第11章の部分を熟読する。ま
た、授業終了後テストで間違ったところについ
て、テキストや講義内容を再度確認し、正解をみ
つける。

4時間

環境関係でアセスメント手法は大きくわけて、環境アセス
メントとリスクアセスメントがあります。環境アセスメン
トは土地を改変する際、それにより生態系に影響がないか
を判断する評価方法で、リスクアセスメントとは、化学物
質汚染の危険性を評価する手法です。これらの評価方法は
具体的にどのような場合に使用されているのかについて概
説します。

第12回 水、食品は本当に安全なのでしょうか？ 授業前にテキストの第12章の部分を熟読する。ま
た、授業終了後テストで間違ったところについ
て、テキストや講義内容を再度確認し、正解をみ
つける。

4時間

安全な水や食品を得ることは人にとって重要なことです。
世界的に安全な水や食品を供給している国はどの程度なの
か、本当に日本は水の豊富な国なのかについて説明します
。また、日本で供給されている水や食品は本当に安全なの
か、それらの水を将来的にも供給することができるのかに
ついて考えます。

第13回 ごみと廃棄物はどうすれば良いのか？ 授業前にテキストの第13章の部分を熟読する。ま
た、授業終了後テストで間違ったところについ
て、テキストや講義内容を再度確認し、正解をみ
つける。

4時間

ごみや廃棄物は増えるいっぽうです。現在年間でどの程度
どのような廃棄物が排出されているのかについて説明しま
す。さらにどうして分別収集をしているのか、また、これ
らはどのような方法で再利用されているのかを学びます。
また、ごみの量を減らすにはどのような点に注意すれば良
いのかを考えます。

第14回 これからのエネルギー問題について考える。 授業前にテキストの第14、15章の部分を熟読す
る。また、授業終了後テストで間違ったところに
ついて、テキストや講義内容を再度確認し、正解
をみつける。

4時間

石油、石炭が枯渇するに変わり、新エネルギーが提案され
ています。どのようなエネルギーを使用しようとしている
のか、その長所、短所について考え、最終的には現在のエ
ネルギー事情を鑑み、原発は必要なのかについても考えま
す。また、将来も環境を維持していくために、これから我
々はどうすれば良いのかについても考えます。
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授業科目名 日常の科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

村井 章彦

講義

該当する

総合電機メーカーの技術研究員として、先端材料の研究開発に従事。（全１４回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本講義では日常に存在している物質を題材にして科学的知識および思考方法について言及します。
具体的には科学史を意識しながら物質の構成している元素（原子）、イオン、原子内構造の知識を解説します。また、モル、アボガドロ数、エネルギー、酸・塩基、酸
化・還元、濃度計算についても取り上げます。さらに、日常生活に広範囲で利用されている工業製品（発光ダイオード（ＬＥＤ）、ＩＣチップ、レーザーなど）を例にあ
げて光工学や半導体工学技術の内容にも踏み込んで、解説します。日常生活を支えている科学技術について基本的な知識が習得できます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 科学技術に関する基礎的な考え方・知識 科学技術に関する基礎的な考え方・知識を習得す
ることができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 科学技術に関して、日常生活で直面する疑問を客
観的に見出すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

科学技術に関する基礎的な知識を習得できているかを判断する。：

％

試験（小テスト）

40

毎回の授業の翌週に小テストを行って、内容理解ができているかどうかを判断する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

世にも不思議なクリスタル村井章彦 ギャラクシーブックス・・ 年・ 2018

改訂２版 まるわかり！基礎
化学

松岡雅忠 南山堂・・ 年・ 2021

参考文献等

・中学、高校で使った理科（化学、生物）の教科書や資料。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であり毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて
予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：  月12：20～13：10
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場所：  非常勤講師控室

備考・注意事項： 月曜日の昼休み時間をオフィスアワーとしますが、授業の前後に訪問することを申し出てください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション、科学技術や新製品の発見と発明 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・講義全般や成績評価などについて説明します。
・日常生活を支える科学技術の発明や発見について解説し
ます。

第2回 元素の科学 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第１回授業内容の小テストを実施します。
・日常生活を支える物質の元素について解説します。

第3回 原子構造の科学 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第２回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える原子の内部構造について解説します。

第4回 化学結合 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第３回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える物質の化学結合について解説します。

第5回 原子量と物質量（モル） 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第４回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える物質の原子や分子の量を表す”モル”
について解説します。

第6回 化学反応、濃度 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第５回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える物質の化学反応、濃度計算について解
説します。

第7回 酸・塩基 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第６回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える物質の酸・塩基について解説します。

第8回 酸化・還元 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第７回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える物質の酸化・還元について解説します
。

第9回 化学反応と熱、エネルギー 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第８回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える化学反応、エネルギーについて解説し
ます。

第10回 有機化合物 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第９回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支える有機化合物について解説します。

第11回 化粧品の科学 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第１０回授業内容小テストを実施します。
・化粧品に含まる成分について解説します。

第12回 結晶の科学 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第１１回授業内容小テストを実施する。
・日常生活を支える物質の結晶について解説します。

第13回 ＬＥＤ（発光ダイオード）の科学 講義内容を振り返り、次週の小テストに向けて復
習する。

4時間

・第１２回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支えるＬＥＤ（発光ダイオード）について解
説します。

第14回 IC（半導体集積回路）の科学 講義内容を振り返り、定期試験に向けて復習す
る。

4時間

・第１３回授業内容小テストを実施します。
・日常生活を支えるコンピュータチップ（半導体集積回路
）について解説します。
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授業科目名 暮らしと経済

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期・後期1 2

竹内 正人

経済学の基礎を学ぶため、講義形式で行う。授業の始めに、授業テーマに関する問題を出題し、グループワーク等を通じ
て回答を発表してもらいます。それを受けてサブノートを用いて講義を行います。講義終わりには講義の要点や発見した
ことについてレポートを求めます。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この講義では日常の暮らしの中から身近なテーマを選び、それを経済学敵視点、特にミクロ経済学及びマクロ経済学の視点を中心に解説します。経済学の基礎を学ぶこと
で、身近な話題の中から、社会の大系をつかみ、①経済的合理性を持った思考を構築できるようになります。またそれによって②新聞やニュースに出てくる経済記事、
国・地方公共団体の政策、企業の活動に関する記事内容が理解できることで、自らの現状認識及び将来の方向性を見定めることができるようになることを目指します。授
業前課題で問題定義を行い、授業で解説し、それに関連する課題を出します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人としての必要な経済学的知識と教養 新聞やニュースなどの情報を理解し、社会生活に
役立てることができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 毎回配布した資料から、社会生活における課題を
発見し検討できるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
10分以上の遅刻はみとめない。２回の遅刻で１回の欠席とみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

講義前前課題

28

毎回の講義内容に関する課題を課す。回答に合理性があれば2点。：

％

毎回のレポート

56

各回4点満点。講義内容が概ね理解できていれば2.5点、さらに深く理解できていれば3点。独自の見
解が示されていれば4点。不足があれば1点とする。授業態度がよくないと認められた場合は1点減点
とする。

：

％

期末試験

16

経済学の基礎知識とそれを用いて経済学的見解を述べる論實式問題を出題する。評価方法は以下の
視点。
①経済学の知識を正しく理解しているかどうか
②課題に対し経済学的思考をベースに回答できているかどうか

：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

『マンキュー経済学入門』（2008）（N・グレゴリー・マンキュー　東洋経済新報社）
その他の参考文献は授業中に随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎日の新聞やニュースに関して注意をはらってください。日ごろ見落としがちな小さなニュースの中にも実は大きな経済問題が含まれている場合があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日4限

場所： 研究室53（竹内研究室）

備考・注意事項： 事前に連絡がとりたい場合はtakeuchi-ma@osaka-seikei.ac.jpに連絡すること。
オフィスアワー以外でも研究室に在室の時は対応いたします。気軽に質問にきてください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス・経済学とは 経済学を学ぶことによって何を得ることができる
か、経済学の目的について考えておくこと。

4時間

講義前課題：経済と聞いて何を連想するか
講義の進め方
経済学の成り立ち。経済学的視点などこれから経済学を学
ぶ上での基本的な注意点を提示する。
講義課題
授業後のレポート：本日の講義のまとめ。経済学のイメー
ジについて

第2回 価格について考えてみよう！ 商品には定価があっても同じ商品が店によってな
ぜ価格が違うのかを考えておくこと。

4時間

前回課題２つのスイーツ。どちらを選ぶか選んだ理由
価格はどうやって決まるのか？
梅田やホテルで飲むコーヒーは何故価格が高いの？
価格と価値の違いや価格の決定について学ぶ。

講義課題：価格決定について学んだこと。あなた自身を高
く売るには何が必要か

第3回 需要と供給って何？ 公共料金は何故価格が決まっているのかを考えて
おくこと。

4時間

前回課題の回答と解説

講義前課題：マスクをいくらで買うか？　マスクはなぜ安
くくなったのか
経済学における財とサービスの定義
市場原理と需要と供給の意味や仕組みについて学ぶ。

講義課題：市場原理が働いている事例をあげること

第4回 暮らしと税金を考えよう！ 所得税や消費税について考えておくこと。 4時間

前回課題の解説
講義前課題：税金の種類をあげてください。
デパートのエレベーターやせうかれーたの費用はだれが払
う
税金は何のためにあるのだろうか？
税金が上がるとどうなるか？　税金の種類
公共事業と税金など税の必要性と仕組みについて学ぶ。

講義課題：コロナウイルス対策費と国の借金について

第5回 効用と限界効用について考える。 食事の一口目がなぜ美味しいのか考えておくこ
と。

4時間

前回課題の解説
講義前課題：タピオカはなぜ今ははやってないのだろう

効用って何？予算って何？
予算内でいかに効率的に満足度を高めるには？
など人間の行動と経済的制約について学ぶ。

講義課題：レストランのリピーターを増やす方法を考える
。

第6回 満足とその限界を考える。限界効用と無差別曲線１ 人間の欲望はどこまで大きいのか？なぜどこかで
我慢できるのか？を考えておくこと。

4時間

前回講義の解説
講義前課題：予算制約線に関する問題

人間の満足度を、グラフを用いて理解する。そのうえで無
差別曲線という曲線と予算制約線との関係を解説する。

講義課題：人間の行動分析に関する課題

第7回 価格と満足を考える。限界効用と無差別曲線２ 人間の満足度と価格の関係をあらためて考えるこ
と。

4時間

前回課題の解説
授業前課題　最適化行動について

価格が上がると満足度はどうなるだろうか？無差別曲線に
ついて振り返りながら、予算制約線との関係について学ぶ
。第6回の応用問題を学ぶ。。

授業課題：条件を変えての最適化行動

第8回 豊かさって何？ どうすれば人間は、日本は豊かになるのかを考え
ておくこと

4時間
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前回課題の解説
授業前課題：あなたにとって豊さとは？

暮らしの指標とGDP
日本の経済を示す様々な指標を示しながらGDPについて解説
する。またGDPの数値が大きければそれで良いのかも考える
。
キーワード：GDP　投資　消費　輸出　輸入　貯蓄　インフ
レ

授業課題：一人一人が豊かに感じるにはどうすればよいか

第9回 幸せって何？ 人間にとって、あなたにとって幸せとは何かを考
えておくこと。

4時間

前回課題の解説
授業前課題　どんな時に幸福を感じますか

幸せについて経済学視点で考えてみます？
お金があれば幸せか？どうすれば幸せになれるのかなどを
議論する。
キーワード：健康　負債　希望

課題：幸福と経済の関係について述べる

第10回 結婚について考える。 なぜ、日本は少子化に向かっているのか？なぜ晩
婚化は進むのか考えておくこと

4時間

前回課題の解説
授業前課題；結婚によってえられるもの失うもの
結婚や少子化についても経済的視点考える。
どうして結婚しない人が増えているのか？　少子化の原因
は？生涯賃金など、結婚とその後の生活を交えながら結婚
にまつわる制度について経済的視点で考える。
キーワード：機会費用とその損失
授業課題；結婚によって機械費用を損失しないための方策
をかんがえる

第11回 経済人とレモン 映画館でつまらない映画を最後まで見続けるかど
うかを考えておくこと。

4時間

前回課題の解説
授業前課題：映画を途中退席できるか
情報の非対称性下の市場について学ぶ。
他に、埋没コストや流動性のわなといわれる市場における
経済活動を阻害する要因等について考える。サンクコスト
、レモンの原理について。映画や住宅市場を例に考える。

授業課題：購入時にブランドを重視するか

第12回 都市と経済 あなたはなぜ、大阪に勉強にきているのか。大都
会に住む有利さは何かを考えておくこと。

4時間

前回課題の解説

授業前課題：商品を大量につくると安くなるのはなぜ？
規模の経済：大量につくると何故価格が安くなるの？
集積の経済：どうして都会に人が集まるの？

授業課題：大量に作ることのメリットや集積することのメ
リットについて述べよ

第13回 産地と消費地 輸送費について考えておくこと 4時間

前回課題の解説
授業前課題：お酒やワインの工場はそれぞれの産地にあり
ますがなぜでしょう？
たとえば醤油の産地はなぜ竜野市や小豆島だったのだろう
？
ビール工場はどうして吹田なのだろう。
門真や守口にはどうして家電メーカーがあったのだろうか
？
消費地と産地について考えます。
授業課題：かって大阪には門真や森口に家電工場が集中し
ていました。その理由を考えてください
。

第14回 市場の失敗 スーパーで売っている冷凍食品の工場はどこにな
るのか？なぜそこになるのかを考えておくこと

4時間

前回課題の解説
授業前課題：淀川花火大会ごみ問題

市場の原理は経済のなかでは非常に重要な原理ではあるが
、維持するためには大変な努力が必要であり。ここでは市
場の原理が働かない事例を学び、改めて市場原理の重要性
を学ぶ
最後に経済効果について学ぶ

授業課題：市場の原理が働かないケースをを具体例を挙げ
て説明する。
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授業科目名 社会福祉と暮らしの法

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

西山 直子

講義

該当する

公的機関の児童福祉分野の相談員として長年勤務した。保護者または子どもに関わる教員などを対象とした、養育相談な
どに対応していた。また、虐待通報、子どもの一時保護などの虐待対応にも携わる。さらに、ひとり親家庭相談員をも兼
務しており、生活・離婚・経済的な相談、DV被害相談などにも携わっていた。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

　「社会福祉」は、私たちの生活に深く関わるものである。現代の社会福祉の現状は、多くの問題を抱え、私たちがどう問題に向き合うかにより、未来が左右される。こ
の授業では、社会福祉の基本的な知識や制度を知り、また、グループワークなどを取り入れ、自分の見解をもつようにする。さらに、授業での学びをもとに、自分で福祉
活動の立案・発表を行うことを通して、「社会福祉」を自分のこととして捉え、学びを深め、よりよい未来づくりを意識する一助とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会福祉の現状を理解するとともに、社会福
祉・社会保障の基本的な知識を学ぶ。

社会福祉の現状を理解するための手立てを習得
し、福祉課題について説明出来るようにする。

2．DP2.専門的知識・技能、職業理解 福祉の領域について学び、福祉従事者の職務内
容と意義を学ぶ。

福祉領域における福祉専門職の意義や職務内容に
関して理解し、説明することが出来る。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 現代の社会情勢から福祉課題を理解し説明でき
る。

2．DP6.行動・実践 社会福祉課題について、自ら改善策を考え、問題
解決に向けて、意欲的に関わることが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

＊原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」とします。
＊授業内マナーを守ること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

受講態度

20

　各回授業への積極的参加（質問等は加点、グループワークへの参加、,受講態度（受講マナーや私
語、携帯電話等の授業の妨げになる場合は減点）を評価します。

：

％

振り返りシート

10

　各回の振り返りをルーブリックに基づき評価します。：

％

授業内課題

30

　適宜、身辺の福祉問題について課題を実施します。また、最終週には、社会福祉領域で自分が行
いたい福祉実践についての立案・発表します。他者の発表を聴く態度（質疑応答含む）についても
評価します。

：

％

定期試験

40

　社会福祉についての基礎的理解と社会福祉に関する考察について評価します。：

％
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100056

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

コメディカルのための社会
福祉概論

鬼崎信好・本郷秀和　編 講談社・・ 年・ 2018

参考文献等

適宜、資料・プリントを配布。

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業内マナーを守り積極的に授業に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後で質問対応します。

場所：  非常勤講師室

備考・注意事項： 基本的には授業の前後で質問対応します。
必要に応じて、時間を設けて対応させていただきます。メールでの対応も致します。
e-mailアドレス　nishiyama-n@g.osaka-seikei.ac.jp
メールには、クラス、学籍番号、氏名を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会福祉とは・日本の社会福祉の歴史 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所(p.26
～40)の通読。「社会保障」についてのニュースを
調べておく。

4時間

＊授業のすすめかたと講師紹介
＊社会福祉のイメージと実際
＊社会福祉の定義・用語
＊日本の社会福祉の歴史の流れ

について学びます。

第2回 社会保障制度と社会福祉を展開する組織 振り返りシートの作成　テキストの該当箇所
（p.41～56)の通読。「子ども福祉」について、
ニュースを調べておく。

4時間

＊社会保障制度
＊社会保険の種類
＊社会保障制度の課題

について学びます。

第3回 子ども福祉 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.57～72)の通読。「障害者福祉」のニュースを
調べておく。

4時間

子どもを取り巻く諸問題（少子化・貧困・児童虐待）
＊子どもに関わる社会資源・専門機関・法制度
＊子ども福祉の課題

について学びます。

第4回 障害者福祉 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.73～85）の通読。身近な高齢者の方にお話し
を伺う。

4時間

＊障害者福祉の考え方
＊障害者福祉を支える理念
＊障害者福祉に関わる法制度
＊障害者福祉の課題

について学びます。

第5回 高齢者福祉 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.86～102）の通読。「介護保険」についての
ニュースを調べておく。

4時間

＊高齢化社会
＊高齢者の現状
＊高齢者福祉に関わる法制度
＊高齢者福祉の現状と課題を考える

について学びます。

第6回 介護保険制度と専門職の役割 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p,103～116）の通読。低所得者福祉のニュース
を調べておく。ておく。

4時間

＊介護保険制度の創設の背景
＊介護保険制度の概要
＊介護保険制度サービス
＊チームアプローチ

について学びます。

第7回 低所得者福祉 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.117～131）の通読。自分の住む地域での福祉
課題をメモしておく。

4時間

＊貧困問題
＊生活保護制度
＊低所得者福祉の法制度
＊低所得者福祉の課題

について学びます。
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第8回 地域福祉とその推進方法 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.132～143）の通読。。

4時間

＊地域福祉の考え方
＊地域福祉の推進組織と担い手
＊地域福祉の課題
＊自分の住む地域での福祉課題

について学びます。

第9回 医療福祉 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.144～158）の通読。自分の住む地域にある福
祉作業所について調べておく。

4時間

＊医療保険制度
＊医療機関の機能
＊医療福祉と専門職

について学びます。

第10回 精神保健福祉 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.160～170)）の通読。心理カウンセリングの種
類について調べておく。

4時間

＊精神障害者と現状
＊精神保健福祉での実践
*精神保健福祉での法制度と対策

について学びます。

第11回 相談援助の目的と方法 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.160～180)の通読。自分が関心のある社会福祉
施設とそこで働く人についてメモする。

4時間

＊相談援助の目的と対象
＊相談援助の基本的態度
＊相談援助の展開方法

について学びます。

第12回 社会福祉施設の役割・社会福祉を担う人々 振り返りシートの作成、テキストの該当箇所
（p.193～209）の通読。自分が関心をもった社会
福祉課題について考える。

4時間

＊社会福祉施設の種類
＊社会福祉施設の現状と課題
＊社会福祉専門職の種類
＊社会福祉従事者について

について学びます。

第13回 社会福祉の実践事例・社会福祉を巡る課題・プレゼンテー
ションの準備

振り返りシートの作成、発表原稿を仕上げる。 4時間

＊社会福祉領域における実践事例
＊多職種での連携
＊社会福祉を巡る課題
について学びます。

＊これまでの授業を振り返り、自分が関心をもった福祉領
域での実践を考え、
最終日でのプレゼンテーションに向けて企画を練ります。

第14回 自分が行いたい社会福祉実践発表・まとめ 本科目について振り返りを行い、定期試験準備を
する。

4時間

＊授業を通して考えた福祉実践についてプレゼンテーショ
ンを行う。
＊本科目での振り返りを行い、学びの定着を図る。
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授業科目名 手話コミュニケーション論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

佐野 美保

演習科目

該当する

手話通訳士及び大阪府登録手話通訳者として15年にわたり手話通訳業務を担当。併せて大阪府手話通訳者養成講座の登録
講師を務めている。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

解放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業では、手話言語・指文字等を用いて、自己紹介など基本的な会話に必要な手話言語力・手話コミュニケーション力を身につける。また、手話の技術を習得すると
ともに、手話言語の特徴・音声言語との違いから、聞こえないこと・聞こえない人についての理解を深める。情報保障・コミュニケーション支援についても学ぶ。
講師も手話言語を用いて授業を実施するが、ろう者の手話を習得するために動画を使用し、学生同士の手話での会話演習を毎回の授業で行う。グループワーク・手話ス
ピーチ・手話会話を反復学習し、半期の授業で手話検定５級の試験出題範囲まで終了する予定（受験は任意）。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 手話言語・聞こえない世界を学ぶことで、共生
社会について考える。
。

異文化コミュニケーションを理解し、視野を広げ
る思考できる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 基本的な手話を習得し、日常会話ができるよう
になる。

職業現場で手話を用いる力が身につくことで、接
客・対人援助等の場面で貢献できる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 なぜ手話が必要なのか、現状の課題に気づき、主
体的に自分にできることを考えられる。

2．DP8.意思疎通 手話を学ぶことで、意思疎通・コミュニケーショ
ンに関する知識を深め実践できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・その他(以下に概要を記述)

言語習得のために、シャドーイング、動画撮影、サマリートレーニング等を取り入れる予定。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

理解力確認テスト

40

授業内容の理解を確認する小テスト及び手話表現理解力を確認する小テストを実施し、的確に示し
ているかを評価する。

：

％

授業内課題

30

授業内容を踏まえて、グループワークや振り返りシートを完成てきている場合、調査や事例に自分
の考察が示されていれば加点する。内容不十分な場合は減点する。

：

％

定期試験（発表）

30

手話言語によるスピーチとその内容に関する質疑応答の実技確認テストを実施し、的確に伝える力
を評価する。

：

％
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

手話奉仕員養成テキスト「手話を学ぼう　手話で話そう」
わたしたちの手話学習辞典(1)(2)
これで合格！2022全国手話検定試験
日本手話のしくみ練習帳

履修上の注意・備考・メッセージ

手話は見る言語であり、大人数での受講は困難なため、定員数（20名）を超えた場合は抽選受講になります。
また、本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加えて、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習準備をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜日の午後

場所： 研究室（西館５階）

備考・注意事項： sano-mi@g.osaka-seikei.ac.jp  学科・氏名を記入してご連絡ください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 目で見る言葉の特徴 あいさつの手話表現を復習する。 4時間

見る言葉の特徴である手話単語の構成要素等から、手話言
語と音声言語の違いを学びます。
実技では、手話であいさつの会話ができるまでを身につけ
ます。

第2回 手話と指文字、名前の表現 名前の手話表現及び指文字を覚える。 4時間

手話と指文字の成り立ちについて、その歴史を学びます。
実技では、自分の名前及び様々な名前の手話表現と指文字
を覚えます。

第3回 聞こえないことへの理解と数字の表わし方 数字の表現を覚える。 4時間

聞こえなくて困ること、情報障害・コミュニケーション障
害について考えます。
レポート課題①を提出。
実技では、数字の手話を使って、年月日、時刻、年齢、人
数、金額等を表現します。

第4回 聞こえない人の生活と人物・家族の手話表現 人物、家族等の表現ができるまで練習。 4時間

聞こえない家族の映像を見て、生活の工夫や違いについて
理解します。
実技では、人や家族の手話表現を学びます。

第5回 コミュニケーションの方法と場所や交通手段の手話表現 手話で交通手段を発表できるよう練習。 4時間

聞こえないことや手話をテーマにした映画やドラマから、
コミュニケーション方法について考えます。レポート課題
②
場所を表す手話表現や交通手段についても手話で会話する
実技演習をします。

第6回 手話の具体的表現～スポーツ・趣味など 趣味について手話で紹介できるよう練習。 4時間

手話言語の特徴である具体的表現を使って、スポーツや食
べ物等の手話を学びます。
趣味についての会話も行います。

第7回 感情表現と疑問詞について 感情表現の手話を覚える。 4時間

自分の気持ちを表す手話表現を覚えて会話をします。
①好き・嫌い、苦手・得意、上手い・下手等
②嬉しい・楽しい、悲しい、怖い、苦しいなど
疑問詞を使った会話演習も行います。

第8回 職場でのコミュニケーションと仕事に関する手話表現 仕事に関する手話を覚える。 4時間

聞こえない人の就労におけるコミュニケーション問題につ
いて動画等により考えます。
実技演習では、仕事に関する手話を表現します。
レポート課題③

第9回 １日の生活の流れを手話で紹介 手話言語等に関する知識を復習。 4時間

起床から就寝までの１日の生活を手話で紹介します。
また、「手話言語及び聞こえない人への理解」に関する確
認筆記テスト①も実施します。

第10回 疑問詞を使用した手話会話 指文字をマスターする。 4時間

疑問詞を使って今までの手話会話の総復習と指文字の活用
トレーニングを実施します。

第11回 手話表現スピーチと質疑応答 手話でスピーチ（原稿無し）ができるまで練習。 4時間

１人ずつ手話で自己紹介のスピーチをします。
その内容に基づいて、手話で質問をして、手話で答えます
。
伝わる度合いで評価します（実技テスト）。

第12回 手話の時制表現と空間活用 手話で各種予定を紹介できるよう練習。 4時間
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手話言語の特徴で文法でもある「空間活用」について学び
ます。
実技演習では、１週間から１カ月の予定を手話で紹介しま
す。

第13回 手話検定試験にチャレンジ 検定試験の過去出題問題を解く。 4時間

手話検定の５級試験問題を使用して、学習します。
各自、現在の自分の手話理解力・表現力を振り返ります。

第14回 手話コミュニケーション学習のまとめ 手話表現を見て、理解できるよう学習。 4時間

手話で質疑応答コミュニケーションゲームをします。
また、講師の手話スピーチをどの程度理解できるか、手話
理解力確認のための筆記テスト②を実施します。

100057

- 53 -



授業科目名 日本の風土と文化

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

白瀬 浩司

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本授業は、外国語として日本語を学修する学生を対象とするものである。授業においては、①日本の風土や文化について学んで理解を深めるとともに、②日本や母国、他
の留学生の母国との比較を行うことで、広い視野に立って考察できるようになることを目指している。また、③母国について紹介し、意見交換することによって、自分の
意見を正確に伝えることができ、④他の人の発表を聞いて、主張を正確に把握できるようになることを目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 日本の風土や文化について学んで理解を深め
る。

日本の風土や文化を理解した上で、自身の考えを
述べることができる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 他人の意見を踏まえて日本の風土や文化に関する
自分の意見を伝えることができる。

2．DP4.課題発見 日本や母国の風土や文化について、自分なりの問
題意識を持つことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

発表

30

発表（2回実施）について、各回15点で評価し、合計30点とする。内容（授業内容を踏まえている
か、日本と母国を比較し考察しているか、自分の意見を示しているか）、発表技術、発表時間とい
う観点から評価する。

：

％

小レポート

45

授業内容を踏まえて書かれているか、日本と母国を比較し考察したことが書かれているか、自分の
意見が書かれているか、構成、表現の点から、各回5点で評価し、合計45点とする。

：

％

定期試験

25

日本の風土や文化に関する理解度について選択解答・記述式解答の内容によって評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・「日本事情」プロジェクト『話そう考えよう初級日本事情』（株式会社高山、2013年）
・国際交流基金『国際交流基金 日本語教授法シリーズ 第11巻「日本事情・日本文化を教える」』（ひつじ書房、2014年）

100059
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・国際交流基金『国際交流基金 日本語教授法シリーズ 第11巻「日本事情・日本文化を教える」』（ひつじ書房、2014年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜４限

場所： 西館（図書館横）５階研究室

備考・注意事項： その他連絡をとりたい場合はEメールで（アドレス：shirase@g.osaka-seikei.ac.jp）。Eメールには氏名と学籍番号を必ず入れる
こと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス―日本の風土と文化とは― タスク「知っていますか」に取り組む。 4時間

「日本の風土と文化」の目的と全体的な計画を理解する。
また、日本の風土と文化の概要について学ぶ。

第2回 地理（１）国土、山と川 新出語彙を覚える。タスク「書きましょう」「考
えましょう」「知っていますか」に取り組む。

4時間

日本の国土、山と川について学び、基本的な日本の地理に
ついての理解を深める。

第3回 地理（２）気候、日本の一年 新出語彙を覚える。タスク「書きましょう」「考
えましょう」に取り組む。

4時間

日本の気候、年中行事について学び、基本的な日本の地理
についての理解を深める。

第4回 地理（３）人口 新出語彙を覚える。 4時間

日本の人口について学び、基本的な日本の地理についての
理解を深める。

第5回 地理のまとめ 発表内容を小レポートにまとめる。 4時間

母国と比較しながら、日本の地理について考えたことをま
とめて発表する。

第6回 社会（１）衣服 新出語彙を覚える。タスク「書きましょう」「話
しましょう」に取り組む。

4時間

日本の衣服について学び、基本的な日本の社会生活につい
ての理解を深める。

第7回 社会（２）住居 新出語彙を覚える。タスク「書きましょう」に取
り組む。

4時間

日本の住居について学び、基本的な日本の社会生活につい
ての理解を深める。

第8回 社会（３）出生率と平均寿命、ライフ・サイクル 新出語彙を覚える。タスク「書きましょう」「考
えましょう」「知っていますか」に取り組む。

4時間

日本の出生率と平均寿命、ライフ・サイクルについて学び
、基本的な日本の社会生活についての理解を深める。

第9回 社会（４）結婚と離婚 タスク「話しましょう」のトピックについて意見
をまとめる。

4時間

日本の結婚と離婚について学び、基本的な日本の社会生活
についての理解を深める。
タスク「話しましょう」のトピックについて話し合う。

第10回 社会（５）日本人の一日、便利さとゆとり 新出語彙を覚える。 4時間

日本人の一日、日本の便利さとゆとりについて学び、基本
的な日本の社会生活についての理解を深める。

第11回 社会（６）教育、労働と賃金 新出語彙を覚える。タスク「考えましょう」
「知っていますか」に取り組む。

4時間

日本の教育、労働と賃金について学び、基本的な日本の社
会生活についての理解を深める。

第12回 社会（７）貯蓄 タスク「考えましょう」に取り組む。 4時間

日本人の貯蓄について学び、基本的な日本の社会生活につ
いての理解を深める。

第13回 社会のまとめ 発表内容を小レポートにまとめる。 4時間

母国と比較しながら、日本の社会について考えたことをま
とめて発表する。

第14回 「日本の風土と文化」まとめ 振り返りシートを完成させる。 4時間

本授業を履修して日本に対する考え方がどのように変化し
たのか考える。

100059
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授業科目名 美学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

田中 美子

講義中心に進めます。写真（ＯＨＰ使用）や音楽（ＣＤ使用）、ＤＶＤ、芸術性の高い絵本などをたくさん紹介します。
ノートを用意してください。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

「美学」は「哲学」です。絵画（絵本も含む）、音楽、舞台芸術、自然美などの具体的な作品を紹介しながら、その「美（すばらしさ、すごさ、かっこうよさ、おもしろ
さなど）」を、言葉にして考えます。すこし難しい言葉も登場しますが、何度も授業に参加しているうちに、そうした言葉が自分でも使えるようになってきます。すぐに
諦めてしまわずに、がんばってみてください。また今年度は、日本の伝統的な文化についても、多めに紹介する予定です。海外に友人や仕事仲間を増やしたい人には、と
くにおすすめしたいと思います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 美的経験の自覚 日本人によくあるものの見方や感じ方を、他の国
や地域と比較しながら、理解できる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 自分の関心を、他の人に向けて、分かりやすく説
明できる。

2．DP10.忠恕の心 他の人の発表をしっかり聞いたり、それに対して
関心を持ったりすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

振り返りシートの提出

60

授業の内容の「まとめ」と「考察」が、ともに書けていること。：

％

学期末試験（発表・レポート）

40

自分の関心を他の人に向けて分かりやすく発表し、その内容（発表原稿）をレポートとして定期試
験期間中に提出すること。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

今道友信『美について』（講談社現代新書）
佐々木健一『美学辞典』（東京大学出版会）
小穴晶子『なぜ人は美を求めるのか』（ナカニシヤ出版）
田中久文『日本美を哲学する』（青土社）
増田正造『能の表現』（中公新書）
増田正造『世阿弥の世界』（集英社新書）
出川直樹『人間復興の工藝』（平凡社ライブラリー）
小野真龍『雅楽のコスモロジー』（法蔵館）

100060
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したいときは、自宅の電話にて受け付けます(9:00-21:00)。番号は、改めてお伝えします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 美の多様性 次回の授業で扱いたい、歌詞を用意しましょう。 4時間

昨年度の受講生の期末発表を匿名で紹介し、授業の目的を
説明します。
美を言葉で捉えるために、「美しい」と「きれい」の違い
について授業内で一緒に考えます。

第2回 歌詞と音楽 次回の授業で扱いたい、憧れのアーティストや俳
優の写真等を用意しましょう。

4時間

受講者の用意した歌詞をクラスで共有し、それらを分析し
ます。
形のない気持ちを言葉という形に表すことで得られるカタ
ルシスについて説明します。

第3回 K-POPあるいは女優のファッションとメイク 次回の授業で扱いたい、異性アイドルの写真など
を用意しましょう。

4時間

受講者の用意した写真等をクラスで共有し、それらを分析
します。
現在の自分の姿と目指したい自分の姿との間を見つめなが
ら、人間には複数のペルソナがあることについて説明しま
す。

第4回 男性（異性）アイドル 次回の授業で扱いたい、（主に宮崎）アニメの資
料などを用意しましょう。

4時間

受講者の用意した異性アイドルの写真等をクラスで共有し
、それらを分析します。
心の中の異性イメージを表すアニマ、アニムスという言葉
を説明します。またそれに関連するファザコン、マザコン
等の心理学用語も説明します。

第5回 宮崎アニメと神話、昔話 次回の授業で扱いたい、異界の者や物語で知って
いることを、まとめておきましょう。

4時間

受講者の用意した（宮崎）アニメの資料等をクラスで共有
し、それらを分析します。
アニメの登場人物が、ユング心理学における（人物イメー
ジの）元型の宝庫であることを説明します。また、それら
が神話や昔話と共通することも確認します。

第6回 能――異界の者の物語 能と狂言について調べ、次回の授業で発言できる
ようにしておきましょう。

4時間

受講者の用意した異界の者のイメージをクラスで共有し、
それらを分析します。
能の主人公の多くが異界の者であることや、その印として
の能面、能舞台の構造などについて説明します。

第7回 狂言――現世の庶民の物語 これまでの授業ノートを振り返り、疑問点や考察
をまとめましょう。

4時間

狂言の物語を絵本等で紹介します。
能と狂言は同じ舞台芸能から発祥しながら、それぞれが個
性的な発展を遂げたことを説明します。

第8回 ダンス、スポーツする身体／能『道成寺』詳説 クラシック音楽などの歌詞のない音楽で好きなも
のを決め、CDなどがあれば用意しましょう。

4時間

受講者の疑問点や考察をクラスで共有し、ディスカッショ
ンします。
舞台芸能（ダンス、舞、演奏等）やスポーツする身体の美
について一緒に考えます。
余裕があれば、能『道成寺』を絵本で紹介し、複式夢幻能
について説明します。

第9回 歌詞のない音楽（主にクラシック音楽） 折り紙のできる人は、作品を折ってきましょう。 4時間

受講者の用意した音楽をクラスで共有し、それらを分析し
ます。
ピタゴラス、旧約聖書、孔子などの古代思想における音楽
芸術の位置づけを紹介します。
また、中世から近代のクラシック音楽の位置づけも概説し
ます。

第10回 折り紙、あるいは数学の美 折り紙、あるいは数学の美は、創造によるのか発
見によるのかを考え、意見をまとめておきましょ
う。

4時間

抽象的な美を体感するために、折り鶴などの伝承作品を一
緒に折ります。
折り紙に見出される抽象的かつ日本的な美と、その歴史的
背景を説明します。

第11回 見出される美（星座、路上観察など） 美しいと思う自然を考え、写真等を用意しましょ
う。

4時間

名づけることで美が生まれるものを一緒に探します。（星
座、民芸、茶道具の銘、和菓子の銘、路上観察等）。
日本的美意識の一つである「見立て」について説明します
。

第12回 自然美 学期末発表の準備をしましょう。 4時間
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受講者の用意した自然美をクラスで共有し、それらを分析
します。
自然美を考える一助として、熊谷守一の絵画と、民芸運動
等を紹介します。

第13回 学生による発表（前半） 学期末発表の準備をしましょう。 4時間

自分にとっての美を発表します。

第14回 学生による発表（後半） 他の人の発表を聞いた感想をまとめましょう。 4時間

自分にとっての美を発表します。

100060
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授業科目名 暮らしと金融

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

外島 健嗣

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

我々が日常暮らしていくには、お金が必要です。そのお金ですが、皆さんのほとんどは、大半を預貯金しているかと思います。では預貯金でお金どれだけ増えるでしょう
か。お金を増やすためには、将来的にどのような商品で運用していけばいいでしょうか。この授業では、暮らしにおける収入と支出、経済と金融、お金を貯める・増や
す・借りる、暮らしのリスクに備えるといった知識に加え、預貯金の種類とリスク、債券・株式・投資信託の仕組みについて学習します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 金融論領域の基礎的知識に関する理解 一生涯における金融の基礎知識を身に付け、リス
クに備える方法を学ぶことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 金融に関するニュースをもとに、その現状と課題
を理解することができる。

2．DP5.計画・立案力 人生において今後必要となる資金準備に関する大
まかな計画を自身で設計することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

各回の講義について、金融に関する知識と問題意識の有無を確認する課題を出すので、その理解度
を評価する。

：

％

小課題

20

自分の将来の金融資産構成に関する理解度を0～20点で評価する。：

％

定期試験

60

金融商品の概要についての理解度を評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

植田和男『大学4年間の金融学が10時間でざっと学べる』角川文庫、2020年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

100061
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オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日午前中

場所： 非常勤講師室

備考・注意事項： 授業終了後、非常勤講師室で質問を受け付けます。また、メールアドレスを教えるので、メールによる質問も受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 講義概要、授業計画、成績評価基準の解説およびテキスト
指示について

高校卒業までいくら掛ったか調べておく。 4時間

講師の紹介を行う。今後の講義の進め方と、金融の知識が
必要とされている現状とその重要性について及び一生涯に
おける収入と支出、ライフプランに大切さを学習します。

第2回 暮らしにおける収入と支出：働くことの意味って何？ なぜ働く必要があるのか？ 4時間

働くことの意味、家計管理の基本を学習します。

第3回 経済と金融（１）：経済の変化とお金の取引・金融取引の
知恵

経済環境が変化すると収入面でどのような影響が
でるか？

4時間

経済の変化が収入・支出に及ぼす影響、単利と複利につい
て学習します。

第4回 経済と金融（２）：金融取引の知恵（続） 銀行の預金金利を調べておこう。 4時間

金利、インフレーションとデフレーションについて学習し
ます。

第5回 お金を貯める・増やす：資金運用の知恵、トラブルに巻き
込まれない知恵

積立投資って何？金融リテラシーって何？ 4時間

資金運用のコツ、金融トラブルに巻き込まれないコツにつ
いて学習します。

第6回 お金を借りる（１）：クレジットカードと信用について クレジットカードのメリット・デメリットを調べ
ておこう。

4時間

決済手段の特徴を整理したのち、クレジットカードの仕組
み及び信用について学習します。

第7回 お金を借りる（２）：多重債務、住宅ローンについて なぜ多重債務に陥ってしますのか考えておこう。 4時間

多重債務とはどういうもので、なぜそれが起こるのか、ま
たその解消方法にどのようなものがあるのかについて学習
します。次に住宅ローンについて学習します。

第8回 暮らしのリスクに備える（１）：生活設計とリスク管理 預貯金と保険はどう違うか考えておこう。 4時間

生活設計の考え方、リスク管理の考え方について学習しま
す。

第9回 暮らしのリスクに備える（２）：自動車保険 自動車保険の種類について調べておこう。 4時間

損害保険とはどのような保険であるかについて学習したの
ち、自動車保険について学習します。

第10回 暮らしのリスクに備える（３）：自転車保険とすまいの保
険

自転車保険はなぜ必要か調べておこう。 4時間

自転車保険、火災保険、地震保険について学習します。

第11回 預貯金の種類とリスク（１）：預貯金の種類 預貯金にどんな種類があるか調べておこう 4時間

預貯金の種類について学習します。

第12回 預貯金の種類とリスク（２）：預金保険制度 ペイオフ制度について調べておこう。 4時間

銀行が破たんした際の預金保護の仕組みについて学習しま
す。

第13回 金融機関の組織と機能（１）：銀行、信用金庫、信用組合 銀行、信用金庫、信用組合の違いについて調べて
おこう。

4時間

銀行、信託銀行、信用金庫、信用組合について学習します
。

第14回 金融機関の組織と機能（２）：その他の金融機関 日本郵政について調べておこう。 4時間

証券会社、保険会社、ノンバンク、ゆうちょ銀行、政府系
金融機関について学習します。

100061
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授業科目名 アジアの未来と日本

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

劉 争

講義

該当する

専門通訳家として、日中の伝統文化・現代文化等を映像と音声で幅広く紹介。（第9～10回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

日本と中国、韓国、ベトナムなどアジア諸国が共通する文化現象とキーワードを取り上げる学びをし、アジアの局部と全体に対する教養力と人間力、将来関連業界で活躍
できる異文化コミュニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、授業で取り上げるテーマについて、学生自らが関連情報と資料を収集し、ペアワークまたは
グループワークを通して相互の意見を考え、レポート提出と発表を行うことによって複眼的な視座を体験し、知識を多面的に理解することを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル アジア諸国の社会と文化に関する知識 アジア諸国の親しみやすいキーワードから一歩踏
み込んだ歴史的・社会的な背景に触れることによ
り異文化に対する理解を幅を広げることができ
る。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 アジア関連のキーワードについて、日本の文化と
比較して説明できる。

2．DP5.計画・立案力 様々な情報から必要な情報を入手し、組み立て、
わかりやすく伝えることができる。

3．DP8.意思疎通 与えられたアジア関連のキーワードについて、毎
回、ペアで情報を収集しレポートにまとめること
によって、協力することと相手の違う考えを理解
することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・その他(以下に概要を記述)

授業は、まず、前回の授業で提出した課題について毎週3組（6名）ずつ発表する(25分)→今回のテーマについての授業(40分)→授業を参考にしなが
ら準備してきた課題をペアワークを行いレポートにまとめて提出（30分）→次回の発表者を決める（5分）＊4色ボールペンを準備すること。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内ペアワークレポート及び個人課題14回

50

授業内におけるペアーワークへの積極的な参加、ペアレポートのわかりやすさについて50点満点で
評価する。(中間評価含む)

：

％

受講状況

20

課題準備や授業態度（私語や携帯電話等の授業の妨げになる場合は減点）を独自のルーブリックを
基に評価する。

：

％

定期試験(レポート) 期末試験として、14回の授業の中から一つのテーマをレポート課題として出す。学園共通ルーブ
リックに基づいて評価する。

：

100062
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100062

30 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
個人提出課題およびペアワークのための予習を重視する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： その他連絡を取りたい場合はEメールで（z-liu@kuins.ac.jp).Eメールには氏名と学籍番号を必ず入れること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション（アジア文化のイメージをつかむ） 次回の授業テーマである「アジアのお正月」につ
いて、日本とアジア諸国の関連情報を収集し、次
の授業時に発表できるように準備する課題を出
す。

2時間

第１回　オリエンテーション（アジア文化のイメージをつ
かむ）
①講師紹介②授業の進め方（課題提出、授業態度、遅刻・
欠席、成績について）③アジアの地図を活用して学生たち
のアジアのイメージからキーワードを取り出す。④アジア
の文化的な定義、地理的定義、人種的定義（東アジア、西
アジアを含む）を説明する。

第2回 「アジアのお正月 その１」 次回の授業テーマである「アジアのお正月　その
２」について、日本とアジア諸国の関連情報を収
集し、次の授業時に発表できるように準備する課
題を出す。

2時間

アジア諸国のお正月の伝統について学生が発表する。国別
にペアワークを行い、ワークの内容を各自の小レポートに
まとめる。

第3回 「アジアのお正月　その２」 次回のテーマは「アジアの茶文化」について、日
本とアジアの関連情報を収集し、次の授業時に発
表できるように準備する課題を出す。

2時間

第1回に続き、「アジアのお正月　その２」を取り上げる。
日本、中国、韓国、ベトナムなどのお正月の伝統の変容に
ついて学ぶ。国別にペアワークを行い、ワークの内容を各
自の小レポートにまとめる。

第4回 「アジアの茶文化」 次回のテーマは「茶文化とコーヒー文化」につい
て、日本とアジアの関連情報を収集し、次の授業
時に発表できるように準備する課題を出す。

4時間

中国茶の歴史と日本のお茶の伝来と茶文化について講義す
る。ペアワークを行い、各自準備した内容を発表する。
日本の様々な茶の中(お茶産業、お茶の文化、有名なお茶、
コンビニお茶…）から一つを取り上げペアワークを行い、
各自準備してきた情報および資料も含めて各自の小レポー
トにまとめる。

第5回 「茶文化とコーヒー文化」 次回の「新しい旅の提案」についての学生グルー
プ発表を準備する。

4時間

前回に引き続き、お茶の種類と効用について説明する。茶
器と作法を紹介する。さらに東洋の茶文化と東洋のコーヒ
ー文化と比較して学びます。両者を比較した各自の小レポ
ートまとめる。

第6回 「新しい旅の提案」（「町おこし」と「コンテンツツーリ
ズム」の視点を含む）

次回の「新しい旅の提案」についての学生グルー
プ発表を準備する。

4時間

アジアを旅する際に人気の観光地とホテルを取り上げる。
それぞれどのような歴史的な背景と文化的な魅力があるの
かを講義とペアワークを通して理解を深める。次回の「新
しい旅の提案」についての学生グループ発表を準備する。

学生による「新しい旅の提案」のペアワーク発表を行う。
日本の地域振興、アジア諸国の町おこしの取り組みを紹介
する。コンテンツツーリズムを紹介する。

第8回 「アジアの映画」 次回授業のテーマである「アジアの音楽」につい
て、関連情報を収集し、各自の体験を盛り込みな
がら調べた内容をまとめて発表準備をする。

4時間

各自準備した情報を発表してもらう。アジアの映画を取り
上げてそれぞれの作品の魅力と解説する。映画の部分的な
映像を視聴する。グループワークで意見交換し、結果をレ
ポートにまとめる。

第9回 「アジアの音楽」 次回授業のテーマである「個人;旅;伝統;未来（未
来のための伝統再構築の技法）その１」について
準備する。

4時間

各自準備した情報を発表してもらう。アジアの音楽作品を
取り上げてそれぞれの作品の魅力と解説する。音楽作品の
部分的な音声を鑑賞する。グループワークを通して意見交
換し、ワークの結果をレポートにまとめる。
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第10回 個人×旅×伝統×未来（未来のための伝統再構築の技法）
その１

次回授業のテーマである「個人;旅;伝統;未来（未
来のための伝統再構築の技法）その２」につい
て、関連情報を収集し、日本の世界遺産の中で
もっとも興味をもった世界遺産の情報をまとめ
る。

4時間

中国大陸と台湾、日本の共通する文化の基盤と伝統の変容
を知るための講義を行う。思想の源流と発展を時代別、地
域ごとに変化するプロセスを学ぶ。グループワークを行い
、発表の準備をする。

第11回 個人×旅×伝統×未来（未来のための伝統再構築の技法）
その２

次回授業のテーマである「個人;旅;伝統;未来（未
来のための伝統再構築の技法）その３」につい
て、日本とアジアにおける関連情報を収集し、日
本の漫画やアニメに対する各自のもっとも興味の
ある内容をまとめる。

4時間

韓国、ベトナムの共通する文化の基盤と伝統の変容を知る
ための講義を行う。思想の源流と発展を時代別、地域ごと
に変化するプロセスを学ぶ。グループワークを行い、発表
資料を作成する。

第12回 個人×旅×伝統×未来（未来のための伝統再構築の技法）
その３

次回授業のテーマである「グループワーク発表
（アジアの未来と伝統）」について、関連情報を
収集し、日本と比較してアジア諸国における 家族
の形態を調べまとめる。

4時間

中国大陸と台湾、日本、韓国、ベトナムの共通する文化の
基盤と伝統の変容を知るための講義を行う。思想の源流と
発展を時代別、地域ごとに変化するプロセスを学ぶ。グル
ープワークを行い、プレゼンテーションを行う。

第13回 「グループワーク発表（アジアの未来と伝統）」 次回は、全体の振り返りとして各自の授業経験と
リフレクションをまとめる

2時間

学生が「アジアの未来と伝統」についてこれまで学んだこ
とを生かし、自ら収集した情報を分析し、自らの主張と論
点を発表する。各自準備してきた情報および資料を用いて
ペアワークを行い、一枚のレポートにまとめ提出する。

第14回 全体の振り返りとリフレクション 全体の振り返りとして各自の授業経験とリフレク
ションをまとめる

2時間

学生同士で発表の相互評価を行う。リフレクションを通し
て知識を深化し、定着させる。
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授業科目名 人権と社会

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

石井 基博

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可」

授業概要

様々な人権問題の考察を通じて、人権（差別問題）についてのより高い問題意識を持つとともに、社会的責任力と倫理的判断力を養う。また、社会の一員として差別のな
い社会に向けて実践的に取り組めるようになることが、この科目の目標です。この授業では、前半で「人権」の基本的な意味や日本国憲法における人権規定とその実際上
の問題点について理解を深めます。後半では、現代の主要な人権の問題について、人権の歴史をふり返りながらその知識と課題を理解・修得し、人権（差別）問題につい
て私たち自身の問題として考えていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 人権（差別）問題に関する知識と課題 人権（差別）問題についてより高い問題意識と倫
理的判断力を身につけることができる。

汎用的な力

1．DP5.計画・立案力 人権問題・差別をなくすためにどのように取り組
めばよいかを考え、自らの提案・具体策を提示で
きる。

2．DP6.行動・実践 人権の視点から、現代社会の文化・制度を理解で
き、社会の一員として差別のない社会の形成に貢
献できる。

3．DP8.意思疎通 相手の意見・考え方を理解できるとともに、自分
の見解を適切な表現力・記述力で表明できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・その他(以下に概要を記述)

ワークシートによる小テスト（および次回の課題としての不正解問題の練習）

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験（筆記）

60

授業で取り上げたテーマについて人権の知識・教養を用いて説明し、かつ自分の意見・考えを述べ
る。

：

％

授業ごとの振り返りシート

15

授業で得た人権についての知識・教養、グルーブワークでの他者の意見、表明した自分の見解など
について記述する(100字以上）（毎回1点の15点満点）。

：

％

授業ごとのワークシート

15

不正解問題を練習して次回の課題として提出する（毎回1点の15点満点）。：

％
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中間レポート

10

人権に関する資料を読んで1200字程度のレポートを提出する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

吉田仁美編『スタート憲法』第３版・成文堂、2020年。
宍戸常寿編『18歳から考える人権』第２版・法律文化社、2020年。
横藤田誠・中坂恵美子著『人権入門〔第３版〕―憲法／人権／マイノリティ―』法律文化社、2017年。
その他の参考文献は授業中にその都度紹介します。また、適宜授業のテーマについての資料を配布します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 教室

備考・注意事項： 授業の前後に教室で質問に答えます。
Ｅメールでの質問は、zumwohl75@yahoo.co.jp （冒頭はゼット、hの後はエル）に送付する。
氏名と学籍番号を記入のこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 現代社会と人権（授業の到達目標と進め方について） 20世紀における人権問題の取り組みの伸長と人権
侵害との両側面についての内容を整理し、復習す
る。また、授業中に実施した小テストの不正解問
題の練習を行う。

4時間

20世紀における人権問題の取り組みの伸長と人権侵害との
両側面について考えます。

第2回 「人権」とはどういうことを言うのか 「人権」の基本的な意味についての内容を整理
し、復習する。また、授業中に実施した小テスト
の不正解問題の練習を行う。

4時間

「人権」の基本的な意味について確認するとともに、その
由来についても理解します。

第3回 人権問題を考える（1）差別と人権（グループディスカッ
ションと発表）

グルーブディスカッション（討論）とその後のグ
ループごとの発表の内容を振り返って整理し、復
習する。また、授業中に実施した小テストの不正
解問題の練習を行う。

4時間

私たちの身近な人権や差別の問題について、グルーブに分
かれてディスカッション（討論）し、その後はグループご
との発表をしてもらい、さらに考えを深めます。（コロナ
禍でグループワークが難しい場合、個別に質問について考
えてもらい、そのあと意見発表・意見交換を実施します。
）

第4回 日本国憲法における人権①日本国憲法における人権規定 日本国憲法における基本的な人権規定の内容を整
理し、資料を読みながら復習する。また、授業中
に実施した小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

日本国憲法における基本的な人権規定の内容について理解
します。

第5回 日本国憲法における人権②人権規定の実態（自由権の現
状）

日本国憲法における人権規定のうち、自由権の実
情や問題点について整理し、資料を読みながら復
習する。また、授業中に実施した小テストの不正
解問題の練習を行う。

4時間

日本国憲法における基本的な人権について、自由権の実情
や問題点について検討します。

第6回 日本国憲法における人権③人権規定の実態（平等権と生存
権）

日本国憲法における人権規定のうち、平等権と生
存権の実情や問題点について整理し、資料を読み
ながら復習する。また、授業中に実施した小テス
トの不正解問題の練習を行う。

4時間

日本国憲法における基本的な人権について平等権と生存権
の実情や問題点について検討します。

第7回 人権問題を考える（2）「いじめ」について（グループ
ディスカッションと発表）

いじめの問題についてグルーブディスカッション
（討論）とその後のグループ発表の内容を振り
返って整理し、復習する。また、配布した人権に
関するレポート資料を熟読するとともに、授業中
に実施した小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

いじめの問題について、グルーブに分かれてディスカッシ
ョン（討論）し、その後はグループごとの発表をしてもら
い、さらに考えを深めます。（コロナ禍でグループワーク
が難しい場合、個別に質問について考えてもらい、そのあ
と意見発表・意見交換を実施します。）
（中間レポート資料配布）

第8回 現代の様々な人権（1）子どもの人権①「いじめ」 学校での子どもの人権、特に「いじめ」のタイプ
と特性や解決策などについて整理し、資料を読み
ながら復習する。また、配布した人権に関するレ
ポート資料を熟読するとともに、授業中に実施し
た小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

学校での子どもの人権、特に「いじめ」の問題について、
そのタイプと特性や解決策などを考えます。
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第9回 現代の様々な人権（1）子どもの人権②体罰 学校での体罰の問題について整理し、資料を読み
ながら復習する。また、配布した人権に関するレ
ポート資料を熟読するとともに、授業中に実施し
た小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

学校での子どもの人権のうち、体罰の問題について考え、
検討します。

第10回 現代の様々な人権（1）子どもの人権③校則 学校での校則の問題について整理し、資料を読み
ながら復習する。また、配布した人権に関するレ
ポート資料を読んで考えたことについて1200字程
度のレポートを作成するとともに、授業中に実施
した小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

学校での子どもの人権のうち、校則の問題について考え、
検討します。

第11回 人権問題を考える（３）ＤＶＤビデオ鑑賞・グループディ
スカッションと発表

人権問題（障がい者の人権）についてのＤＶＤビ
デオ鑑賞のグルーブディスカッション（討論）と
その後のグループ発表の内容を振り返って整理
し、復習する。また、配布した人権に関するレ
ポート資料を読んで考えたことについて1200字程
度のレポートを完成させるとともに、授業中に実
施した小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

人権問題（障がい者の人権）についてのＤＶＤビデオを鑑
賞して、その後内容についてのグループディスカッション
（討論）と発表を行います。（コロナ禍でグループワーク
が難しい場合、個別に質問について考えてもらい、そのあ
と意見発表・意見交換を実施します。）

第12回 現代の様々な人権（2）障がい者の人権①障がい者の歴史 障がい者の人権の歴史やその取り組みの意義につ
いて整理し、復習する。また、授業中に実施した
小テストの不正解問題の練習を行う。

4時間

障がい者の人権の歴史を振り返って、その取り組みの意義
について考えます。
（中間レポート提出）

第13回 現代の様々な人権（2）障がい者の人権②障がいとは何か 障がい者の人権問題について、障がいとは何かと
いう観点からその問題を整理するとともに、資料
を読みながら日本での障がい者問題への取り組み
についても復習する。また、これまでの授業内容
を整理して期末試験の準備をするとともに、授業
中に実施した小テストの不正解問題の練習を行
う。

4時間

障がい者の人権問題について、障がいとは何かという観点
からその問題の理解をさらに深めるとともに、日本での障
がい者問題への取り組みについても確認します。

第14回 現代の様々な人権（3）部落差別問題 部落差別問題に関して、被差別身分が歴史の中で
どのように生み出されたかというその社会的起源
と近代社会における部落差別の撤廃の取り組みと
について整理し、復習する。また、これまでの授
業内容を整理して期末試験の準備をするととも
に、授業中に実施した小テストの不正解問題の練
習を行う。

4時間

部落差別問題について、被差別身分が歴史の中でどのよう
に生み出されたかをその社会的起源にさかのぼって理解す
るとともに、近代社会における部落差別の撤廃の取り組み
についても認識し、その差別問題について考えます。
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授業科目名 日本国憲法

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

小宮山 直子

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業では、まず日本国憲法の成立過程から学びます。そして、憲法の基礎的知識を条文や憲法判例を通して習得し、社会における多様な問題について、憲法の視点か
ら、自分の力で考える能力を身につけることを目標とします。「憲法」「法」は難しいというイメージがあるかもしれませんが、授業では、できるだけ身近な素材を取り
あげて検討していきます。授業を通して、憲法とわたしたちの日常生活との関わりについて、そして、憲法改正の問題について考える機会になります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 憲法の意義、日本における憲法の歴史、日本国
憲法の内容・諸問題を条文や判例を通して学
ぶ。

日本国憲法の基本原理及び基礎知識を修得し、社
会を生きる力とする。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 わたしたちの日常生活と憲法との関係を理解し、
社会における諸問題について自分の意見を述べる
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

全期間の内容を範囲とした試験を行う。憲法に関する基礎知識を理解している、その基礎知識を用
いて提示された課題について自身の意見を含めて論述することができているかという観点を中心に
評価します。

：

％

授業内レポート・小テスト

40

各授業の中間・最後に、授業内容に関する復習課題、もしくは小テストを行い、憲法に関する重要
語句が理解できているかについて評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

保育と日本国憲法橋本 勇人 みらい・・ 年・ 2018

参考文献等

芦部信喜『憲法（第７版）』岩波書店
駒村圭吾編『プレステップ憲法』弘文堂
『別冊ジュリスト　憲法判例百選Ⅰ・Ⅱ』有斐閣
『セレクト六法』岩波書店
その他の文献については適宜授業内で提示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
新聞などの各メディアを通じて、多様な社会問題に関心をもつよう心がけましょう。
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オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 講義室

備考・注意事項： 授業前後に講義室で質問に応じます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 「憲法」とは？ 今回の授業のポイントを確認・整理する。特に日
本法全体における憲法の位置づけを確認する。次
回授業に該当するテキストの部分を通読する。

4時間

受講上の注意点などについて説明する。私たちの生活と「
憲法」の関係を考えてみる。憲法を含む、日本法の全体構
造および日本国憲法の構造を学習する。

第2回 「世界」「日本」の「憲法」の成立と歩み 今回の授業のポイントを確認・整理する。特に立
憲主義の特徴について各自でまとめる。次回授業
に該当するテキストの部分を通読する。

4時間

欧米の「憲法」の歴史を概観する。「立憲主義」という言
葉の意味を考える。
日本において「憲法」はどのように誕生したのか？大日本
帝国憲法の特徴とともに、日本国憲法の成立過程及び現在
までの歩みを学ぶ。

第3回 「日本国憲法」の基本方針・基本構造 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：日本国憲法の基本構造、憲法の三大原
理、個人の尊重、天皇制と国民主権、憲法改正。
次回授業に該当するテキストの部分を通読する。

4時間

日本国憲法の基本原理および基本構造（統治の基礎と人権
の基礎）を確認する。
日本国憲法における「天皇」制と国民主権。

第4回 統治の基礎ー１（国会） 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：国会の仕組、国会議員の特権、選挙な
ど。次回授業に該当するテキストの部分を通読す
る。

4時間

国会の役割を中心に、日本の統治機構の基本について学ぶ
。さらに三権分立の意義について検討する。

第5回 統治の基礎ー２（裁判所） 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：最高裁判所と下級裁判所、違憲審査制、
司法権の独立。次回授業に該当するテキストの部
分を通読する。

4時間

裁判・裁判所の仕組みを中心に考察する。
違憲審査制を理解する

第6回 憲法のもとに保障される人権とは？ 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワー：「人権」の歴史。次回授業に該当するテキ
ストの部分を通読する。

4時間

日本国憲法の人権規定の基本にある考え方を学ぶ。人権規
定の種類・分類を学び、人権の意義と全体像を確認する。

第7回 信教の自由とは？ 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：思想良心の自由、信教の自由、政教分離
の原則。次回授業に該当するテキストの部分を通
読する。

4時間

自由権（１）――自由権とは？信仰する自由そして政教分
離の原則の意義について考える。

第8回 表現の自由が保障される理由は？ 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：自己実現、自己統治、知る権利次回授業
に該当するテキストの部分を通読する。

4時間

自由権（２）－－「表現活動」をめぐる判例や近年の動向
を通して、表現の自由の重要性を検討する。

第9回 刑事手続き上の権利 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：刑事手続、被疑者・被告の権利、裁判員
裁判。次回授業に該当するテキストの部分を通読
する。

4時間

適正手続の保障など、刑事手続に関する権利を検討する。
裁判員制度の概要・諸問題を考える。

第10回 社会権 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：社会権の歴史、生存権、貧困　教育権の
意義、労働者の権利、正規雇用と非正規雇用。次
回授業に該当するテキストの部分を通読する。

4時間

社会権――社会権の歴史を学ぶ。生存権の意義と、日本の
貧困問題を考えてみる。教育を受ける権利、労働者の権利
。

第11回 法の下の平等 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：平等をめぐる重要判例（夫婦別姓、同性
婚など）ジェンダー。次回授業に該当するテキス
トの部分を通読する。

4時間

憲法上の「平等」の意味は？14条・24条をめぐる近年の重
要判例を学びつつ、家族をめぐる法や諸問題（夫婦別姓、
同性婚など）を憲法を通して検討する。ジェンダーと法。

第12回 自分のことはすべて自分で決められるのか？ 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：新しい人権、自己決定権、重要判例。次
回授業に該当するテキストの部分を通読する。

4時間

新しい人権と「自己決定権」について考えてみる。こども
の権利について検討する。
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第13回 これまでの「平和」・これからの「平和」について考える 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：「平和」と9条。次回授業に該当するテキ
ストの部分を通読する。

4時間

戦後から現在までの「９条」をめぐる様々な動向・多様な
意見を確認し、今後の日本の「平和」と憲法の意義を考え
てみる。

第14回 憲法改正とは？改正をめぐる諸問題 今回の授業のポイントを確認・整理する。キー
ワード：憲法改正、国民投票。これまでの授業内
容を再度見直し、授業で取り上げた憲法に関する
重要判例も確認する。

4時間

憲法改正をめぐる動向と諸問題を検討する。これまでの講
義内容全体を復習する。憲法の重要判例も再度確認する。
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授業科目名 文学と歴史

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

白瀬 浩司

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

あなたは絵本が好きですか？　さほど好きではないですか？
保育者をめざす人であっても、絵本そのものを《楽しむ対象や素材》というより、余った時間の埋め合わせや保育活動のための《つなぎのアイテム》と見ている人もいる
ようです。
本科目では、絵本の歴史や絵本が各世代の読者に対して果たす役割について理解するとともに、選定した絵本を用いながら個々の絵本の物語世界を文字情報と絵画情報の
双方を手がかりに読み解いていきます。絵本にこめられたメッセージをしっかりと受けとめられる読者（そして保育者）をめざしましょう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 絵本の素材となった物語、あるいは現存する絵
本に関する幅広い知識・教養を身につける。

物語絵本の歴史（西洋）、絵本の素材となった日
本の物語の歴史について、大まかに文学史的な流
れを理解する。

2．DP2.専門的知識・技能、職業理解 絵本・童話の特徴・形式や読み聞かせの技法に
ついて理解すること、対象作品を正しく読解す
ること。

絵本・童話の物語世界を文字情報・絵画情報を手
がかりに正しく読み取ることができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 対象を正しく理解した上で、そこに内包される課
題を見出すことができる。

2．DP6.行動・実践 理解した対象について、適切な形で伝達・表現す
ることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がない場合、最終レポートの提出がない場合は放棄とみなし、成績評価を「－」（評価しな
い）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業ワークシート

30

各回（11回）に提出するワークシートの記述内容により、よく理解できている＝3点、概ね理解でき
ている＝2点、理解がやや不十分である＝1点とします。

：

％

授業ワークシート（小レポート課題）

30

授業時に提出するワークシートのうち3回分を小レポートとし、提示された課題に関する記述内容と
理解度により評価します。10点×3回

：

％

受講態度

10

グループ報告、各回の授業への参加態度（発言・グループ討議）、課題への取り組み姿勢、授業資
料ファイルの整理状況により、評価します。

：

％

最終課題（定期試験） 課題に対する理解と、記述内容により評価します。なお、基本的な文章スキルにかかわる評価項目
については、講義時に提示します。

：
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100068

30 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

※『ベーシック絵本入門』（ミネルヴァ書房、2013年）
※『はじめて学ぶ日本の絵本史』Ⅰ～Ⅲ巻（ミネルヴァ書房、2001～2002年）
その他の文献については、適宜、授業時に紹介します。
なお、14回の全体的な授業構成は基本的に動きませんが、事例として扱う絵本は最新情報を照会しつつ変更する場合のあることをご承知おきください。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業ワークシート」によって本時の授業の振り返りを行うとともに、次回の授業の予告を踏まえて予習に取り組むこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜３限

場所： 西館（図書館横）５階研究室

備考・注意事項： その他連絡をとりたい場合はEメールで（アドレス：shirase@g.osaka-seikei.ac.jp）。なお、Eメールには氏名と学籍番号を必ず
入れること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 絵本とは何か―基本概念と表現特性、西洋の絵本史概説 配布資料を読み返すとともに、絵本の種類に関す
る小課題に取り組む。

4時間

絵本に関する基本的な概念と、絵本の持つ表現特性につい
て学びます。また、西洋の絵本の歴史について概説します
。

第2回 絵本の種類―子どもにとっての絵本、日本の絵本史概説 授業時の配布資料を読み返し、赤ちゃん絵本に関
する小課題に取り組む。

4時間

絵本の種類について実物を見ながら確認する（絵だけの絵
本、字だけの絵本も含む）とともに、子どもの成長・発達
に絵本が果たす役割について概略を学びます。また、日本
の絵本の歴史について概説します。

第3回 乳児と絵本―赤ちゃん絵本を《見る》こと、《読む》こと 講義資料を読み返すとともに、次回に扱う絵本に
目を通しておく。

4時間

複数の絵本に目を通し、いわゆる〈赤ちゃん絵本〉が乳児
の発達にいかに関わるのか、その特徴について理解すると
ともに、保育現場でどのように活かしていくかを学びます
。

第4回 幼児と絵本、小中学生と絵本、大人と絵本 配布資料を読み返すとともに、昔話絵本に関する
小課題に取り組む。

4時間

複数の絵本に目を通し、子ども（幼児・児童・生徒）から
大人にとっての絵本との出会いについて学びます。病院の
院内学級、グリーフケアや終末期医療の現場での絵本の読
み聞かせ実践の事例にも触れていきます。

第5回 昔話絵本を《読む》 講義時の配布資料で復習をするとともに、絵本
『にゃーご』を事前に読んでおく。

4時間

日本の昔話を題材にした絵本を取り上げ、その概要を理解
するとともに、中世に書かれて近世に出版された昔話絵本
の翻字・解読をしていきます。江戸期の絵本は、いわゆる
変体仮名で書かれていますので、文化的な歴史の姿に触れ
ることにもなります。

第6回 絵本に込められたメッセージを《読む》―基礎篇・事例研
究①『にゃーご』

配布資料で復習をするとともに、絵本『だいじょ
うぶ　だいじょうぶ』を事前に読んでおく。

4時間

絵本『にゃーご』（宮西達也）を事例として取り上げ、文
字情報・絵画情報を確認しながらペア作業・個人作業を行
い、同絵本にこめられたメッセージを読み解いていきます
。

第7回 絵本に込められたメッセージを《読む》―基礎篇・事例研
究②『だいじょうぶ　だいじょうぶ』

講義時の配布資料で復習をおこない、絵本『手ぶ
くろを買いに』を事前に読んでおく。

4時間

絵本『だいじょうぶ　だいじょうぶ』（いとうひろし）を
事例として取り上げ、文字情報・絵画情報を確認しながら
ペア作業・個人作業を行い、同絵本にこめられたメッセー
ジを読み解いていきます。

第8回 絵本に込められたメッセージを《読む》―基礎篇・事例研
究③『手ぶくろを買いに』

配布資料を読み返し、絵本『ぐるんぱのようちえ
ん』に目を通す。

4時間

絵本『手ぶくろを買いに』（新美南吉）を事例として取り
上げ、文字情報・絵画情報を確認しながらペア作業・個人
作業を行い、同絵本にこめられたメッセージを読み解いて
いきます。

第9回 映像化された絵本作品を《読む》―事例研究①『ぐるんぱ
のようちえん』

講義時の配布資料で復習をおこない、絵本『はら
ぺこあおむし』に目を通す。

4時間

絵本を原作としていても、それが映像作品となった場合、
読者・視聴者の受ける印象は異なる場合があります。映像
メディアによる表現の特色と、それに照らしつつ、改めて
絵本の特質を捉え返していきます。今回は『ぐるんぱのよ
うちえん』（西内ミナミ・文／堀内誠一・絵）の絵本作品
と映像作品を対象として検討します。

第10回 映像化された絵本作品を《読む》―事例研究②『はらぺこ
あおむし』

配布資料を読み返すとともに、絵本『おまえうま
そうだな』に目を通す。

4時間
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絵本を原作としていても、それが映像作品となった場合、
読者・視聴者の受ける印象は異なる場合があります。映像
メディアによる表現の特色と、それに照らしつつ、改めて
絵本の特質を捉え返していきます。今回は『はらぺこあお
むし』（エリック=カール・作／もりひさし・訳）の絵本作
品と映像作品を対象として検討します。

第11回 映像化された絵本作品を《読む》―事例研究③『おまえう
まそうだな』

授業時の配布資料を読み返し、絵本『ことりをす
きになった山』に目を通す。

4時間

絵本を原作としていても、それが映像作品となった場合、
読者・視聴者の受ける印象は異なる場合があります。映像
メディアによる表現の特色と、それに照らしつつ、改めて
絵本の特質を捉え返していきます。今回は『おまえうまそ
うだな』（宮西達也）の絵本作品と映像作品を対象として
検討します。

第12回 絵本に込められたメッセージを《読む》―応用篇・演習①
『ことりをすきになった山』

配布資料を読み返すとともに、絵本『せかいいち
うつくしい　ぼくの村』に目を通す。

4時間

文字情報と絵画情報によって紡ぎ出される物語世界を捉え
、作品にこめられたメッセージを一人ひとりが自力で読み
解く演習を行います。今回は『ことりをすきになった山』
（アリス=マクレーラン・作／エリック=カール・絵／ゆあ
さふみえ・訳）を対象として取り上げます。

第13回 絵本に込められたメッセージを《読む》―応用篇・演習②
『せかいいち　うつくしい　ぼくの村』

配布資料を読み返し、絵本『おじさんのかさ』に
目を通す。

4時間

文字情報と絵画情報によって紡ぎ出される物語世界を捉え
、作品にこめられたメッセージを一人ひとりが自力で読み
解く演習を行います。今回は『せかいいち　うつくしい
ぼくの村』（小林豊）を対象として取り上げます。

第14回 現代を生きる私たちは絵本といかに関わるか―応用篇・演
習③『おじさんのかさ』

ファイリングした配布資料を用いて半期の授業の
振り返りを行い、最終課題（定期試験）に備え
る。

4時間

文字情報と絵画情報によって紡ぎ出される物語世界を捉え
、作品にこめられたメッセージを一人ひとりが自力で読み
解く演習を行います。今回は『おじさんのかさ』（佐野洋
子）を対象として取り上げます。また、授業全体をふり返
りつつ、絵本の歴史や、現代における私たちと絵本との関
わりについてまとめていきます。
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授業科目名 文学と歴史

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

三上 聡太

毎回プリントを配布し、PowerPointと板書を用いて説明します。講義が中心となります。授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

現在、人文科学をとりまく状況は大きく変化してきています。この授業では〈文学〉と〈歴史〉の分野を基盤に領域横断的なものの考えかたを学びます。ひとつの手がか
りとしたいのは「物語」です。例えば皆さんのよく知るアニメーションも「物語」ですが、これらは皆さんの生きる時代をどのように描いているのでしょうか。「物語」
をたんなるフィクションとして片付けてしまわず、そこからさまざまな時代を読みかえてみたいと思います。方法や立場に捉われない柔軟な思考力を身につけることがこ
の授業の目的です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 人文科学に関する幅広い教養を身につける。 〈文学〉と〈歴史〉を対等なテクストとして扱う
「新歴史主義」という考え方を学ぶ。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 テクストを鑑賞するだけではなく、精読によって
問題点を見つけることができる

2．DP8.意思疎通 自分の意見を述べるだけでなく、論拠のあるレ
ポートを書くことができる。

3．DP10.忠恕の心 多様なものごとに対して良心と良識をもって向き
合うことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がない場合は放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

25

授業の内容について小テストを行います。語句の意味などを理解しているかを問います。5段階で評
価します。

：

％

小レポート

25

授業で扱ったテクストについて小レポートを行います。自分なりの問題点を見つけているかを問い
ます。5段階で評価します。

：

％

試験(レポート)

50

授業で扱ったテクストについて定期試験期間にレポートを実施します。引用や注釈、あるいは参考
文献が示されており、提出物として成立しているかを問います。5段階で評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『読むための理論：文学・思想・批評』(世織書房、1992年)。
他については授業内に紹介します。
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『読むための理論：文学・思想・批評』(世織書房、1992年)。
他については授業内に紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。指示されたテクストがある場合、この時間にかならず読んでおいてください。これ
が人文科学、とくに文学を学ぶにあたっての最低限のルールです。またわからない語句などは授業までに調べておく習慣をつけましょう。大学での「学び」の半分は学生
の主体性によって成り立っています。皆さんの積極的な学びに期待します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜12:20～13:10

場所： 非常勤講師室

備考・注意事項： 月曜日の12:20～13:00をオフィスアワーとします。
授業の前後に訪問することをに申し出てください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 授業の説明　人文科学とは何か 次回のテクストを読み、その内容を理解する。ま
たこのシラバスを読み、半年間の学習計画を立て
る。

4時間

高校までの「文系」教科の内容をふり返りつつ、文学と歴
史をあらためて学ぶ意義について講義します。この授業の
進めかたや、毎回の小レポートの書きかたについても説明
します。

第2回 「物語」はどこから来たのか　(神話) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

「古事記」「日本書紀」から日本の神話の世界観について
学びます。また他のさまざまな国の神話とどのような共通
点をもっているのかを考えます。

第3回 「物語」はどのように変化したのか　(昔話) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

「遠野物語」から日本の昔話の構造について学びます。ま
た人々の信仰とどのような関係をもっていたのかを、現在
の都市伝説などと比較しながら考えます。

第4回 「物語」はどのように移動したのか　(言語) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

国立国語研究所の「日本言語地図」をもちいて演習を行い
ます。具体的には、言語文化の伝播が人々の移動とどのよ
うな関係をもっていたのかを考えます。

第5回 「語る」とはどういうことか　(随筆) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

「枕草子」から日本の文学の牽引力となったものについて
学びます。また女流文学と「語る」ことへの欲望について
考えます。

第6回 「読む」とはどういうことか　(物語) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

「とりかえばや物語」から日本の文学のパターンについて
学びます。またその後どのように読まれつづけているのか
を、現在の漫画やアニメーションも含めて考えます。

第7回 「テクスト」とはどういうことか　(物語) 次回のテクストを読み、その内容を理解する 4時間

「平家物語」からテクストという概念について学びます。
またいつ・誰が・誰に・何を・なぜ・どのように語ろうと
していたのかを多角的に考えます。

第8回 どこからが「日本の文学」なのか　(〈外地〉文学) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

森鴎外「舞姫」をその一行目から考えます。「石炭」、「
女性」から日本の近代がどのようには始まったのかを考え
ます。

第9回 どこまでが「日本の文学」なのか　(〈在日〉文学) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。 4時間

イ・フェソン「砧をうつ女」から日本の小説の枠組みにつ
いて学びます。また〈内なる〉植民地とは何かを考えます
。

第10回 どこまでが「日本の文学」なのか　(〈沖縄〉文学) 次回のテクストを読み、その内容を理解する。レ
ポートの作成に取り組む。

4時間

目取真俊「ブラジルおじいの酒」から日本の小説の枠組み
について学びます。また〈沖縄〉の過去と現在のつながり
について考えます。

第11回 どこまでが「日本の文学」なのか　(〈北海道〉文学) レポートの作成に取り組む。 4時間

村上春樹「羊をめぐる冒険」から日本の小説の枠組みにつ
いて学びます。また〈北海道〉の羊が日本人のどのような
二面性をあらわしているのかを考えます。

第12回 「物語」は終わったのか　(ドキュメンタリー) レポートの作成に取り組む。 4時間

〈戦後〉へのひとつの視座として、ドキュメンタリー「ゆ
きゆきて神軍」が現在に投げかけている問いについて考え
ます。

第13回 「物語」は終わったのか　(アニメーション) レポートの作成に取り組む。 4時間

〈大きな物語〉が終わったとされる現在、日本のアニメー
ションがどのような物語を再生産しているのかを考えます
。

第14回 「物語」をどう伝えるのか　(国語教科書) レポートの作成に取り組む。 4時間

小学校、中学校の国語教科書をもちいて演習を行います。
具体的にはこれからの社会へ向けてどのような読みの傾向
をもたせているのか、その功罪について考え、授業のまと
めをします。
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授業科目名 人間学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期・後期1 2

荒木 秀夫

講義は板書もしくはPowerPointを用いて行い、必要に応じプリント配布による説明が主体となります。授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

人間学は「人間とは何か」「いかに生きるべきか」という問に総合的に答えるために、哲学や倫理学を土台に科学や宗教学などの成果をふまえて、多面的に考えようとす
る講義です。人間とは何か、という本質に関する問いかけから始めて様々な人間観を概観した後、20世紀に登場した文化的人間観について詳しく考えていきます。主題自
体は難しそうですが、出来るだけ具体的な例を用いて受講生と一緒に考えていきたいと思っています。なお、授業計画は受講者の興味関心の領域やレベルによって、適宜
変更することもあります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 古代・中世・近代の代表的な人間観を知ること
によって、現代人の生き方を考える

過去の事例に学び、これからの自分の生き方に生
かす

汎用的な力

1．DP4.課題発見 人間の本質を知り、自分をみつめる

2．DP6.行動・実践 自分の行動の源泉を知り、これからの生き方に生
かす

3．DP9.役割理解・連携行動 人間とは何かについて考えることで、自分が果た
すべき役割を知る

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

講義期間中にレポート作成の指導を行い、期間内に提出してもらいます

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

レポートは必ずコメントをつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

20

求められている要素を過不足なく記述した上で、自分の観点から論述できているかを評価します。：

％

ノート

10

講義の内容を漏らさずに書き、自分なりにきちんとまとめられているかを評価します。：

％

期末論述試験

70

講義内容を踏まえて、論理的に必要な項目を説明できるかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特定の参考書は指定せず、必要に応じて教室で適宜紹介します。
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特定の参考書は指定せず、必要に応じて教室で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 特に質問がある場合は、授業中に申し出てくれれば授業前後の時間に対処します

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 講義ガイダンス　人間学とは何か 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

受講する際の基本的な注意点を説明します
人間学とは何か、どのような学問なのかについて説明しま
す

第2回 人間観の類型　古代～中世～近代 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

人間が世界をどのようにとらえてきたか、という世界観の
変遷について
神・自然・人間の三者の関係を中心に講義します

第3回 代表的な人間観（1）～古代 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

古代における人間観を「ホモ＝サピエンス」という概念を
中心に説明します

第4回 代表的な人間観（2）～中世 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

西欧中世における人間観を「ホモ＝レリギオーオス」とい
う概念を中心に説明します

第5回 代表的な人間観（３）～近代 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

近代における人間観を「ホモ＝ファーベル」という概念を
中心に説明します

第6回 近代の人間観の課題 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

「ホモ＝ファーベル」という概念が現代にまで続く様々な
問題を内包していることを具体的な問題に即して説明しま
す

第7回  １９世紀以降の新たな人間観 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

19世紀の人間観の特徴をドイツロマン主義、ニーチェの「
ディオニュソス型人間」という概念とフロイトの「無意識
」の問題を中心に説明します

第8回 20世紀の人間観（１）ホイジンガとカイヨワ 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

20世紀において提示された文化的社会学的人間観である「
ホモ＝ルーデンス」を中心に説明します

第9回 20世紀の人間観（２）社会学的人間観 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

何故「ホモ＝ルーデンス」という概念が提唱されたのか、
その時代的背景を含めて説明します

第10回 20世紀の人間観（３）遊びの定義 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

「ホモ＝ルーデンス」の中心となる「遊び」をめぐる問題
について説明します

第11回 20世紀の人間観（４）遊びの分類とその意味 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

カイヨワの「遊びの分類」を説明した後、それが何を目指
してものであったかについて説明します

第12回 レポート作成日 授業中にレポート作成が完了しなかった場合は、
自宅で完成させること

4時間

「遊び」の定義を踏まえて、自分の生活を見直すレポート
を作成してもらいます
レポートの書き方は授業中に個別指導します

第13回 20世紀の人間観（４）まとめ　全体のまとめ 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

20世紀の人間観が目指した新たな人間観の意味と、それを
これからの自分にどう生かしていくべきかについて説明し
ます

第14回 日本人と遊び 講義のノートをきちんとまとめること 欠席、遅刻
した場合は、抜けている箇所を補足しておくこと

4時間

講義のまとめとして日本人が「遊び」についてどのように
考えてきたかについて古典文学の中から実例を探し考えま
す。最後に講義全体のまとめと復習を行います
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授業科目名 文学と歴史

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

浅野 法子

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

　文学作品は作家の表現活動を形にしたものであるとともに、時代の産物でもあります。そこには社会情勢や文化土壌、作家の思想性が反映され、人類の歴史が凝縮され
ています。
　本授業では、「子ども」をキーワードに日本の近現代の文学作品を読み解くことを試みます。文学に表象された社会背景や作家の自伝的要素を抽出し、文学にみる児童
観の変遷も検証します。発表やグループワークやレポート作成の方法も学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 日本文学と歴史に関する幅広い教養を身につけ
る。

文学作品を読み、歴史的背景がわかる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 文学作品を分析できる。

2．DP8.意思疎通 グループで課題解決ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

ミニ発表の取り組みや、グループワークへの貢献度，授業態度などを総合的に評価します。：

％

授業外課題

30

内容の妥当性と論理的構成について、独自のルーブリックに基づいて評価します。：

％

提出物（振り返りシート）

30

毎回の授業で振り返りメモの提出を課します。授業内容を理解し、自分で考えられていれば、2ポイ
ント（加点あり）、理解不足は1ポイント。

：

％

試験

20

内容の妥当性と論理的構成について、独自のルーブリックに基づいて評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜３限

場所： 研究室（西館5階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 授業ガイダンス――自分史をまとめる 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・授業の進め方
・発表の分担
・自分史として年譜を作成する
・児童観のいろいろ

第2回 はじめに：物語について 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

物語について、日本のもっとも古い物語とされる竹取物語
を事例に考察する。
・作品の背景
・派生作品のいろいろ

第3回 小川未明の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「金の輪」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第4回 新美南吉の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「久助君の話」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第5回 宮澤賢治の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「セロ弾きのゴーシュ」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第6回 児童文学作品に描かれた子ども①松谷みよ子の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「ちいさいモモちゃん」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第7回 児童文学作品に描かれた子ども②那須正幹の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「ズッコケ三人組」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第8回 児童文学作品に描かれた子ども③灰谷健次郎の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「兎の眼」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第9回 児童文学作品に描かれた子ども④岡田淳の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・年譜を読む
・作品講読：「放課後の時間割」
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第10回 ヤングアダルト作品に描かれた子ども①森絵都の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・作品講読
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第11回 ヤングアダルト作品に描かれた子ども②上橋菜穂子の場合 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・作品講読
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第12回 番外編①擬人化された動物の物語 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・作品講読
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える
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第13回 番外編②絵本に描かれた子ども 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・作品講読
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

第14回 番外編③アニメーションの中の子ども・まとめ 振り返りシートの作成、および次回に該当する課
題プリントを通読。各自発表準備をする。

4時間

・作品講読
・発表者による分析発表
・文学史での位置づけについて考える

100071
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授業科目名 日本の食文化

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

小関 佐貴代

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

近年、欧米諸国から日本食は健康によいと評価され、日本食レストランが流行しています。さて、皆さんの食生活は本当に健康的ですか？　この授業では、外国と日本の
食事を比較して、日本食の良さを理解し、皆さんの将来において、健康を維持できるように食事を設計する知識も習得します。皆さんの食生活を振返り、現在も使ってい
る食材の伝統や文化を知ります。「文化としての日本食」「食べる楽しみの日本食」「作る楽しみの日本食」を学び、今後の食生活を「健康食」となるように日常の食事
を作るヒントにしてください。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 日常の食生活を振返る機会を持ち、日本の伝統
食や食事情を理解します。さらには、全ての人
が健康に過ごすためにどのように行動すべきか
を考える力を養う。

基礎知識を習得し、自分自身の食生活が豊かで健
康維持できるように設計すること、日本の食料自
給率を向上させる行動を意識する。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 自分の食生活を振返り、改善すべきことを見出
し、改善方法を考えることができる。

2．DP6.行動・実践 我が国の食事情を理解し、食料自給率を向上させ
る行動ができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の小レポート

35

毎回の授業開始時にプリントを配布しますが、授業内に必要事項を書き込み、授業のまとめを記入
して、画像で提出します。
5点×14回×0.5＝35点

：

％

授業外課題

15

授業外課題（お弁当作り）
15点×1回＝15点

：

％

定期試験

50

全授業の総まとめとしての100点満点の定期試験を実施し、50点に換算します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「調理と文化」（朝倉書店）、「食の世界」（二宮書店）
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100074

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業内課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習してください。
また、授業外課題（自作のお弁当持参）に取組みましょう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日4限（15：00-16：40）

場所： 栄養第３研（中央館２階）

備考・注意事項： オフィスアワーの場所は栄養第３研（中央館２階）です。
授業や会議以外の時間には、栄養第３研究室にいますので、いつでも来室してもらって良いです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 今日の朝ごはんから、日本食を考えましょう 次の週までの７日間、朝食の献立を意識して、改
善できたことをまとめます。

4時間

①あなた自身の今朝のごはんを書きます。
②あなたの朝ごはんに足りないものがあるか考えます。
③日本旅館の朝食を見て、共通する食材を見つけます。
④日本家庭の和朝食を見て、共通する食材を見つけます。
⑤日本家庭の洋朝食を見て、共通する食材を見つけます。
⑥ニューヨークやロンドンの典型的な朝食を見ましょう。
⑦あなたが食べたい朝食を書きます。
⑦20歳の女性が一日に取りたい三大栄養素の量を知ります
。
⑧朝食に何を加えると良いか、ヒントを講義します。
⑨自分自身の朝食をどのようにすると良いかを考えてプリ
ントのまとめます。

第2回 大好きなお弁当から、健康的な食生活になっているかを検
証しましょう。

自分で作れるお弁当を考えて、次週には作って集
まります。

4時間

①日本料理屋のお弁当を見て、共通点を見つけます。
②あなたが好きな「お弁当」と「給食」メニューを書きま
す。
③アジア諸国、ヨーロッパ諸国、南北アメリカ諸国の学校
給食を見て、それぞれの共通点を見つけます。
④諸外国と日本の弁当との違いを考えます。
⑤思い出深いお弁当や給食を書きます。
⑥最後に、来週に作って持参するお弁当を考えます。

第3回 現代の日本人として欠かせない行事と食を考えましょう。 お家の郷土料理をインタビューしてくること、来
週の授業開始時に書きます。

4時間

①自作お弁当の写真を撮ってメールに添付して送信し、メ
ニューと工夫点を記入します。
②１から12月の行事と行事食について知っていることを書
きます。
③お正月に必ず食べる料理を書きます。
④正月料理とその意味を解説します。
⑤節句のお祝い料理とその意味を解説します。
⑥今後、大切にしたいと思う行事食とその理由を書いて、
プリントを提出します。

第4回 日本の郷土料理を知りましょう①―北海道～東海地方まで お家の方に、郷土料理をインタビューしてきま
しょう。

4時間

①北海道：石狩鍋、ジンギスカン鍋 など
②東北：いものおづけばっと、わんこそば、きりたんぽ
など
③関東：柳川鍋、ひしこ押し寿司 など
④信越：のっぺい汁、ぶり大根 など
⑤東海：みそ煮込みうどん、ぬまづ丼 など
の代表的な郷土料理を紹介します。

第5回 日本の郷土料理を知りましょう②―近畿地方～沖縄まで お家の宗教に関する食事をインタビューしてきま
しょう。

4時間

①近畿：鮒ずし、伊瀬うどん、三輪そうめん など
②中国：豆腐めし、わに刺し、ままかり など
③四国：たらいうどん、あん餅雑煮、宝楽焼き、皿鉢料理
など
④九州：白魚料理、卓袱料理、からし蓮根、さつまあげ な
ど
⑤沖縄：カーサム―チー、ラフテー など
地方の代表的な郷土料理を紹介します。

第6回 世界の三大宗教と食の関りを理解しましょう １週間に小麦を使ったお料理やお菓子を食べたか
を記録することが課題です。

4時間

①キリスト教の行事と食事について理解します。
②キリスト教の行事と日本文化との関りを理解します。
③イスラム教と食事について理解します。
④仏教と食事について理解します。
⑤神仏への供物と私たちの食の関りを理解します。
⑥ヒンズー教と食事について理解します。

第7回 米と小麦の食文化を理解して、活用しましょう。 お家でよく食べる野菜をたくさん使った料理と食
材を記録してきます。

4時間

①米が、どのように日本で作られてきたかを解説します。
②米の栄養的特徴を理解します。
③小麦が、どのように日本で作られてきたかを解説します
。
④米と小麦の違いを理解します。
⑤パン発祥と歴史を理解します。
⑥食べてみたい米料理と小麦料理やお菓子を書いて提出し
ます。

第8回 身近な野菜の歴史と食文化を理解しましょう。 1週間に大豆を使ったお料理やお菓子を食べたかを
記録することが課題です。

4時間
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①日常的に食べている野菜を書き、日本の原産野菜に印を
つけます。
②身近な野菜の花を確認します。
③京都の伝統野菜を解説します。
④大阪の伝統野菜を解説します。
⑤奈良の伝統野菜を解説します。
⑥他の地域の伝統野菜を解説します。
⑦将来、食べたい伝統野菜とその理由を書いて提出します
。

第9回 大豆の食文化・豆の種類、栄養について知識を広めましょ
う

1週間に食べた魚料理を記録することが課題です。 4時間

①身近な豆の名前が分かるかクイズに挑戦します。
②食べている豆の加工品を書きます。
③豆の種類について解説します。
④大豆の伝来の歴史や種類について解説します。
⑤大豆の栄養的な特徴を理解します。
④小豆の伝来の歴史や種類について解説します。
⑤世界の豆料理を紹介します。
⑥食べてみたい豆料理やお菓子とその理由もプリントに書
いて提出します。

第10回 身近な魚介類の特徴と料理を理解しましょう １週間に飲んだお茶とお菓子の種類を記録するこ
とが課題です。

4時間

①魚の名前の漢字クイズに挑戦します。
②魚の切り身クイズに挑戦します。
③養殖魚と天然魚のクイズに挑戦します。
④日本の近海魚の料理を記録します。
②魚肉料理の歴史を知ります。
③魚業の歴史を知ります。
④魚の旬と料理に知識を広げます。
⑤世界の魚料理と和食の違いに興味を持ちます。
⑥藻類の調理方法に興味を持ちます。
⑦食べてみたい魚料理を挙げて、その理由もプリントに書
いて提出します。

第11回 お茶の歴史と文化を理解します 1週間に食べた外食の回数を記録することが課題で
す。

4時間

①日常に飲んでいるお茶の種類を記録します。
②茶葉の歴史について解説します。
③茶葉の生産方法と分類について理解します。
④茶畑クイズに挑戦します。
⑤日本茶の特徴と種類について知識を深めます。
⑥日本茶の生産地と特徴への知識を深めます。
⑦世界のお茶の製法とお茶の飲み方を紹介します。
⑧今後、飲みたいお茶とその理由も書いて提出します。

第12回 変化する日本の食事情を理解しましょう 1週間に食べた寿司の種類と回数を記録することが
課題です。

4時間

①子どもが描いた絵を見て、家庭の食事の様子を考えます
。
②日本の外食・中食産業の経年変化を理解します。
③日本と世界各国の冷凍食品利用状況を理解します。
④生鮮食品と加工食品（輸入食品を含む）の表示法につい
て理解します。
⑤日本と世界各国の食料自給率について理解します。
⑥食料自給率を向上させる工夫を解説します。
⑦今後、どのように食事設計しようと思ったかを書いて提
出します。

今後の貴方にとって何を主食とするかを示し、その理由も
プリントに書いて提出します。

第13回 魚の保存とすしの発展を理解します。 自身のお箸の使い方が間違っていないか、気にし
て過ごしましょう。

4時間

①魚の生食クイズに挑戦します。
②魚の保存性クイズに挑戦します。
③果物の加工と保存性クイズに挑戦します。
④食品に含まれる水の化学的特性を解説します。
⑤食品の腐敗と微生物の特性を理解します。
⑥代表的な食中毒菌の特性について理解します。
⑦寿司の発祥から発展の歴史を理解します。
⑧早すし、発酵すしや馴れ寿しについて理解します。
⑨今後、食べてみたい寿司とその理由を書いて提出します
。

第14回 日本料理の理解を深め、お箸のマナーも確認しましょう 定期試験に向けて、授業プリントを復習しておく
こと

4時間

テーマ１．
①日本食のお箸のマナー（20項目）とその理由を解説しま
す。
②マナーを守って、困ったときの対策法も解説します。
③日常のお箸の使い方を振返って、気を付けることがあれ
ば書いて提出します。

テーマ２．日本の伝統料理を知りましょう。
①日本料理の３つの形態を理解します。
②会席料理の順序と主な食材と調理法を解説します。
③それぞれのお料理に対するマナーの解説します。
④懐石料理の意味を解説します。
⑤茶懐石料理とお茶事のマナーを解説します。
⑥日本食の味「うまみ」と味との組合せについて理解しま
す。
⑦今後、食べてみたい会席料理や懐石料理とその理由を書
いて提出します。
⑧定期試験ついて説明します。
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授業科目名 ホスピタリティー論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

米谷 徳恵

講義

該当する

ブライダルコーディネート及びホテルでの勤務を経験、現在は観光業はじめ医療、介護、理美容業において人的サービス
におけるコンサルティングを生業としている。ホテルマンや接客サービス最前線のスタッフ指導、リーダーシップ、管理
職等の研修を行い、学生が今後就職を考える業種においてどのような人材が望まれているかを含め指導できる。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

サービス産業の事業経営の両輪は、ホスピタリティとマーケティングです。本講義では、その一つであるホスピタリティの本質を、実際に接客現場で経験する事例などを
題材に理解を深めます。ホスピタリティは業界、業種、職種を問わず普遍的、かつ多様性(ダイバーシティ)を生かしながら社会で共生していくためのスキルでもありま
す。またグローバル社会をふまえ、和のおもてなしをベースにしたホスピタリティについても共に学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 ホスピタリティに関する基本知識 コミュニケーション、接客の場面で、その知識を
行動で実践できる。

2．DP2.専門的知識・技能、職業理解 サービス業におけるサービス、マーケティング
知識

サービスの理論を理解する事により、人的サービ
スの幅を広げることができる。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 学修したホスピタリティを学内学外を問わず実践
できる。

2．DP8.意思疎通 協同学習や討論の中で、円滑なコミュニケーショ
ンを取ることができる。

3．DP10.忠恕の心 ホスピタリティの学修と実践を通じて、心を共有
できる人間に成長できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

50

授業内容を良く理解できていること。基礎知識を用い、社会人になってからの自己目標を明確かつ
前向きな取り組みの形で表現できているかという観点から評価する。

：

％

課題レポート

30

授業への取り組み度、理解度に加え、文章作成力の向上を評価します。：

％

授業とグループワークへの参加度

20

受講意欲や講師の質問に対する回答、ワーク中の積極的な意見発表、リーダーシップを科目独自の
ルーブリックによって評価、配点します。

：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

参考文献は授業の中で随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
日々ホスピタリティを意識した生活を心がけ、学んだことを実践することにより、その理解力や観察力が研ぎ澄まされ、自己成長につながります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業のある教室

備考・注意事項： 質問は、kometani.n@ark.ocn.ne.jp に質問を送ってください。送る際には、タイトルに学績番号、氏名を明記し送信すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 オリエンテーション、ホスピタリティに関する基礎知識 サービス現場の観察ポイントを決め、良い事例、
悪い事例を収集し報告書を作成する。

4時間

講師紹介に続き、授業の進め方、学修内容、評価方法につ
いて確認。グループワークの後、ホスピタリティとは何か
？講師より一つの習得の道筋を提示。4～5名のグループを
作り、課題について討議し発表。
高い学修成果を上げるための目標の設定と管理の方法につ
いて学ぶ。

第2回 ホスピタリティの原点を知る レポートにまとめる。 4時間

ホスピタリティの語源にさかのぼり、その本質を掴めるよ
うホスピタリティの基本知識や事例について学ぶ。
欧米的発想と日本的発想の違いに触れながら、ホスピタリ
ティの領域を学習する。

第3回 ホスピタリティとサービスの違い サービス現場事例の収集継続。サービスとホスピ
タリティの違いを調べ、今までの収集事例を分類
してみる。

4時間

ホスピタリティとサービスの違いから、サービスについて
学習する。
サービスの種類からホスピタリティの位置づけ、ＣＳ活動
との関わりを考察する。

第4回 ホスピタリティとおもてなし 次回授業内容におけるサービス現場事例の収集を
する。

4時間

おもてなしは日本におけるホスピタリティであるといった
考え方が正しいのか、利休７則から本来のおもてなしとは
何かを研究する。

第5回 産業とホスピタリティ①ホテルなど宿泊業のホスピタリ
ティ

授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間

ホテルを中心とした宿泊業における事例を挙げて、その取
り組みやホスピタリティについて学ぶ。ラグジュアリーホ
テル、シティホテル、リゾートホテル、ビジネスホテル、
バジェットホテルなど種類に応じたホスピタリティがある
ことを学習する。

第6回 宿泊産業とホスピタリティ②日本旅館などのホスピタリ
ティ

授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間

日本旅館など、宿泊産業における事例を挙げてその取り組
みやホスピタリティについて研究する。「加賀屋」はじめ
老舗旅館の事例をもとに、日本旅館ならではのホスピタリ
ティ実践について学習する。

第7回 運輸業とホスピタリティ 授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間

運輸業には、鉄道、航空、船舶と観光産業には欠かせない
業種である。それぞれが観光産業としてホスピタリティを
利益にするための取組みについて学習する。

第8回 テーマパークとホスピタリティ 授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間

「東京ディズニーリゾート」、「ＵＳＪ」などのテーマパ
ークやレジャーランドのホスピタリティに関して運営会社
の取り組みなどを研究し学習する。

第9回 飲食業（レストラン、ファーストフード店）とホスピタリ
ティ

授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間

町のレストランからマクドナルドのようなファーストフー
ド店におけるホスピタリティを考える。ホスピタリティが
マニュアル化されている進化する飲食業界についてアルバ
イト先としている学生もいることから、スタッフとしての
視点なども含め相互交流を図り、学習を深める。

第10回 理美容業界とホスピタリティ 授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間

美容室に行かない学生はいない。顧客視点をもってどのよ
うにお店選びをしているのかなど、理美容業界のホスピタ
リティを考察する。
ブライダル業界とは関係が深いことから、これからのブラ
イダルについても考察を深めていく。

第11回 医薬業とホスピタリティ 授業で学んだ内容をレポートにまとめる。次回授
業内容におけるサービス現場事例の収集をする。

4時間
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ホスピタリティと同じ語源をもつホスピス、ホスピタルと
学習してきた「ホスピタリティ」について現場でどのよう
に実践されているのか、患者視点をもって考察する。

第12回 ホスピタリティとＳＤＧｓとの関連 今後日本のサービス産業のホスピタリティはどう
あるべきか

4時間

対人や接客に関する概念が変わってきている。サスティナ
ブルな生活様式に即したおもてなしについて考察する。新
しい宿泊形態や施設、新しい旅のスタイルの展開、ＡＩ時
代のホスピタリティはどうなっていくのか等、グループワ
ークの中でそれぞれの問題点や今後の課題について討論・
整理し発表する。

第13回 ホスピタリティ実践のための主体を考える 自己の考えをまとめてレポートを作成する。 4時間

グループ毎に、自分たちの極めたいホスピタリティ、また
その主体について考察し、次週の発表・プレゼンテーショ
ンに備えてグループワークを行う。

第14回 総括としてのプレゼンテーション 学生生活や就職活動、将来に生かせるよう、自身
で今後のための目標を整理する。

4時間

各グループでの提案と討議を整理し、プレゼンテーション
を行う。コメントを適宜発表し意見交換し、ホスピタリテ
ィについて総括する。

100076
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授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

中野 澄

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート（1～14回）

28

毎回のワークシート（授業内課題）は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題（1～14回）

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100077
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定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
国立文楽劇場での調査の際には、交通費が必要。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： 備考・注意事項：オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともありま
す。事前に予約指定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演を聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。グローバルコミュニケーション学科では、国立文
楽劇場へ行き、講演のメモ、要約、調査などを通して、自
分の意見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べる（情報収集・情報分析） 「調べる」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる

4時間

社会が抱える課題を反映した時事問題を題材に、グループ
ディスカッションをおこなう。情報収集・調査、意見の統
合・発表などを通して「話す力」の総合的な演習とする。
授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第8回 社会の課題と業界を調べる（情報収集・情報分析） 「調べる」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる

4時間

各業界について実習やインターンシップなどを前に知って
おきたいこと、また、各業界と社会の問題のことを調べる
。
調べたことを基にして、ワークに取り組み各自の意見をま
とめる。
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前回の授業や授業外学修課題でまとめたことを、ワークを
通じて理解を深めて共有する。また、各業界において自分
が関わるべき姿や行動をまとめる。

第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介する新聞を製作する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成した新聞をもとに、自身の調査した時事問題の論点、
それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテーシ
ョンしあう。

100077
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授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

麻畠 徳子・佐野 美保

回ごとに設定した授業内容により、それにふさわしい形態で授業を実施します。授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート（1～14回）

28

毎回のワークシート（授業内課題）は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題（1～14回）

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100078
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100078

定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： 備考・注意事項：オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともありま
す。事前に予約指定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演に聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。講演のメモ、要約、調査などを通して、自分の意
見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べるⅠ～SDGｓとは（情報収集・情報分
析、考える力）

授業内容を振り返り、SDGｓへの理解を深め、ワー
クシートを完成させる

4時間

社会が抱える課題を反映したSDGｓへの理解を深めるため、
成立の背景にある現状・課題について理解し、未来の社会
を想像し、グループで話し合う。

第8回 社会の課題を調べるⅡ～SDGｓを自分ゴトに（情報収集・
情報分析、考える力）

授業を振り返り、SDGｓへの自分の関わり方につい
て理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

世界の子どもたちの直面する社会問題を理解し、社会の課
題とSDGｓの目標とのつながりを考え、自分たちにできるこ
とや自分の役割についてグループで話し合う。

第9回 社会の課題を調べるⅢ～SDGｓ達成のためにできること
（情報収集・情報分析、考える力）

課題「わたしのアジェンダ2030」を完成させる 4時間

自分と自分を取り巻く社会の課題について調べ、社会の課
題とSDGｓの目標とのつながりを考え、自分たちが身近なと
ころでできることを考える。
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第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介する新聞を製作する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成した新聞をもとに、自身の調査した時事問題の論点、
それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテーシ
ョンしあう。

100078
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授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

福永 栄一・川口 規子

回ごとに設定した授業内容により、それにふさわしい形態で授業を実施します。授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート（1～14回）

28

毎回のワークシート（授業内課題）は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題（1～14回）

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100080
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100080

定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日３限目（13:10-14:50）

場所： 研究室（西館５階62）

備考・注意事項： 備考・注意事項：オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともありま
す。事前に予約指定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演に聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。講演のメモ、要約、調査などを通して、自分の意
見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べる～SDGｓとは～（情報収集・情報分
析、考える力）

授業内容を振り返り、SDGsへの理解を深め、ワー
クシートを完成させる。

4時間

社会が抱える課題を反映したSDGsへの理解を深めるため、
成立の背景にある現状・課題について理解し、未来の社会
を想像し、グループで話し合う。

第8回 社会の課題を調べる～SDGsを自分ゴトに～（情報収集・情
報分析、考える力）

授業を振り返り、SDGsへの自分の関わり方につい
て理解を深め、ワークシートを完成させる。

4時間

世界の子供たちの直面する社会問題を理解し、社会の課題
とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちにできること
や自分の役割についてグループで話し合う。

第9回 社会の課題を調べる～SDGs達成のためにできること～（情
報収集・情報分析、考える力）

「わたしのアジェンダ2030」を完成させる。 4時間

自分と自分を取り巻く社会の課題について調べ、社会の課
題とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちが身近なと
ころでできることを考える。
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第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介する新聞を製作する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成した新聞をもとに、自身の調査した時事問題の論点、
それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテーシ
ョンしあう。

100080
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授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

谷口 信子・橋本 弘子

クラス単位で、同じ内容の講義および演習を行う。 毎回プリント課題を提出する。 毎回、授業開始時に漢字プリントに
取り組む。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート

28

ワークシート（授業内課題）は２点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては５点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100081
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100081

定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： 備考・注意事項：オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともありま
す。事前に予約指定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演に聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。講演のメモ、要約、調査などを通して、自分の意
見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べる（情報収集・情報分析） 「調べる」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる

4時間

社会が抱える課題を反映した時事問題を題材に、グループ
ディスカッションをおこなう。情報収集・調査、意見の統
合・発表などを通して「話す力」の総合的な演習とする。
授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第8回 社会の課題と業界を調べる（情報収集・情報分析） 「調べる」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる

4時間

各業界について実習やインターンシップなどを前に知って
おきたいこと、また、各業界と社会の問題のことを調べる
。
調べたことを基にして、ワークに取り組み各自の意見をま
とめる。

前回の授業や授業外学修課題でまとめたことを、ワークを
通じて理解を深めて共有する。また、各業界において自分
が関わるべき姿や行動をまとめる。
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第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介するスライドを作成する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成したスライドをもとに、自身の調査した時事問題の論
点、それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテ
ーションしあう。
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授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

加戸 敬子・楠井 淳子・紺谷 武・範 衍麗・細畠 昌大

本学での学びをより深めるための授業を行います。そのためグループワークやアクティブラーニング型の授業を中心に進
行します。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート（1～14回）

28

毎回のワークシート（授業内課題）は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題（1～14回）

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100082
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100082

定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： 備考・注意事項：オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともありま
す。事前に予約指定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演に聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。講演のメモ、要約、調査などを通して、自分の意
見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べる～SDGｓとは～（情報収集・情報分
析、考える力）

授業内容を振り返り、SDGsへの理解を深め、ワー
クシートを完成させる

4時間

社会が抱える課題を反映したSDGsへの理解を深めるため、
成立の背景にある現状・課題について理解し、未来の社会
を想像し、グループで話し合う。

第8回 社会の課題を調べる～SDGsを自分ゴトに～（情報収集・情
報分析、考える力）

授業を振り返り、SDGsへの自分の関わり方につい
て理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

世界の子供たちの直面する社会問題を理解し、社会の課題
とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちにできること
や自分の役割についてグループで話し合う

第9回 社会の課題を調べる～SDGs達成のためにできること～（情
報収集・情報分析、考える力）

課題「わたしのアジェンダ2030」を完成させる 4時間

自分と自分を取り巻く社会の課題について調べ、社会の課
題とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちが身近なと
ころでできることを考える
課題：課題「わたしのアジェンダ2030」を完成させる
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第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介する新聞を製作する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成した新聞をもとに、自身の調査した時事問題の論点、
それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテーシ
ョンしあう。

100082
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授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

百々 徹

回ごとに設定した授業内容により、それにふさわしい形態で授業を実施します。授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート（1～14回）

28

毎回のワークシート（授業内課題）は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題（1～14回）

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100083
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定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日午後

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： 備考・注意事項：オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともありま
す。事前に予約指定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演に聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。講演のメモ、要約、調査などを通して、自分の意
見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べる（情報収集・情報分析） 授業内容を振り返り、SDGsへの理解を深め、ワー
クシートを完成させる

4時間

社会が抱える課題を反映したSDGsへの理解を深めるため、
成立の背景にある現状・課題について理解し、未来の社会
を想像し、グループで話し合う。

第8回 社会の課題を調べる～SDGsを自分ゴトに～（情報収集・情
報分析、考える力）

授業を振り返り、SDGsへの自分の関わり方につい
て理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

世界の子供たちの直面する社会問題を理解し、社会の課題
とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちにできること
や自分の役割についてグループで話し合う

第9回 社会の課題を調べる～SDGs達成のためにできること～（情
報収集・情報分析、考える力）

課題「わたしのアジェンダ2030」を完成させる 4時間

自分と自分を取り巻く社会の課題について調べ、社会の課
題とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちが身近なと
ころでできることを考える
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第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介する新聞を製作する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成した新聞をもとに、自身の調査した時事問題の論点、
それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテーシ
ョンしあう。
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授業科目名 情報システム論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

福永 栄一

講義

該当する

企業内で情報システムの開発・運用を行っていました。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は、社会で働く際に必須アイテムとなっている情報システムの基礎知識を修得することを目的としています。ビジネス社会はコンピュータによって短期間に多く
の仕事を行い、大きな成果を生み出すように発展しました。これからのビジネス社会では、今まで以上に情報システムを使って、効率よく効果的に仕事をすることが求め
られます。そのために必要な考え方と知識を学びます。情報システムや関連する技術や知識を具体的にイメージできるようになることを目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル コンピュータに関する基礎知識 情報システムで使われる、用語の意味を理解でき
る。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 情報システムに関する基礎知識 情報システムを活用するために必要なセキュリ
ティーやネットワーク等の基礎知識を理解でき
る。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 ビジネスで情報システムを活用する力

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取組と課題

45

授業に集中して取組んだか、アクティブに取り組んだか、周りの学生やクラスに協力したか、授業
内容を確実に理解したか、課題に教員の指示通り取組み成果物を作りあげたかなどを評価します。

：

％

確認課題

40

複数の確認課題にチャレンジします。授業で学んだ知識や技術を修得したか、それをイメージして
表現できるかなどを評価します。レポート作成、確認問題などの方法で確認します。

：

％

期末試験

15

授業全体を通じて学んだ知識や技術を修得したか、イメージで表現できるかなどを評価します。レ
ポート作成、確認問題などの方法で確認します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

100087
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著者 タイトル 出版年出版社

かんたん合格 ITパスポート
教科書&必須問題 令和5年度

坂下 夕里 インプレス・・ 年・ 2022

参考文献等

必要に応じて講義中に適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をします。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日３限目（13:10-14:50）

場所： 研究室（西館５階62）

備考・注意事項： アポイントのある方を優先します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 企業 これから勉強するためのノートを準備し、今日学
んだこと、授業で身に着ける知識や目標を整理し
ます。

4時間

企業にとって業務を効率化するためのシステムを導入する
ことは必須であり、ITの活用が企業利益を大きく左右する
ことを学びます。この授業の学びを通じて企業やＩＴを自
分でイメージできるようになることを目標とすることを確
認します。ITを利活用するすべての社会人・これから社会
人となる学生が備えておくべき、ITに関する基礎的な知識
（ITパスポートで問われる内容）を修得することを確認し
ます。

第2回 経営戦略 経営戦略、経営理念などを復習し、ノートを整理
します。

4時間

経営戦略とはどんなことか、なぜ必要か、どうやって策定
するのかなどを学びます。経営理念とはなにか、「ヒト・
モノ・カネ・情報」という経営資源をどう活用するのかな
どを学びます。

第3回 マーケティング マーケティング、マーケティングミックスなどを
復習し、ノートを整理します。

4時間

マーケティングとはどんなことか、なぜ必要か、どうやっ
て実行するのかなどを学びます。マーケティングの種類や
それぞれの特徴、マーケティングミックスなどを学びます
。

第4回 組織 組織、人材、雇用などを復習し、ノートを整理し
ます。

4時間

組織とはどうゆうものか、なぜ組織が必要か、どうやって
組織を作るのかなどを学びます。組織の種類やそれぞれの
特徴、人材や雇用などを学びます。

第5回 情報システムの活用 情報システムや経営管理システムなどを復習し、
ノートを整理します。

4時間

情報システムとは何か、なぜ情報システムが必要か、どう
すれば情報システムを活用できるのかなどを学びます。情
報システム戦略や経営管理システムなどを学びます。

第6回 e-ビジネス e-ビジネスやWebマーケティングなどを復習し、
ノートを整理します。

4時間

e-ビジネスとは何か、どんなe-ビジネスがあるのか、なぜe
-ビジネスが増えたのか、e-ビジネスの特徴などを学びます
。電子商取引やWebマーケティングなどを学びます。

第7回 前半の振り返りとまとめ 自分が作った絵や図を見直し・追加修正します。 4時間

ここまでの学びを振返り、経営やＩＴのイメージを確認し
ます。さらに知識を増やし、イメージをより明確に・正し
くします。具体的には、自分のこれらのイメージを説明す
るためのレポートや資料（図や絵：プレゼンテーション用
資料）を作成します。まとめながら周りの学生と見比べ・
相談して、そこで指摘された意見や考えも反映して作成し
ます。周りの学生も積極的に意見し考え方を伝えます。

第8回 イメージ化した内容の発表 発表結果を振返って絵や図を見直し・追加修正し
ます。

4時間

作成したレポートや資料（図や絵：プレゼンテーション用
資料）を発表します。全員で発表を採点評価し、より良く
なるようなコメントを出し合います。

第9回 企業と法律 学んだ法律を復習し、ノートを整理します。 4時間

企業に関連する法律を学びます。経営のための法律、個人
情報に関する法律、労働に関する法律、消費者を保護する
法律などを学びます。

第10回 ITに関する法律 学んだ法律を復習し、ノートを整理します。 4時間

企業のITに関する法律を学びます。不正アクセス禁止法、
サイバーセキュリティ基本法などを学びます。

第11回 知的財産権 学んだ法律を復習し、ノートを整理します。 4時間

知的財産権に関する法律を学びます。著作権、産業財産権
、ソフトウェアのライセンスに関連する考え方などを学び
ます。
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第12回 標準化 標準化やその効果、手法などを復習し、ノートを
整理します。

4時間

標準化とは何か、なぜ標準化しないといけないのか、標準
化の効果は何か、標準化の手法、標準化規格などを学びま
す。

第13回 セキュリティ セキュリティ、情報資産が抱える脅威などを復習
し、ノートを整理します。

4時間

セキュリティとは何か、なぜセキュリティが重要なのか、
情報資産が抱える脅威、セキュリティ対策、人的脅威、物
理的脅、不正のメカニズムなどを学びます。

第14回 全体振返り 自分が作った絵や図を見直し・追加修正します。 4時間

全体の学びを振返り、経営やＩＴのイメージを確認します
。さらに知識を増やし、イメージをより明確に・正しくし
ます。具体的には、自分のこれらのイメージを説明するた
めのレポートや資料（図や絵：プレゼンテーション用資料
）を作成します。まとめながら周りの学生と見比べ・相談
して、そこで指摘された意見や考えも反映して作成します
。周りの学生も積極的に意見し考え方を伝えます。

100087
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授業科目名 情報システム論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
1回生　医療事務
コース

2

久保 覚司

講義科目

該当する

大学・大学病院において情報システム管理者として業務に従事した経験あり

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可」

授業概要

この授業は、医療機関で働く際に必要となる情報システムの基礎知識を修得することを目的としています。
医療の現場ではすでにコンピュータの利活用が進んでおり、業務の遂行には不可欠なものとなっています。
そのため単にコンピュータの操作を知っているだけでは不十分であり、自由に使いこなす能力が要求されます。
そこで本授業では、現場で即戦力として通用するコンピュータ利用能力を身につけます。
医事コンピュータ技能検定3級（コンピュータ関連知識）に準じた内容で行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル コンピュータに関する基礎知識 情報システムで使われる、用語の意味を理解でき
る

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 情報システムに関する基礎知識 情報システムを活用するために必要なセキュリ
ティやネットワーク等の基礎知識を理解できる

汎用的な力

1．DP4.課題発見

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績を「ー」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取組と課題

40

授業への積極性や課題の提出状況等を評価します。：

％

課題確認

30

授業で学んだ内容に関する課題（小テスト）を課し、評価します。：

％

期末試験

30

授業全体を通じて学んだ内容を修得できているかを評価します。検定試験に準じた問題を出題しま
す。

：

％

使用教科書

特に指定しない

100088
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参考文献等

特になし
（適宜資料を配布します）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 不明な点があったら、メールにてお問い合わせください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 コンピュータの内部処理(1) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

コンピュータと情報表現について学びます。
コンピュータにはどんな種類があり、内部ではどのような
処理が行われているのか、またアナログデータとデジタル
データの違いについて説明します。

第2回 コンピュータの内部処理(2) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

コンピュータと情報表現について学びます。
コンピュータは電子回路の『ON』と『OFF』の2種類で判断
されることから『0』と『1』に置き換えて処理される。
その仕組を理解するために、基数（基数変換）について説
明します。

第3回 コンピュータの内部処理(3) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

コンピュータと情報表現について学びます。
検定試験で出題される2進数、8進数、10進数、16進数につ
いて、基数変換の方法を学び、それぞれ相互変換できるよ
うにします。

第4回 コンピュータの仕組みと動作(1) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

コンピュータの五大装置と機能について学びます。
コンピュータは5つの主な装置で構成されており、それぞれ
大切な仕事を担っています。それらの特徴と役割について
説明します。

第5回 コンピュータの仕組みと動作(2) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

コンピュータ周辺装置の種類と特徴について学びます。
第4回で学んだ五大装置について、詳細を説明します。

第6回 コンピュータの仕組みと動作(3) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

コンピュータ周辺装置の種類と特徴について学びます。
第4回で学んだ五大装置について、詳細を説明します。

第7回 入出力とインタフェース シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

インタフェースの種類と特徴について学びます。
コンピュータと周辺装置を接続するインタフェースはたく
さんありますが、それらはデータの転送方法によって用途
や役割が異なります。
よく使うUSBやBluetooth、最近使わなくなったSCSIなど、
紹介します。

第8回 ソフトウェア シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

ソフトウェアの種類と特徴について学びます。
コンピュータには大きく分けて『基本ソフトウェア』、『
応用ソフトウェア』、『ミドルウェア』と呼ばれる3種類の
ソフトウェアがあり、とても重要な役割を担っています。
特にOSについて詳しく説明します。

第9回 OS（Operating System） シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

オペレーティングシステムの種類と特徴について学びます
。
OSは、コンピュータを動作させるために必要となる制御プ
ログラムであり、無くてはならないソフトの一種です。
身近なOSの機能と役割について説明します。

第10回 アプリケーションソフト（ワープロ） シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

アプリケーションソフト（ワープロ）の基本操作について
学びます。
入力・編集時によく使う機能には聞き馴染みのない名称が
ついています。
また、ショートカットキーを使うことで効率よく文書作成
が可能となります。
実際に使いこなせるようになれるよう、概要を説明します
。

第11回 確認テスト(1) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間
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これまで学習した内容について問う小テストを行います。
これは、医事コンピュータ検定試験3級のコンピュータ関連
知識に直結する内容です。
テスト後に、出題内容について振り返って説明を行います
。

第12回 保健医療情報システムの基礎知識(1) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

医療現場で働くにおいて求められる医療情報の知識を学び
ます。
（医療情報システムの歴史、地域医療情報システムについ
て）
医療機関では既にIT化が進んでおり、仕事をする上で逃れ
られない状況です。
実際にどのようなシステムが稼働しているのか説明します
。

第13回 保健医療情報システムの基礎知識(2) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

医療現場で働くにおいて求められる医療情報の知識を学び
ます。
（病院情報システム、大学病院などで稼働している医療情
報サービスシステムについて）
医療機関では既にIT化が進んでおり、仕事をする上で逃れ
られない状況です。
実際にどのようなシステムが稼働しているのか説明します
。

第14 回 保健医療情報システムの基礎知識(3)、確認テスト(2) シラバスを事前に確認しておく。資料と問題を
しっかり復習し、完答できるようにしておく。

4時間

医療現場で働くにおいて求められる医療情報の知識を学び
ます。
（医療情報技師とは、医療情報技師と医療事務員の関わり
）
医療機関では既にIT化が進んでおり、仕事をする上で逃れ
られない状況です。
実際にどのようなシステムが稼働しているのか説明します
。

また、最後に確認テストを行います。
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授業科目名 情報処理概論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

吉田 澄江

講義

該当する

コンピュータスクールにてマネージャー職および Microsoft Office講師。企業の広報部にて広告媒体を企画・デザイ
ン・制作。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

コンピュータ（Windows）の基本操作を理解していることを前提とし、学内におけるコンピュータ・ネットワーク環境の知識と操作を学んだうえで、情報社会に対応するス
キルとして①情報モラルとセキュリティ②Eメールとインターネットのマナーとルールを習得する。また、ビジネス活用できるスキルとして①タッチタイピングの習得（各
自のレベルに応じて目標を設定）②Word・Excel・PowerPointの実践的な使い方を習得。Word・Excel・PowerPointは、実際にビジネスの現場で使われる題材を使用し、実
践的に学習する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 情報リテラシー 情報社会を生き抜くためのルールやマナー、セ
キュリティの知識、Windowsの操作からインター
ネットを利用した情報収集、Officeの活用まで、
情報化社会に対応する能力を身に付ける。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 パソコンの実習を通して、情報を適切に活用し課
題を解決する知識や技能を養い、実践に活かせる
スキルを習得する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

単元ごとの課題

50

タイピング×2、Word×4、Excel×4、PowerPoint×2（計12ファイル）：

％

アプリケーションごとの実技テスト

20

Word （ビジネス文書作成）、Excel（関数とグラフを含む課題作成）：

％

授業への取り組み状況

15

授業内外において、積極的に課題に取り組む姿勢があるかどうかを評価する：

％

試験（実技）

15

PowerPoint（プレゼンテーションを作成）：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

100091
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参考文献等

情報リテラシー 総合編／FOM出版、その他授業内で適宜紹介する

履修上の注意・備考・メッセージ

※配布プリントを使って操作手順を学び（講義）、実践力を養うためにできるだけ多くの練習課題に取り組む（演習）。受講生のレベルに応じて、検定問題などの個別課
題も用意する。授業は毎回課題のステップアップ形式で進めるので、欠席・遅刻をしないこと。
※半期2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
※毎回の授業開始前にパソコンを起動し、ログインしておくこと。
ログインに必要なユーザIDとパスワードを初回授業から必ず持参してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業前後に質問対応します。
その他連絡が必要な場合はEメールで。（吉田：yoshida-s@g.osaka-seikei.ac.jp）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション／コンピュータの活用1 キーと指の対応を復習／タイピング練習 4時間

・学内におけるコンピュータ環境の概要説明と使用方法
・Windowsの基本操作確認
・ドライブ、フォルダ、ファイルの説明、課題の保存・提
出先について
・タイピングの基本／キーと指の対応
・タイピングソフトを使った練習法
・タイピングスキルチェック（10分間入力）

第2回 コンピュータの活用2 ～情報化社会に対応するスキル～ タイピング練習／Word基本操作の予習 4時間

・ローマ字入力スピードアップ術
・効率のよい入力を行うための変換技
・ショートカットキーを使いこなす
・情報モラルとセキュリティ
・インターネットを使いこなす
・Eメールのルールとマナー

第3回 Word1 ～ビジネス文書を作成する（基本編）～ Word課題①（ビジネス文書基本編）の復習 4時間

・入力と編集の基本
・文字と段落の書式設定
・ビジネス文書の基本フォーマット

第4回 Word2 ～表作成とビジネス文書（応用編）～ Word課題②（ビジネス文書応用編）の復習 4時間

・表の挿入と編集（罫線／網掛け／デザイン編集）
・表を含むビジネス文書作成

第5回 Word3 ～Wordを使ってチラシやポスターを作成する～ Word課題③（チラシ作成）の復習 4時間

・表現力をアップする機能
・オブジェクトの利用（図形作成／クリップアート／ワー
ドアート）
・オブジェクトを利用した文書作成

第6回 Word4 ～実践テクニックと地図作成～ Word課題④（地図作成～PDF保存）の復習 4時間

・Word実践テクニック（テンプレートの活用／線種とペー
ジ罫線と網掛けの設定／図表と組織図）
・実践テクニックを活用したビジネス文書作成
・地図作成とPDF変換

第7回 Word5 ～実技テストと解説～ Word実技テスト復習／Excel基本操作の予習 4時間

・Word実技テスト
・実技テスト解説
・ここまで学んだWord課題の復習と提出確認

第8回 Excel1 ～Excelの基本操作と表作成～ Excel課題①（売上表・管理表作成）の復習 4時間

・デ－タ入力の基礎と手順
・シ－トとセルの操作、書式設定
・表の作成と編集

第9回 Excel2 ～絶対参照／相対参照と関数を理解する～ Excel課題②（絶対参照と相対参照）の復習 4時間

・演算処理
・絶対参照と相対参照の違い
・関数の使い方と活用

第10回 Excel3 ～複雑な関数と実践テクニック～ Excel課題③（関数の活用課題）の復習 4時間

・Excel実践テクニック
（関数の応用／リスト／条件付き書式など）

第11回 Excel4 ～グラフの作成とデザイン編集～ Excel課題④（様々なグラフ作成）の復習 4時間

・グラフの用途と種類、基本構成について
・各種グラフを作成する
・色々なデザインにアレンジする

第12回 Excel5 ～実技テストと解説～ Excel実技テストの復習／PowerPoint基本操作の予
習

4時間

・Excel実技テスト
・実技テスト解説
・ここまで学んだExcel課題の復習と提出確認

第13回 PowerPoint1 ～基本操作とプレゼンテーション作成～ PowerPoint課題①（プレゼンテーション作成基本
編）の復習

4時間

・PowerPointの基本操作
・基本的なプレゼンテーションの作成
・オブジェクト（表、グラフ、図形、グラフィック）を活
用したプレゼンテーションの作成
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第14回 PowerPoint2 ～スライド作成の応用とプレゼンテーション
実施のコツ～

PowerPoint課題②（アニメーションや特殊効果を
含むプレゼンテーション作成応用編）の復習

4時間

・様々な特殊効果（アニメーション・画面切り替え効果）
をマスターする
・プレゼンテーション実施のコツ
・スライドのカスタマイズ

100091

- 112 -



授業科目名 情報処理概論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

島田　愛

講義

該当する

企業内の情報システム部にて勤務後、大学にて情報教育の講師として活動。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

解放科目の指示：「可・不可」

授業概要

本科目では、ビジネスシーンで欠かすことのできないオフィスソフト（Word）（Excel）（PowerPoint）を用いて、文書作成、表計算、プレゼンテーション資料の作成につ
いて学びます。
それぞれのソフトウエアの基本的な操作方法を習得し、的確に作業をするために必要な知識と技能を身に付けます。また、情報ネットワークを利用する上で不可欠である
情報モラルやセキュリティについても学びます。学生生活のみならず、社会人となってからの仕事も見据えて取り組んでいきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会常識 ビジネスシーンで求められる作法、資料作成上の
常識を身につけ、実践できる

2．DP2.専門的知識・技能、職業理解 情報処理の専門技能 ビジネスで使用するソフトウェアを操作・活用で
きる

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 各種ソフトの使い方や表現の工夫ができ、実践的
な使い方ができる

2．DP8.意思疎通 ソフトの使い方のみではなく、分かりやすい文章
表現やデザインで表現できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内でのPC操作修得状況

30

授業内で行う演習課題の完成度をもとに評価する。：

％

授業内課題

30

Microsoft　Office　Word　Excelのソフトを使用した授業内理解度確認課題を実施し、評価する。：

％

定期試験

40

Microsoft Office PowerPointのソフトを使用した試験を実施し、評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

イチからしっかり学ぶ!Offi
ce基礎と情報モラルOffice3
65・Office2019対応

noa出版 noa出版・・ 年・ 2019

100095
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65・Office2019対応

参考文献等

特に無し

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間前後

場所： 授業実施教室

備考・注意事項： 各クラス、担当講師より授業内で通達する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション Windows基本操作 テキストの2から28ページまでを授業 前に読み理
解しておくこと。

4時間

・Windowsの基本操作
　ウインドウ構成やファイルとフォルダの管理について理
解できる
・Wordの基本操作
　起動や終了、画面構成や保存方法が理解できる
・タッチタイピング
　ホームポジションが理解できる
　ファンクションキーを使った効率的な変換方法が理解で
きる
　文字の修正や、間違えた操作を元に戻すことができる

第2回 情報モラルとセキュリティ テキストの249から287ページまでを授業 前に読み
理解しておくこと。

4時間

・学内ネットワークを利用する上で必要になるマナーやセ
キュリティ
　個人情報と、個人情報の保護について理解できる
　メールに関するマナーについて理解ができる
　インターネット上での情報発信について理解できる
　著作権や著作権保護について理解できる
　インターネット上での情報発信やSNSの注意点について理
解できる。
　コンピュータウイルスやスパイウエア、不正アクセスや
フィッシング詐欺について理解できる

第3回 Excel 　表計算①　基本操作 テキストの99から113ページまでを授業 前に読み
理解しておくこと。

4時間

・Excelの基本操作
　起動や終了、画面構成や保存方法が理解できる
　範囲指定の方法や、データの入力・修正や削除が理解で
きる
・セル内データの取り扱いについて理解できる
・フォントの設定や、表示形式について理解できる
・セル内の書式設定や配置の変更が理解できる
・行の高さ、列の幅の変更、自動調整が理解できる
・罫線を使用した表の作成ができ、デザイン性の高い作表
機能が理解できる

第4回 Excel 　表計算②　基礎的な数式・関数 テキストの113から135ページまでを授業 前に読み
理解しておくこと。

4時間

・数式の基本操作
　演算記号や、四則演算について理解できる
・オートフィルや、データのコピーについて理解できる
・再計算機能について理解できる
・列、行、シートを挿入したりコピーできる
・相対参照と絶対参照と複合参照の概念がが理解できる
・基本関数の使い方が理解できる

第5回 Excel 　表計算③　関数 テキストの135から152ページまでを授業 前に読み
理解しておくこと。

4時間

・ビジネスで使われる計算式の作成
　基本関数の使い方が理解できる
　IF関数などを使った数式の作成
・テーブル機能やスタイルオプション、集計方法について
理解できる
・オートフィルタオプションなど、データベース機能の概
念がわかる
・ワークシートの印刷や、印刷範囲、改ページプレビュー
について理解できる

第6回 Excel 　表計算④ 　グラフ作成 テキストの153から176ページまでを授業 前に読み
理解しておくこと。

4時間

・関数を使った計算式の作成
　関数のネストや数式作成のテクニックが理解できる
・目的に合わせた、グラフの種類・特徴・用途が理解でき
る
・グラフの作成と編集が理解できる
　縦棒グラフ、円グラフ、レーダーチャート、複合グラフ
の作成
・グラフツールを使用して、グラフの編集ができる
　グラフの構成要素の取り扱いや、デザインやレイアウト
を理解しデザイン性の高いグラフが作成できる
・グラフの場所の移動や、グラフの印刷が理解ができる

第7回 Excel 　総合確認 テキストにてここまで学習したExcel操 作を確認
しておくこと。

4時間

これまでの振り返りと復習

第8回 Word 　文書作成①　基本操作 テキストの29から59ページまでを授業 前に読み理
解しておくこと。

4時間
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・Wordの基本操作
　範囲選択の仕方や簡単な書式設定が理解できる
・Wordを使った文書作成
　範囲選択の方法や、文字書式と段落書式について理解で
きる
　記号や特殊文字の入力、行頭文字やリストの概念がわか
る
　印刷イメージの確認や拡大縮小印刷や割付け印刷が理解
できる
・作表機能
　セル、行、列、表の概念がわかる
　段落罫線やページ罫線が理解できる
　デザイン性のある表が作成できる
・オブジェクト
　図や図形、テキストボックスなどの概念がわかる
　文字列の折り返しやオブジェクトの配置が理解できる

第9回 Word 　文書作成②　様々な文書の書式 テキストの60から72ページまでを授業 前に読み理
解しておくこと。

4時間

・レポートやビジネス文書の基本
　ページ設定やヘッダーとフッター
　文字数と行数の変更
　表紙の挿入とページ番号の挿入と書式設定ができる
　改ページの挿入・セクション区切りの挿入と活用方法
・図表番号や引用文献の挿入が理解できる
・脚注や文末脚注が理解できる
・スタイルの適用と変更、更新などの活用方法
・スペルチェックと文章校正が理解できる

第10回 Word 　文書作成③　書式設定・挿入 テキストの73から98ページまでを授業 前に読み理
解しておくこと。

4時間

・レポートやビジネス文書の応用
　タイトル行の折り返しや、罫線の書式設定などデザイン
性の高い作表ができる
・SmartArtグラフィックを使ったオブジェクトの活用方法
・目次の挿入やフィールドの更新が理解できる
・置換機能の活用方法
・透かし挿入が理解できる
・オートコレクトの活用方法
・Excelとの連携について理解できる

第11回 Word 　総合確認 テキストにてここまで学習したWord操 作を確認し
ておくこと。

4時間

これまでの振り返りと復習

第12回 PowerPoint　スライド作成①　基本操作 テキストの177から219ページまで読み、理 解して
おくこと。

4時間

・プレゼンテーションの概要
　プレゼンテーションツールの種類と特徴を理解できる
　プレゼンテーションの流れを理解できる
　プレゼンテーションの表現手段やコミュニケーションが
理解できる
・PowerPointの基本操作
　画面構成やプレゼンテーションの新規作成ができる
・スライドのサイズ変更ができる
・スライドのデザインを変更することができる
・プレースホルダを使った文字の入力ができる
・新しいスライドを挿入や、スライドの移動やコピーがで
きる

第13回 PowerPoint 　スライド作成②　データの挿入 テキストの222から248ページまで読み、理 解して
おくこと。

4時間

・デザイン性の高いスライドの編集が理解できる
・スライドへ、ワードアートやSmartArtなどのオブジェク
トを挿入できる
・オブジェクトへの効果的な色とスタイルの編集ができる
・画像の挿入し、適切に配置することができる
・Excelとの連携について理解できる
　数値をアピールする表とグラフの挿入
・図形やテキストボックス使った効果的なプレゼンテーシ
ョンが理解できる

第14回 PowerPoint 　スライド作成③　アニメーション・プレゼ
ンテーション設定

テキストの222から248ページまで読み、理 解して
おくこと。

4時間

・ビジュアルコンテンツの作成
　画面の切り替え効果の設定ができる
　アニメーション効果の設定と編集ができる
　オブジェクトへの効果的なアニメーションの適用
・スライドショーの実行やペンを使った書き込みができる
・ノートや配布資料について理解できる
・スライド資料の印刷
・メディアの活用や発表で魅せるプレゼンテーションが理
解できる
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授業科目名 情報処理概論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

澤田 和也・坂下 理穂

毎回パソコン教室にて演習形式で実施する。配布プリントをもとに、毎回のテーマに沿って基礎技術を習得し、演習形式
でその技術を用いた提出課題を作成して提出する。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本授業の初期段階では、在学中にネットワーク環境を問題なく使いこなせるようになるため、PCの基本操作やメール、LANの基本構造について習得する。さらに在学中およ
び卒業後に必ず必要となるパソコンのアプリケーションソフト（特にWord、Excel、PowerPoint）の最も基本的な操作について習得する。将来のアパレル・ファッション業
界での業務を考慮し、情報収集力とプレゼンテーションのスキルも身につけるため、最終段階において上記アプリケーションソフトを総合的に利用し、特定の課題に対す
るプレゼンテーションを実施する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル パソコンの基礎的操作を通じ、与えられた課題
に対して、必要な情報についてwebを通して入
手出来るようになる。

Word、Excel、PowerPointの基本操作を通じ、情報
収集に基づく整理とプレゼンテーションを行う。

汎用的な力

1．DP7.完遂 企画したテーマを達成するために、情報収集力を
駆使し最後まで課題を最後まで完成させることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

授業開始前にPCを起動しておくこと。
原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題内容への取組み状況

25

指示された内容について取り組んでいるかを判定する：

％

毎回の提出物の評価

20

指定の課題に対して的確に実践できているかを判定する：

％

プレゼンテーション力

25

指定課題内容を含んでいるか、分かり易い発表を行っているかを判定する：

％

定期試験

30

養われるべき力が到達目標に達しているかどうかを実技テストで判定する．：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

100096
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100096
参考文献等

よくわかる Microsoft Excel 2013 基礎 Windows 10/8.1/7対応 (FOM出版のみどりの本)富士通エフ・オー・エム株式会社(FOM出版) (著)ISBN-10: 4865102612，ISBN-13:
978-4865102611， 2015/11/16
よくわかる Microsoft Word 2013 基礎 Windows 10/8.1/7対応 (FOM出版のみどりの本) 富士通エフ・オー・エム株式会社(FOM出版) (著)，ISBN-10: 4865102639，ISBN-
13: 978-4865102635，2015/11/16
よくわかるMicrosoft PowerPoint 2016 基礎 富士通エフ・オー・エム株式会社(FOM出版) (著)，ISBN-10: 4865102795，ISBN-13: 978-4865102796，2016/3/22

履修上の注意・備考・メッセージ

授業開始前にPCを起動しておくこと。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日（1限）

場所： 生活デザイン第１研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外でも在室時にはいつでも対応します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 学内PC環境の概要説明 （コンピュータスキルの向上に向
けて）

メールの使用方法、学内のオンラインシステムを
理解する。

4時間

学内におけるコンピュータやネットワーク環境の概要説明
と使用方法について理解する。
授業における課題提出の方法を理解する。

第2回 Wordの操作1（文書の保存と印刷） メニューバーやツールバー（リボン）の使い方を
復習しておく。

4時間

基本的な文書の作成および保存、印刷の手法を習得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第3回 Wordの操作2（文書作成） 単語登録、特殊記号、インデント、行間設定など
文書作成の基本テクニックを復習しておく。

4時間

文書作成におけるテクニック、表作成と書式操作について
習得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第4回 Wordの操作3（資料作成と応用機能） 縦書きと横書き、段組み、文字の修飾など、機能
性のある手法を復習しておく。

4時間

文書作成における頻度の高い応用機能について習得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第5回 Excelの操作1（入力とシートの理解） メニューバーやツールバー（リボン）の使い方を
復習しておく。

4時間

基本操作として、セルへのデータ入力、修正、移動、コピ
ーについて習得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第6回 Excelの操作2（演算・関数） 表計算の基礎となる演算方法を復習しておく。 4時間

演算として数式の入力、関数使用・作成について習得する
。
Excelを用いて表作成に関数機能を利用する能力を習得する
。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第7回 Excelの操作3（グラフと資料の作成） 種々のグラフ作成と表示方法や機能について復習
しておく。

4時間

グラフ作成方法について習得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第8回 PowerPointの操作1（デザインの基本） メニューバーやツールバー（リボン）の使い方を
復習しておく。

4時間

基本操作として文字入力および体裁の変換方法について習
得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第9回 PowerPointの操作2（図形描画の基本） オートシェイプ機能やレイアウトの基本ツールに
ついて復習しておく。

4時間

図形描画の手法について習得する。
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第10回 PowerPointの操作3（プレゼンテーションの手法） 背景設定やアニメーションの機能について復習し
ておく。

4時間

プレゼンテーション機能について学ぶ。
PowerPointにExcelで作成した表やグラフを貼り付けること
ができる技術を習得する．
授業内容をもとに指定された提出用課題を作成する。

第11回 プレゼンテーション準備1（Word,Excel,PowerPointの総合
理解）

インターネットを用いた情報収集と編集およびプ
レゼンテーションファイル作成を復習しておく。

4時間

プレゼンテーション課題の提示と、それをもとにした情報
収集およびPowerPointによる簡単なプレゼンテーションの
準備。

第12回 プレゼンテーション準備2（Word,Excel,PowerPointの総合
理解）

インターネットを用いた情報収集と編集およびプ
レゼンテーションファイル作成を復習しておく。

4時間

プレゼンテーション課題の提示と、それをもとにした情報
収集およびPowerPointによる簡単なプレゼンテーションの
準備を引き続き行う。

第13回 プレゼンテーションと講評の報告1（発表体験と講評練
習）

他人のプレゼンテーションについて、客観的な視
線で講評できているかを再考しておく。

4時間
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前回までの授業で作成したプレゼンテーションファイルを
もとに一人ずつ発表を行う。また、発表者のプレゼンテー
ションをもとに、それぞれの講評をまとめ提出する。

第14回 プレゼンテーションと講評の報告2（発表体験と講評練
習）

他人のプレゼンテーションについて、客観的な視
線で講評できているかを再考しておく。

4時間

引き続き、前回までの授業で作成したプレゼンテーション
ファイルをもとに一人ずつ発表を行う。また、発表者のプ
レゼンテーションをもとに、それぞれの講評をまとめ提出
する。

100096

- 118 -



授業科目名 キャリアベーシック

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
調理・製菓学科1年
生

2

草尾 賀子・田原 彩・瀨川 悠紀子

回ごとに設定した授業内容により、それにふさわしい形態で授業を実施します。授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示「不可」

授業概要

短大での2年間の学びをスムーズに始められるように、学びの基盤となるスキル・能力を身につけること、即ち情報収集力（「聞き取る力」「読み取る力」）、言語能力
（「書く力」「話す力」）、構成能力（「伝える力」「プレゼンテーション能力」）の習得を目指します。さらに社会人の基礎となる共働力を持った人材を育てます。そ
のために、授業全般を通じて建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」やSDGsの観点を利用して授業を構成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 建学の精神をベースにした人間力、情報収集
力、言語能力、構成能力、共働力を身につけ
る。

2年間の学修の基礎を形成し、卒業へ向けた学びを
スムーズに進めていけるようになる。

汎用的な力

1．DP10.忠恕の心 相手を思いやり、礼儀、マナーなどの人間力をつ
ける。

2．DP4.課題発見 収集した資料から課題を発見できる。

3．DP5.計画・立案力 収集した資料から、新しいプランにも積極的に取
り組むことができる。

4．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し共働でき
る。

5．DP7.完遂 自分の担当カ箇所について指定の課題に従ってレ
ポートを完成させることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
毎回、学修内容に沿った授業内課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後に夏休みの課題として「読書
感想文」を課します。感想文の評価は引き続き受講するキャリアデザインにて評価いたします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度（１～14回）

28

毎回の授業参加度は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

ワークシート（1～14回）

28

毎回のワークシート（授業内課題）は2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題（1～14回）

28

各回課題（授業時間外の事後課題）に対しては2点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100098
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定期試験（レポート）

16

定期試験時に実施するレポート作成を12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回資料を配布いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： FCコース 草尾  　時間：月曜4限　場所：フードコーディネート研究室（本館3階）
製菓コース 田原　時間：金曜4限　場所：製菓研究室（本館3階）
調理コース 瀨川　時間：金曜1限　場所：調理研究室（本館3階）

備考・注意事項：オフィスアワー以外でも研究室に在室の場合は対応する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 キャリアベーシックとは何か 授業内容を振り返り、これからの学びに向けて課
題に取り組む

4時間

・建学の精神・PBMP・LDC・言葉遣い教育・人間力（聞く話
す読む書く協働する）など、授業の前提と目的を確認する
。
・これからの短大の学び、ひいては社会での学びの基礎と
なるように多様な視点への気づき、言葉や文章についての
理解を深める。

第2回 情報を言語化して伝える（文章力①） 情報の言語化について学んだことを、授業内メモ
を参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用
紙にまとめる

4時間

特定の図形や画像や絵文字などを言葉で伝える演習を通し
て、詳細な言語化、伝達の順序、解釈の差異など、「文章
力」の基礎基本を理解する。

第3回 レポート課題の基礎を知る（文章力②） 授業内容を振り返り、レポート課題に取り組む 4時間

比較検討による情報源の選定、ファクトチェック、事実と
意見の区別、引用ルールなど、情報収集の要点を知り、SDG
sなどを利用しながらレポート課題の基礎を学ぶ。研究倫理
教育についてもこの回に実施する。

第4回 インタビューから人物像を探る（情報収集力の基礎①） インタビューの演習を通して学んだことを、授業
内メモを参考に要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる

4時間

持ち物などをきっかけに互いの人物像を探る、二人一組で
のインタビューの演習を通して、傾聴・応答・質問・メモ
など「聞く力」の基礎基本を理解する。授業の開始時に言
葉遣いに関する演習を行う。

第5回 メディア・リテラシーとは何か（情報収集力の基礎②） メディアリテラシーについて学んだことを、授業
内メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレ
ポート用紙にまとめる

4時間

さまざまなメディアによる情報があふれる中からの情報の
収集にかかわる考えを学ぶ。また世界的に活躍するクリエ
イターなどの講演映像を視聴し、話の趣旨や意図を考察す
る。さらにグループディスカッションや調査を通して解釈
を深め、「情報収集力」の総合的な演習とする。

第6回 専門家の講演に聞く（情報収集力の基礎③） 講演を通して学んだことを、授業内メモを参考
に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙にま
とめる。

4時間

各学科の専門性に応じたゲストスピーカーを招いて、講演
を聞く。講演のメモ、要約、調査などを通して、自分の意
見や問いを考え、記述する。

第7回 社会の課題を調べる～SDGｓとは～（情報収集・情報分
析、考える力）

授業内容を振り返り、SDGsへの理解を深め、ワー
クシートを完成させる

4時間

社会が抱える課題を反映したSDGsへの理解を深めるため、
成立の背景にある現状・課題について理解し、未来の社会
を想像し、グループで話し合う。

第8回 社会の課題を調べる～SDGsを自分ゴトに～（情報収集・情
報分析、考える力）

授業を振り返り、SDGsへの自分の関わり方につい
て理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

世界の子供たちの直面する社会問題を理解し、社会の課題
とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちにできること
や自分の役割についてグループで話し合う

第9回 社会の課題を調べる～SDGs達成のためにできること～（情
報収集・情報分析、考える力）

課題「わたしのアジェンダ2030」を完成させる 4時間

自分と自分を取り巻く社会の課題について調べ、社会の課
題とSDGsの目標とのつながりを考え、自分たちが身近なと
ころでできることを考える
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第10回 推薦図書の書評カードを製作する（読む力②） 「読む力」について学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

自身の選択した推薦図書について、内容を要約し、その魅
力を伝える書評カードを製作することで、「読む力」の総
合的な演習とする。授業の開始時に言葉遣いに関する演習
を行う。

第11回 ビブリオ・バトル（読む力③） ビブリオ・バトルを通して学んだことを、授業内
メモを参考に、要点と自身の考えや意見をレポー
ト用紙にまとめる。

4時間

作成した書評カードをもとに、本の魅力をグループでプレ
ゼンテーションしあう「ビブリオ・バトル」を行う。クラ
ス内で代表者を選出し、学内の本選へ推薦する。

第12回 時事問題を調査・考察する（書く力①） 新聞の製作を通して学んだことを、授業内メモを
参考に、要点と自身の考えや意見をレポート用紙
にまとめる。

4時間

各学科の専門性、各学生の興味関心に応じて、現代の時事
問題を調査する。ワークシートに基づいて、概要の整理、
専門家の見解の要約、自身の意見の記述をおこなう。

第13回 時事問題を紹介する新聞を製作する（書く力②） ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

作成したワークシートをもとに、時事問題を他者に分かり
やすく伝える「新聞」を製作することで、文章表現・構成
、論理展開などを理解する「書く力」の総合的な演習とす
る。授業の開始時に言葉遣いに関する演習を行う。

第14回 総合的に考えて発表する プレゼンで発表の概要をまとめる 4時間

作成した新聞をもとに、自身の調査した時事問題の論点、
それに対する自分の意見などをグループでプレゼンテーシ
ョンしあう。
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授業科目名 海外語学演習（英語）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

麻畠 徳子

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は海外語学留学に行く学生のために、留学生活をスムーズに開始し、現地での大学生活に適応して、積極的かつ有意義に留学期間を過ごすことができるよう事前
に学ぶことで、成果をもって日本に帰国することができるようにすることが目標です。留学先の国について、生活習慣、食事、マナー、言語、気候などあらゆる角度から
学び、現地での生活、学習などについて、学生自ら情報を収集することができるように指導します。なお、本科目は語学留学と事前・事後学修を含めて単位を修得するも
のです。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 語学の基礎知識：留学を円滑に行うことができ
るよう、必要となる知識を身に付けることがで
きる。

留学の基礎知識：出発前、留学中、帰国後それぞ
れ、必要な知識、情報、心構えなどについて理解
を深め、学生自ら積極的に行動することができ
る。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 主体性：異文化理解の知識を養い、海外生活にお
ける判断力・思考力を主体性をもって高めること
ができる。

2．DP7.完遂 積極性：海外の生活習慣を学び、英会話の基礎知
識を養い、観察力・適応力をもって、自主的かつ
積極的に留学生活を送ることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

１．原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。
２．具体的な渡航先については2021年6月以降に掲示予定です。
３．新型コロナウイルスの世界的な感染拡大状況によっては変更または中止の可能性もあります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

事前授業における参加状況

30

授業内での積極的な発言および取り組み状況。ワークへの積極的参加と課題シート記入の適切性に
ついて3段階で評価する。

：

％

留学中の生活・学習状況

40

現地大学のクラス・グレードおよび学生の研修報告シート。：

％

事後授業における到達状況

30

レポート課題とプレゼンテーションにおいて、文書表現の正確性、データ整理の適切性、プレゼン
資料の表現力、明確性、伝達力により評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

100099
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参考文献等

教科書は使用せずプリントを配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業では、プレゼンテーション、グループワーク等、授業担当者の言葉だけでなく、他の学生の発表、意見に積極的に耳を傾けてください。
海外語学研修に参加する学生のみが履修可能。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜1限

場所： 研究室（西館5階）

備考・注意事項： 授業の前後にも質問に応じる。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 海外留学について学ぶ 各自、留学の意味、目的について考える 4時間

留学の意義、目的などについて説明。

第2回 英語の基礎的な学力を確認する 英語による自己紹介の復習、不明点のチェック 4時間

現在の英語力の確認。英語で自己紹介してみよう。

第3回 英語の会話文例を学ぶ 会話文例の復習、不明点のチェック 4時間

会話文例を学び、暗誦練習。
参加者同士、英語で自己紹介練習など行う。

第4回 海外の生活習慣・文化について理解する 海外生活に関する復習、不明点のチェック 4時間

海外の生活習慣と文化の特徴について学び、理解する。
質問、疑問点を積極的に出して、日本とどのように異なる
のか考え、異文化理解を図る。

第5回 海外語学留学（２３日間） 留学先の大学・語学学校の課題 4時間

留学先の大学・語学学校における研修。

第6回 語学留学で習得したことを整理する 語学研修全体に対する復習、まとめ 4時間

語学留学を終えて、さまざまな体験を整理し、語学力にお
いて習得できたこと、また実際の生活を通して感じ得たこ
とを、異文化理解の観点からまとめる。
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

百々 徹

社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる素養」を深化させるために、学びを深めるアクティブラーニン
グ型の授業を行う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

・業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の
進みたい業界の課題を考え、調べる。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGｓ目標
について調べ、その目標に取り組んでいる企業について研
究する。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのか提案書を
作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

津村 朗子・瀨川 悠紀子

社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる要素」を深化させるためにアクティブラーニング型の授業を行
う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 津村：授業の前後　授業教室
瀨川：金曜1限　本館3階調理研究室

オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（少子化問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・少子化問題について考える。
・少子化問題の現状を知る。
・少子化問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第6回 社会の課題（少子化問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。
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第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間

・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

田原 彩

社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる素養」を深化させるために、学びを深めるアクティブラーニン
グ型の授業を行う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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- 130 -



100103

14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜・3限

場所： 製菓研究室（本館3階)

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

・業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の
進みたい業界の課題を考え、調べる。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGｓ目標
について調べ、その目標に取り組んでいる企業について研
究する。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのか提案書を
作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

草尾 賀子

社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる素養」を深化させるために、学びを深めるアクティブラーニン
グ型の授業を行う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

・業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の
進みたい業界の課題を考え、調べる。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGs目標
について調べ、その目標に取り組んでいる企業について研
究する。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのか提案書を
作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

谷口 信子・小川 彩

就職活動に向けて役立つ3つのテーマをクラスごとにローテーションで行います。３つのテーマとは、「ビジネスマナー
の基礎」「自己分析」「試験対策と企業研究」であり、ロールプレイおよび演習形式で行います。また、毎月「弁当の
日」を実施します。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100105
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

・業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の
進みたい業界の課題を考え、調べる。
・特別授業：企業様に来ていただき、SDGSへの取り組みに
ついてお話いただく。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGｓ目標
について調べ、その目標に取り組んでいる企業について研
究する。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのか提案書を
作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間

- 137 -



・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
　2回生の経験談を参考にして、自分自身の課題を見つける
。（特別授業）
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートの内容をそれぞれの工夫を反
映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ

100105
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

加戸 敬子・楠井 淳子・紺谷 武・範 衍麗・細畠 昌大

社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる素養」を深化させるために、学びを深め るアクティブラーニ
ング型の授業を行う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

100106
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の進
みたい業界と社会の課題を調べ、考える。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるか考える 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGｓ目標に
ついて調べ、その目標に取り組んでいる企業について研究
する。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのか提案書を
作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ

100106
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

麻畠 徳子・佐野 美保

 社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる素養」を深化させるために、学びを深めるアクティブラーニ
ング型の授業を行う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる

4時間

業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の進
みたい業界の課題を考えて、調べる。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるかを考え
る

提案書を完成させる 4時間

・進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGｓの目
標について調べて、その目標に取り組んでいる企業につい
て調べる。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのかを考えて
、提案書を作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

中野 澄

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 主に木曜日

場所： 各授業担当者の研究室

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（少子化問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・少子化問題について考える。
・少子化問題の現状を知る。
・少子化問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第6回 社会の課題（少子化問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 キャリアデザイン

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 2

福永 栄一・川口 規子

社会人として自立し「社会で実践できる力」「協働できる素養」を深化させるために、学びを深めるアクティブラーニン
グ型の授業を行う。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

本科目は本学の建学の精神である「桃李成蹊」と行動指針である「忠恕」を通じて社会で活躍できる人に成長するための学びの基礎となる科目です。前期科目のキャリア
ベーシックに続き、SDGsの観点を利用し自らの考えを提案・探求しながら考えを深化するなど、学びの楽しさを身に付けます。
授業ではアクティブラーニングを主とし、課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、自らのライフプランや将来像などこれからのキャリアに関しての意識を持つこ
とができる内容で構成します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 社会人として必要な人間性や社会性を醸成する
ために、主として「提案」「探求」をテーマに
展開する。

課題発見力やコミュニケーション力を身に付け、
自らのライフプランや将来像などこれからのキャ
リアに関しての意識を持つことができる。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 収集した資料から将来のキャリアに関する課題や
社会の課題を発見し発表できる。

2．DP5.計画・立案力 収集した資料や発見した課題から、新しいプラン
を提案し積極的に取り組むことができる。

3．DP9.役割理解・連携行動 集団やチームの中で自分の役割を理解し協働でき
る。

4．DP7.完遂 授業からの学びや探究活動を通じ得たものをまと
めてプレゼン発表をすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。
テーマに沿ったテーマ課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。最後にテーマに従って課題の発表を行いま
す。優秀者はプレゼン大会に出場します。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

10

授業参加度は全14回の授業を通じて10点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：提案書（1～6回）

42

提案書は14点満点で評価する。合計3枚評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：マンダラチャート（7、8回）

12

マンダラチャートは12点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

課題：探求レポート（9～11回）

14

レポートは14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％
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14 ％

課題：プレゼン発表

14

プレゼン発表は14点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

定期試験（レポート）

8

定期試験課題は8点満点で評価する。独自のルーブリックによる。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

その都度指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
毎回テーマに沿った課題と事後課題を課し、それぞれについて個人またはグループで取り組みます。
最後に課題に沿った文章を作成し発表します。優秀者はプレゼン大会に出場します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日３限目（13:10-14:50）

場所： 研究室（西館５階62）

備考・注意事項： オフィスアワー以外の時間も受け付けますので、いつでも訪ねてください。しかし会議等で不在のこともあります。事前に予約指
定いただけると確かです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会の課題（環境問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・環境問題について考える。
・環境問題の現状を知る。
・環境問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第2回 社会の課題（環境問題）について何ができるか考える 提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第3回 社会の課題（エネルギー問題）に取り組む 社会の課題に対して身近な関係を見つけ出し、授
業内容を復習する。

4時間

・授業の目的と概要、進め方等を説明。
・エネルギー問題について考える。
・エネルギー問題の現状を知る。
・エネルギー問題について理解を深める。
・上記について講義及びグループワークを実施し、ワーク
シートに取り組んで発表する。

第4回 社会の課題（エネルギー問題）について何ができるか考え
る

提案書を完成させる 4時間

・授業外学修課題についてグループで意見を共有する。
・社会の課題に対して自分は何ができるのかを考える。
・社会の課題に対してみんなは何ができるのかを考える。
・上記について各自で整理し、提案内容を考える。
・提案内容を提案書に記入する。

第5回 社会の課題（各業界の課題）を理解する 授業を振り返り、自分の進みたい業界の課題につ
いて理解を深め、ワークシートを完成させる。

4時間

・業界・業種・職種・企業とは何か、理解を深め、自分の
進みたい業界の課題を考え、調べる。

第6回 社会の課題（各業界の課題）について何ができるか考える 提案書を完成させる。 4時間

・進みたい業界（業種・職種）が取り組んでいるSDGｓ目標
について調べ、その目標に取り組んでいる企業について研
究する。
・企業の課題に対して、自分なら何ができるのか提案書を
作成する。

第7回 自己の課題を理解する 授業内容を振り返り、自己の客観的把握を深め
ワークシートを完成させる。

4時間

・自分の視点・物事の見方の癖を知り、自己の理解を深め
る。
・PROGテストの結果を利用して客観的把握をする。
・他者の視点を借りた客観的把握をする。

第8回 自己の課題を理解し、自己を向上させるための具体的行動
を考える

マンダラチャートを完成させる 4時間
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・授業外学修課題を振り返り、グループで共有する。
・前回の授業内容と授業外学修課題を振り返り、自身の弱
みを克服したり、強みをさらに伸ばすためにできることを
考え、マンダラチャートの作成に取り組む。9マス思考に取
り組むための多様な観点を知ることで具体的行動を多様に
する。

第9回 探求レポートの作成（問いの理解） 事前に業界のHPなどを閲覧して疑問点などを整理
しておく。

4時間

・テキストとワークを通じて探求の基本である、「自ら問
いを立て、その答えを探求する」姿勢を学ぶ。「問い」や
「観察」をキーワードに問いの深さを知る。社会人を招い
て仕事や業界に関する話を聞きます。

第10回 自分自身の興味関心と学科の特性に沿った問いを立てる 探求レポートを完成させる。 4時間

・前回の授業と授業外学修課題を振り返り、グループで共
有する。
・自分自身の興味関心と各学科の特性に沿った課題を結び
付け問いを立てて調査する。
・これらの探求活動を通じて探求の理解を深める。
・自分自身の将来について考えます。
・仕事や業界について専門家を招いて話を聞きます。

第11回 探求レポートをプレゼンする。 ・これまでの授業を振り返って、自分が働きたい
職場のイメージをまとめておく。

4時間

授業外学修課題で完成させた探求レポートをもとにプレゼ
ンをする。プレゼンのために探求レポートを要約し簡潔に
ポイントを示すなど、最も伝えたいポイントを強調したり
するなど工夫しながら、発表の質を高める。
それぞれ自分の探究レポートをの内容をそれぞれの工夫を
反映させて発表する。

第12回 学びのプレゼンテーションを作成する 授業内で取り組んだ内容を振り返り、推敲する 4時間

・「これまでの学びとこれからのわたし」をテーマにプレ
ゼンテーションにまとめて発表することを目標として授業
を進行する。
・まず、これまでの授業（社会問題への取り組み、マンダ
ラチャートの作成、探究活動）を振り返り、学びをまとめ
る。
・社会で活躍できる人の特徴などを挙げながら、継続的な
学びの姿勢を理解するなど、ワークシートに取り組みなが
らプレゼンテーションの作成に取り組む。

第13回 プレゼンテーションをまとめる ・プレゼンシートを推敲し完成させる。次回のプ
レゼンに向けて発表準備をおこなう。

4時間

・前回の授業内容や授業外学修で取り組んだ内容を確認す
る。
・プレゼンのフォーマットを参考にしつつ自身の学びを伝
わりやすいように工夫しながら推敲し、プレゼンシートを
完成させる。

第14回 プレゼンテーションを発表する 発表した内容をまとめる 4時間

・13回で作成したスライドを利用して、それぞれ発表する
。
※優秀者はプレゼン大会に出場します。
・プレゼンで得た感想や他者の発表を聞いて比較も含めた
課題に取りくむ
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授業科目名 コンピュータリテラシー

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1 2

吉田 澄江

講義

該当する

コンピュータスクールにてマネージャー職および Microsoft Office講師。企業の広報部にて広告媒体を企画・デザイ
ン・制作。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

コンピュータ（Windows）の基本操作は理解していることを前提とし、学内におけるコンピュータ・ネットワーク環境の知識と操作を学んだ上で、情報化社会に対応するス
キルとして①情報モラルとセキュリティ②Eメールとインターネットのルールとマナーを習得する。そして、ビジネスで活用できるスキルとして①タッチタイピングのマス
ター②Office（Word・Excel・PowerPoint）の実用的な使い方を習得する。Word・Excel・PowerPointは、実際にビジネスの現場で使われる題材を使用し、実践的に学習す
る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 情報リテラシー 情報社会を生き抜くためのルールやマナー、セ
キュリティの知識、Windowsの操作からインター
ネットを利用した情報収集、Officeの活用まで、
情報化社会に対応する能力を身に付ける。

汎用的な力

1．DP4.課題発見 パソコンの実習を通して、情報を適切に活用し課
題を解決する知識や技能を養い、実践に活かせる
スキルを習得する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

単元ごとの課題

50

タイピング×2、Word×4、Excel×4、PowerPoint×2（計12ファイル）：

％

アプリケーションごとの実技テスト

20

Word （ビジネス文書作成）、Excel（関数とグラフを含む課題作成）：

％

授業への取り組み状況

15

授業内外において、積極的に課題に取り組む姿勢があるかどうかを評価する：

％

試験（実技）

15

PowerPoint（プレゼンテーションを作成）：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等
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参考文献等

情報リテラシー 総合編／FOM出版、その他授業内で適宜紹介する

履修上の注意・備考・メッセージ

※配布プリントを使って操作手順を学び（講義）、実践力を養うためにできるだけ多くの練習課題に取り組む（演習）。受講生のレベルに応じて、検定問題などの個別課
題も用意する。授業は毎回課題のステップアップ形式で進めるので、欠席・遅刻をしないこと。
※半期2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
※毎回の授業開始前にパソコンを起動し、ログインしておくこと。
ログインに必要なユーザIDとパスワードを初回授業から必ず持参してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業前後に質問対応します。
その他連絡が必要な場合はEメールで。（吉田：yoshida-s@g.osaka-seikei.ac.jp）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション／コンピュータの活用1 キーと指の対応を復習／タイピング練習 4時間

・学内におけるコンピュータ環境の概要説明と使用方法
・Windowsの基本操作確認
・ドライブ、フォルダ、ファイルの説明、課題の保存・提
出先について
・タイピングの基本／キーと指の対応
・タイピング練習ソフトを使った練習法
・タイピングスキルチェック（10分間入力）

第2回 コンピュータの活用2 ～情報化社会に対応するスキル～ タイピング練習／Word基本操作の予習 4時間

・ローマ字入力スピードアップ術
・効率のよい入力を行うための変換技
・ショートカットキーを使いこなす
・情報モラルとセキュリティ
・インターネットを使いこなす
・Eメールのルールとマナー

第3回 Word1 ～ビジネス文書を作成する（基本編）～ Word課題①（ビジネス文書基本編）の復習 4時間

・入力と編集の基本
・文字と段落の書式設定
・ビジネス文書の基本フォーマット

第4回 Word2 ～表作成とビジネス文書（応用編）～ Word課題②（ビジネス文書応用編）の復習 4時間

・表の挿入と編集（罫線／網掛け／デザイン編集）
・表を含むビジネス文書作成

第5回 Word3 ～Wordを使ってチラシやポスターを作成する～ Word課題③（チラシ作成）の復習 4時間

・表現力をアップする機能
・オブジェクトの利用（図形作成／クリップアート／ワー
ドアート）
・オブジェクトを利用した文書作成

第6回 Word4 ～実践テクニックと地図作成～ Word課題④（地図作成～PDF保存）の復習 4時間

・Word実践テクニック（テンプレートの活用／線種とペー
ジ罫線と網掛けの設定／図表と組織図）
・実践テクニックを活用したビジネス文書作成
・地図作成とPDF変換

第7回 Word5 ～実技テストと解説～ Word実技テスト復習／Excel基本操作の予習 4時間

・Word実技テスト
・実技テスト解説
・ここまで学んだWord課題の復習と提出確認

第8回 Excel1 ～Excelの基本操作と表作成～ Excel課題①（売上表・管理表作成）の復習 4時間

・デ－タ入力の基礎と手順
・シ－トとセルの操作、書式設定
・表の作成と編集

第9回 Excel2 ～絶対参照／相対参照と関数を理解する～ Excel課題②（絶対参照と相対参照）の復習 4時間

・演算処理
・絶対参照と相対参照の違い
・関数の使い方と活用

第10回 Excel3 ～複雑な関数と実践テクニック～ Excel課題③（関数の活用課題）の復習 4時間

・Excel実践テクニック
（関数の応用／リスト／条件付き書式など）

第11回 Excel4 ～グラフの作成とデザイン編集～ Excel課題④（様々なグラフ作成）の復習 4時間

・グラフの用途と種類、基本構成について
・各種グラフを作成する
・色々なデザインにアレンジする

第12回 Excel5 ～実技テストと解説～ Excel実技テストの復習／PowerPoint基本操作の予
習

4時間

・Excel実技テスト
・実技テスト解説
・ここまで学んだExcel課題の復習と提出確認

第13回 PowerPoint1 ～基本操作とプレゼンテーション作成～ PowerPoint課題①（プレゼンテーション作成基本
編）の復習

4時間

・PowerPointの基本操作
・基本的なプレゼンテーションの作成
・オブジェクト（表、グラフ、図形、グラフィック）を活
用したプレゼンテーションの作成
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第14回 PowerPoint2 ～スライド作成の応用とプレゼンテーション
実施のコツ～

PowerPoint課題②（アニメーションや特殊効果を
含むプレゼンテーション作成応用編）の復習

4時間

・様々な特殊効果（アニメーション・画面切り替え効果）
をマスターする
・プレゼンテーション実施のコツ
・スライドのカスタマイズ

100110
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